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は
じ
め
に

　

栄
西
（
一
一
四
一
～
一
二
一
五
年
）
は
、
平
安
時
代
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代
初
期

の
僧
で
あ
る
。
地
元
備
中
の
安
養
寺
の
静
心
に
師
事
し
、
比
叡
山
延
暦
寺
に
お
い

て
得
度
し
、
二
度
中
国
（
宋
）
に
渡
り
、
法
華
教
学
や
禅
な
ど
を
学
び
、
宋
の
文

化
を
修
得
し
て
帰
国
し
た
。
そ
こ
で
体
得
し
た
教
え
を
わ
が
国
に
広
め
る
こ
と
に

つ
と
め
た
。
博
多
の
聖
福
寺
、
鎌
倉
の
寿
福
寺
、
の
ち
に
京
都
の
建
仁
寺
を
開
山

し
、
日
本
に
お
け
る
臨
済
宗
の
祖
と
目
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
戒
律
を
重
視
し
、
仏

教
を
本
来
の
形
に
戻
す
べ
く
、
い
わ
ば
宗
教
改
革
を
志
し
た
人
物
の
ひ
と
り
と
し

て
知
ら
れ
て
い
る
。

　

栄
西
は
、
宋
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
経
典
や
文
物
を
持
ち
帰
っ
た
が
、
茶
種
も
持
ち

帰
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
当
時
、
中
国
の
寺
院
で
日
常
的
に
行
わ
れ
て
い

た
喫
茶
の
風
を
日
本
に
広
め
た
た
め
、
日
本
の
「
茶
祖
」
と
あ
が
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

　

茶
に
ま
つ
わ
る
体
験
や
知
見
を
も
と
に
、栄
西
が
著
し
た
の
が
『
喫
茶
養
生
記
』

で
あ
る
。
そ
の
書
の
内
容
は
、「
喫
茶
に
よ
る
養
生
法
に
関
す
る
抄
記
（
抜
き
書 

き
）」
で
あ
る
。
茶
を
飲
用
し
、
加
え
て
桑
（
葉
、
実
、
枝
）
な
ど
を
服
用
も
し

く
は
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
病
い
を
退
け
健
康
を
維
持
す
る
養
生
法
が
、
そ

の
レ
シ
ピ
を
含
め
て
実
践
的
に
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
れ
ら
に
関
し
て
、
中
国

の
医
者
か
ら
の
口
伝
を
得
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

　

こ
の
書
は
、
栄
西
が
茶
に
関
す
る
様
々
な
書
物
を
調
べ
て
読
み
、
そ
の
な
か
で

関
心
を
持
っ
た
箇
所
を
抜
き
書
き
し
た
、
一
種
の
「
読
書
ノ
ー
ト
」
と
い
う
性
格

も
持
っ
て
い
る
。
そ
の
な
か
に
は
、
原
典
か
ら
の
直
接
の
引
用
で
は
な
く
、
他
書

か
ら
の
孫
引
き
も
あ
り
、「
望
文
生
義
」
と
も
い
う
べ
き
箇
所
が
散
見
さ
れ
る
。

栄
西
『
喫
茶
養
生
記
』
全
訳
注

︱
「
茶
」
の
飲
用
と
仙
木
「
桑
」
の
活
用
に
よ
る
養
生
法
︱

水　

野　

杏　

紀

平　

木　

康　

平
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栄
西
が
文
献
を
読
み
続
け
て
い
く
な
か
で
、
書
き
足
し
て
い
っ
た
た
め
か
、
残
さ

れ
て
い
る
テ
キ
ス
ト
に
は
異
同
が
多
い
。

　

『
喫
茶
養
生
記
』
に
は
、
大
き
く
二
種
類
の
系
統
が
あ
る
。
栄
西
が
承
元
五
年

（
一
二
一
一
）、
七
十
一
歳
の
時
に
、
最
初
に
書
い
た
テ
キ
ス
ト
は
「
初
治
本
」
と

呼
ば
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
栄
西
が
み
ず
か
ら
加
筆
増
補
し
た
テ
キ
ス
ト
が
、
建

保
二
年
（
一
二
一
四
）、
七
十
四
歳
の
時
に
成
立
し
、「
再
治
本
」
と
呼
ば
れ
て
い

る
。
ち
な
み
に
栄
西
は
、
そ
の
翌
年
、
七
十
五
歳
で
遷
化
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
も
、
栄
西
が
終
生
、
茶
に
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

『
吾
妻
鏡
』
建
保
二
年
甲
戌
二
月
四
日
の
条
に
は
、「
将
軍
家
聊い

さ
さ

か
御
病
腦
あ 

り
。
諸
人
奔
走
す
。
但た

だ

し
殊こ

と

な
る
御
事
は
無
し
。
是こ

れ
若も

し
く
は
去
る
夜
の
御ご

淵え
ん

醉す
い

の
餘よ

気き

な
る
か
。
爰こ

こ

に
葉
上
僧
正（
栄
西
）御お

ん

加か

持じ

に
候こ

う

す
る
處と

こ
ろ

に
て
、
此こ

の
事

を
聞
き
、
良
藥
と
禰し

よ
う

し
、
本
寺
よ
り
召
し
て
茶
一い

つ

盞せ
ん

を
進
め
、
一
巻
の
書
を
相あ

い

副そ

え
て
、
之こ

れ
を
獻け

ん

ぜ
し
む
。
茶
の
徳
を
譽ほ

む
る
所
の
書
な
り
。
将
軍
家
御
感
悦

に
及
ぶ
」
と
あ
る
。１

　

こ
の
と
き
、
栄
西
が
将
軍
に
献
上
し
た
の
が
『
喫
茶
養
生
記
』
だ
と
い
わ
れ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
喫
茶
の
習
慣
を
宗
門
内
だ
け
で
な
く
、
世
間
に
も
広

め
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

栄
西
の
『
喫
茶
養
生
記
』
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
訳
注
や
研
究

が
な
さ
れ
て
い
る
。
精
緻
な
文
献
考
証
も
あ
り
、
栄
西
や
禅
と
茶
の
関
係
を
考
察

し
た
も
の
も
数
多
く
発
表
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、『
喫
茶
養
生
記
』
と
道

教
に
お
け
る
養
生
や
『
抱
朴
子
』
な
ど
の
神
仙
思
想
と
の
関
連
、
さ
ら
に
は
道
教

の
養
生
書
に
み
る
陰
陽
五
行
学
説
や
中
国
伝
統
医
学
と
の
関
係
な
ど
に
論
及
し
た

専
論
は
な
い
。
そ
こ
で
こ
れ
ら
の
点
に
留
意
し
つ
つ
、
こ
の
栄
西
の
『
喫
茶
養
生

記
』
の
す
べ
て
に
訳
注
を
施
す
こ
と
に
し
た
。

　

な
お
底
本
に
は
栄
西
が
加
筆
増
補
し
た
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
再
治
本
の
う
ち
、 

『
群
書
類
従
』
所
収
本
を
用
い
た
。２

　

こ
れ
に
あ
た
っ
て
は
再
治
本
の
建
仁
寺
両
足
院
蔵
板
本
（
建
本
）、
ま
た
初
治

本
の
寿
福
寺
本
（
寿
本
）
な
ど
と
の
異
同
を
検
討
し
た
。
た
だ
し
板
本
ご
と
の
異

同
が
多
岐
に
わ
た
る
た
め
、
内
容
的
に
留
意
す
べ
き
も
の
に
焦
点
を
絞
り
検
討
し

た
。
ま
た
先
行
研
究
や
訳
注
、
関
連
文
献
を
参
考
に
し
た
。３

一
．
栄
西
『
喫
茶
養
生
記
』
全
訳
注

喫
茶
養
生
記
　
※
卷
之
上

入
唐
前
權
僧
正
法
印
大
和
尚
位
　
榮
西
錄

（
入
唐
前
の
權
僧
正
法
印
大
和
尚
位
、
榮
西
錄
す
）

（
通
釈
）
茶
は
養
生
の
仙
薬
で
あ
る
。
寿
命
を
延
ば
す
霊
妙
な
方
術
で
あ
る
。
山

や
谷
に
茶
の
木
が
生
え
て
い
れ
ば
、
そ
こ
は
神
霊
な
地
で
あ
る
。
人
が
茶
（
の

葉
）
を
採
取
し
て
（
喫
す
れ
ば
）、
そ
の
人
は
長
寿
と
な
る
。
イ
ン
ド
や
中
国
も



同
じ
く
茶
を
貴
び
重
ん
じ
た
。
我
が
朝
、
日
本
も
か
つ
て
（
茶
を
）
た
し
な
み
愛

好
し
た
。（
茶
は
）
古
え
か
ら
今
に
至
る
ま
で
、
珍
奇
で
特
別
な
仙
薬
で
あ
る
。 

（
だ
か
ら
茶
は
）
摘
ん
で
（
喫
し
）
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

こ
の
世
界
が
成
立
し
た
当
初
は
、（
地
上
の
）
人
と
天
上
の
人
と
は
同
じ
く
（
長

寿
）
で
あ
っ
た
と
い
う
。
時
代
が
下
る
に
つ
れ
、
今
ど
き
の
人
は
次
第
に
虚
弱
に

な
っ
た
。（
地
、
水
、
火
、
風
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
）
身
体
や
、
五
臓
（
肝
、
心
、 

脾
、
肺
、
腎
）
は
朽
ち
果
て
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
う
な
る
と
針
と
灸
（
を
や 

っ
て
も
）
い
ず
れ
も
身
体
を
損
傷
す
る
ば
か
り
で
、湯
治
も
ま
た
効
き
目
が
な
い
。

こ
う
し
た
治
療
法
を
好
ん
で
行
う
者
は
徐
々
に
衰
弱
し
、
徐
々
に
尽
き
果
て
る
。

お
そ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
昔
の
医
術
は
（
む
や
み
に
）
加
減
を
せ
ず
に
（
自

然
に
）
治
療
し
た
。
今
ど
き
の
人
は
（
そ
の
点
を
）
考
慮
す
る
こ
と
が
少
な
い
の

で
は
あ
る
ま
い
か
。

（
原
文
）
茶
也
養
生
之
仙
藥
也
。
延
齡
之
妙
術
也
。
山
谷
生
之
、
其
地
神
靈
也
。

人
倫
採
之
、
其
人
長
命
也
。
天
竺
、
唐
土
同
貴
重
之
。
我
朝
日
本
、
曾
嗜
愛
矣
。

古
今
奇
特
仙
藥
也
。
不
可
不
摘
乎
。

　

謂
、
劫
初
人
與
天
人
同
。
今
人
、
漸
下
漸
弱
。
四
大
、
五
藏
如
朽
。
然
者
針
灸

竝
傷
、
湯
治
亦
不
應
乎
。
若
如
好
此
治
方
者
漸
弱
、
漸
竭
。
不
可
不
怕
者
歟
。
昔
、

醫
方
不
添
削
而
治
。
今
人
、
斟
酌
寡
者
歟
。

（
注
）
※
巻
之
上
：
建
本
は
巻
之
上
と
入
唐
の
間
に
「
建
仁
寺
開
祖
」
が
入 

る
。

（
訓
読
）
茶
は
養よ
う

生せ
い

の
仙
藥
な
り
。
延え

ん

齡れ
い

の
妙み

よ
う

術じ
ゆ
つ

な
り
。
山さ

ん

谷こ
く　

之こ

れ
を
生し

よ
う

ず
れ

ば
、
其そ

の
地
は
神
靈
な
り
。
人
倫　

之
れ
を
採と

ら
ば
、
其
の
人
は
長
命
な
り
。
天

竺
、
唐
土
同
じ
く
之
れ
を
貴た

つ
と

び
重
ん
ず
。
我わ

が
ち
よ
う朝

日
本
、
曾か

つ

て
嗜た

し
な

み
愛あ

い

す
。
古こ

今こ
ん

奇き

特と
く

の
仙
藥
な
り
。
摘つ

ま
ざ
る
可べ

か
ら
ざ
ら
ん
か
。

　

謂い

わ
く
、
劫ご

う

の
初
め
は
人
は
天
の
人
と
同
じ
、
と
。
今
の
人
、
漸よ

う
や

く
下く

だ

り
、
漸

く
弱よ

わ

し
。
四
大
、
五
藏
は
朽く

ち
た
る
が
如ご

と

し
。
然し

か

ら
ば
針
灸
竝な

ら

び
に
傷そ

こ

な
い
、
湯と

う

治じ

亦ま

た
應お
う

ぜ
ざ
る
か
。
若も

し
此こ

の
治ち

方ほ
う

を
好
む
が
如ご
と

き
者
は
漸
く
弱
く
、
漸
く
竭つ

き
ん
。
怕お
そ

れ
ざ
る
可
か
ら
ざ
ら
ん
か
。
昔
、
醫い

方ほ
う

は
添て
ん

削さ
く

せ
ず
し
て
治な
お

す
。
今
の

人
、
斟し

ん

酌し
や
く

す
る
こ
と
寡す
く

な
き
か
。

（
注
記
）（
一
）劫
：
こ
の
世
界
が
成
立
す
る
ま
で
の
長
い
時
間
。劫
初
は
そ
の
初
め
。

（
二
）
四
大
：
万
物
の
構
成
要
素
、
地
・
水
・
火
・
風
。
こ
こ
で
は
、
そ
れ
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
る
人
の
身
体
。

（
三
）
五
藏
：
肝
臓
、
心
臓
、
脾
臓
、
肺
臓
、
腎
臓
の
こ
と
。
臓
と
は
現
代
的
な

臓
器
で
は
な
く
そ
の
働
き
を
い
う
。

（
通
釈
）
ひ
そ
か
に
思
う
に
、
天
が
万
物
を
創
造
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
人
を
つ

く
る
こ
と
を
貴
い
も
の
と
し
た
。
人
が
人
生
を
ま
っ
と
う
す
る
に
は
、
命
を
保
ち

守
る
こ
と
こ
そ
賢
明
な
方
法
で
あ
る
。
そ
の
一
生
を
保
持
す
る
も
と
は
養
生
に
あ

る
。
そ
の
養
生
の
術
を
示
す
な
ら
ば
、
五
臓
（
肝
・
心
・
脾
・
肺
・
腎
）
を
安
ら

か
に
す
べ
き
で
あ
る
。（
そ
の
た
め
に
は
）
五
臓
の
う
ち
で
も
、
心
臓
を
主
体
と
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す
る
。
心
臓
を
（
し
っ
か
り
と
）
す
え
立
て
る
方
法
は
、
茶
を
喫
す
る
こ
と
こ
そ

が
最
善
の
方
法
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
心
臓
が
弱
い
と
、
五
臓
が
み
な
病
い
を
生
じ

る
の
で
あ
る
。

　

ま
こ
と
に
イ
ン
ド
の
名
医
、
耆ぎ

婆ば

が
亡
く
な
っ
て
か
ら
二
千
余
年
が
経
っ
て
い

る
。
こ
の
末
世
で
は
（
耆
婆
の
）
継
承
者
（
と
称
し
て
）
も
、
誰
が
（
病
い
を
的

確
に
）
診
断
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
中
国
の
医
薬
の
祖
、
神
農
が
隠
れ
て
か
ら

三
千
余
年
が
経
っ
て
い
る
。
近
頃
で
は
薬
の
処
方
を
ど
う
し
て
処
理
で
き
よ
う
。

さ
す
れ
ば
、
病
気
を
診
察
し
て
も
ら
お
う
に
も
、
誰
も
人
が
い
な
い
。
い
た
ず
ら

に
病
い
を
患
い
、
い
た
ず
ら
に
（
身
を
）
危
険
に
さ
ら
し
て
い
る
。
治
療
方
法
を

教
え
請
う
て
も
間
違
っ
て
い
る
。
無
駄
に
灸
を
す
え
て
、
無
駄
に
体
を
損
な
っ
て

い
る
。
ひ
そ
か
に
聞
く
と
こ
ろ
、今
の
世
の
医
術
は
、（
む
や
み
に
）
薬
を
飲
ま
せ
、

か
え
っ
て
心
身
を
そ
こ
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
病
気
と
薬
が
適
合
し
て
い
な
い
か

ら
で
あ
る
。
灸
を
す
え
て
も
若
く
し
て
死
ぬ
。
そ
れ
は
身
体
の
脈
動
と
灸
が
せ
め

ぎ
あ
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。（
さ
す
れ
ば
）
中
国
の
（
古
え
の
）
治
療
法
を
訪

ね
求
め
て
、
今
日
な
り
の
治
療
方
法
を
示
す
ほ
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
（
第

一
の
五ご

臓ぞ
う

和わ

合ご
う

門も
ん

と
第
二
の
遣け
ん

除じ
よ

鬼き

魅み

門も
ん

の
）
二
つ
の
章
を
立
て
て
、
こ
の
末
世

に
合
っ
た
病
い
の
診
察
法
を
提
示
し
、
そ
れ
を
後
の
世
の
人
々
に
伝
え
、
一
切
衆

生
に
利
益
を
も
た
ら
そ
う
と
思
う
の
で
あ
る
。

　

時
に
建
保
二
年
（
一
二
一
四
）
甲
戌
の
春
正
月
の
日
に
謹
ん
で
叙
す
。

（
原
文
）
伏
惟
、
天
造
萬
像
、
造
人
以
爲
貴
也
。
人
保
一
期
、
守
命
以
爲
賢
也
。

其
保
一
期
之
源
在
于
養
生
。
其
示
養
生
之
術
、
可
安
五
藏
。
五
藏
中
、
心
藏
爲
主

乎
。
建
立
心
藏
之
方
、
喫
茶
、
是
妙
術
也
。
厥
心
藏
弱
、
則
五
藏
皆
生
病
。

　

寔
印
土
耆
婆
往
而
二
千
餘
年
。
末
世
之
血
脉
、
誰
診
乎
。
漢
家
神
農
隱
而
三
千

餘
歲
。
近
代
之
藥
味
、
詎
理
乎
。
然
則
無
人
于
詢
病
相
。
徒
患
、
徒
危
也
。
有
悞

于
請
治
方
。
空
灸
、
空
損
也
。
偷
聞
、
今
世
之
醫
術
、
則
含
藥
而
損
心
地
。
病
與

藥
乖
故
也
。
帶
灸
而
夭
身
命
。
脉
與
灸
戰
故
也
。
不
如
訪
大
國
之
風
、
示
近
代
治

方
乎
。
仍
立
二
門
、
示
末
世
病
相
、
留
賜
後
昆
、
共
利
群
生
矣
。

　

于
時
建
保
二
甲
戌
春
正
月
日
謹
敘
。

（
訓
読
）
伏ふ

し
て
惟お
も

う
に
、
天
は
萬ば
ん

像し
よ
う

を
造つ
く

る
に
、
人
を
造
る
を
以も
つ

て
貴た
つ
と

し
と
爲な

す
な
り
。
人
は
一い

ち

期ご

を
保
つ
に
、
命い

の
ち

を
守
る
を
以
て
賢か

し
こ

し
と
爲
す
な
り
。
其
の
一

期
を
保
つ
のみ

な
も
と

源
は
養よ

う

生せ
い

に
在
り
。
其
の
養
生
の
術
を
示
さ
ば
、
五
藏
を
安や

す

ん
ず
可

し
。
五
藏
の
中う

ち

、
心
の
藏
を
主
と
爲
す
か
。
心
の
藏
を
建け

ん

立り
つ

す
る
の
方ほ

う

は
、
茶
を

喫き
つ

す
る
、
是こ

れ
妙
術
な
り
。
厥そ

れ
心
藏
弱
け
れ
ば
、
則す

な
わ

ち
五
藏
は
皆
病
い
を
生
ず
。

　

寔ま
こ
と

に
印い

ん

土ど

の
耆ぎ

婆ば

は
往ゆ

き
て
二
千
餘
年
。
末ま

つ

世せ

の
血け

つ

脉み
や
く

、
誰た

れ

か
診み

ん
や
。
漢
家

の
神し

ん

農の
う

は
隱か

く

れ
て
三
千
餘
歲
。
近
代
の
藥
味
、
詎な

ん

ぞ
理お

さ

め
ん
や
。
然
ら
ば
則
ち
病

の
相
を
詢と

う
に
人
無
し
。
徒い
た
ず

ら
に
患わ
ず
ら

い
、
徒
ら
に
危あ
や

う
き
な
り
。
治ち

方ほ
う

を
請こ

う
に

悞あ
や
ま

（
誤
）
り
有
り
。
空む
な

し
く
灸き
ゆ
う

し
て
、
空
し
く
損そ
こ

な
う
な
り
。
偷ひ
そ

か
に
聞
く
、
今

世
の
醫
術
は
、
則
ち
藥
を
含
み
て
心
地
を
損
な
う
。
病
と
藥
と
乖そ

む

く
が
故ゆ

え

な
り
。

灸
を
帯
び
て
身し

ん

命め
い

を
夭よ

う

す
。
脉
と
灸
と
戰
う
が
故
な
り
。
大
國
の
風
を
訪
ね
て
、

近
代
の
治
方
を
示
す
に
如
か
ざ
る
か
。
仍よ

り
て
二
門
を
立
て
、
末ま

つ

世せ

の
病
相
を
示



し
、
留と

ど

め
て
後こ

う

昆こ
ん

に
贈た

ま
わ

り
、
共
に
群ぐ

ん

生せ
い

を
利
せ
ん
。

　

時
に
建
保
二
甲こ

う

戌じ
ゆ
つ

春
正し
よ
う

月げ
つ

の
日ひ

に
謹つ
つ

し
ん
で
敘じ
よ

す
。

（
注
記
）（
一
）
一
期
：
一
生
の
こ
と
。

（
二
）
耆
婆
：
ぎ
ば
。
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
音
で
は
ジ
ー
ヴ
ァ
カ
。
古
代
イ
ン 

ド
、
マ
ガ
ダ
国
の
名
医
。
釈
迦
や
そ
の
弟
子
を
治
療
し
、
仏
教
に
帰
依
し
た
と
い

わ
れ
る
。
中
国
に
お
い
て
は
、
戦
国
時
代
の
名
医
、
扁へ

ん

鵲じ
や
く

と
並
び
讃
え
ら
れ
て
い 

る
。

（
三
）
後
昆
：
後
の
世
の
人
々
。

（
四
）
群
生
：
一
切
衆
生
。

第
一
　
五
藏
和
合
門
　
　
第
二
　
遣
除
鬼
魅
門

（
通
釈
）第
一
の「
五
藏
和
合
門
」と
は
、『
尊
勝
陀
羅
尼
破
地
獄
法
祕
鈔
』に
い
う
、

一
に
肝
臓
は
酸
味
を
好
み
、
二
に
肺
臓
は
辛
味
を
好
み
、
三
に
心
臓
は
苦
味
を
好

み
、
四
に
脾
臓
は
甘
味
を
好
み
、
五
に
腎
藏
は
醎
味
を
好
む
。
ま
た
五
臓
を
五
行

に
あ
て
る
と
、
木
（
肝
）
火
（
心
）
土
（
脾
）
金
（
肺
）
水
（
腎
）
と
な
る
。
ま

た
五
方
に
あ
て
る
と
、東
（
木
）
南
（
火
）
西
（
金
）
北
（
水
）
中
（
土
）
と
な
る
。

　

（
五
臓
の
木
の
）
肝
は
（
五
方
の
）
東
に
あ
た
る
。（
五
季
の
）
春
で
あ
り
、（
み

な
五
行
の
）
木
に
あ
た
る
。（
五
色
の
）
青
で
あ
り
、（
五
神
の
）
魂
で
あ
り
、（
五

官
の
）
目
で
あ
る
。

　

（
五
臓
の
金
の
）
肺
は
（
五
方
の
）
西
に
あ
た
る
。（
五
季
の
）
秋
で
あ
り
、（
み

な
五
行
の
）
金
に
あ
た
る
。（
五
色
の
木
は
）
白
、（
五
神
の
木
は
）
魄
、（
五
官

の
木
は
）
鼻
で
あ
る
。

　

（
五
臓
の
火
の
）
心
は
（
五
方
の
）
南
に
あ
た
る
。（
五
季
の
）
夏
で
あ
り
、（
み

な
五
行
の
）
火
に
あ
た
る
。（
五
色
の
）
赤
で
あ
り
、（
五
神
の
）
神
で
あ
り
、（
五

官
の
）
舌
で
あ
る
。

　

（
五
臓
の
土
の
）
脾
は
（
五
方
の
）
中
央
に
あ
た
る
。（
五
季
の
）
四
季
の
末

で
あ
り
、（
み
な
五
行
の
）
土
に
あ
た
る
。（
五
色
の
）
黄
で
あ
り
、（
五
神
の
）

志
で
あ
り
、（
五
官
の
）
口
で
あ
る
。

　

（
五
臓
の
水
の
）
腎
は
（
五
方
の
）
北
に
あ
た
る
。（
五
季
の
）
冬
で
あ
り
、（
み

な
五
行
の
）
水
に
あ
た
る
。（
五
色
の
）
黒
で
あ
り
、（
五
神
の
）
想
で
あ
り
、（
五

体
の
）
髓
で
あ
り
、（
五
官
の
）
耳
で
あ
る
。

（
原
文
）
第
一
五
藏
和
合
門
者
、
尊
勝
陀
羅
尼
破
地
獄
法
祕
鈔
云
、
一
肝
藏
好
酸

味
、
二
肺
藏
好
辛
味
、
三
心
藏
好
苦
味
、
四
脾
藏
好
甘
味
、
五
腎
藏
好
鹹
味
。
又

以
五
藏
充
五
行
。
木
火
土
金
水
也
。
又
充
五
方
。
東
南
西
北
中
也
。

　

肝
東
也
、
春
也
、
木
也
、
青
也
、
魂
也
、
眼
也
。

　

肺
西
也
、
秋
也
、
金
也
、
白
也
、
魄
也
、
鼻
也
。

　

心
南
也
、
夏
也
、
火
也
、
赤
也
、
神
也
、
舌
也
。

　

脾
中
也
、
四
季
末
也
、
土
也
、
黃
也
、
志
也
、
口
也
。

　

腎
北
也
、
冬
也
、
水
也
、
黑
也
、
想
也
、
髓
也
、
耳
也
。

27 栄西『喫茶養生記』全訳注
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（
訓
読
）
第
一
の
五ご

藏ぞ
う

和わ

合ご
う

門も
ん

と
は
、
尊そ

ん

勝し
よ
う

陀だ

羅ら

尼に

破は

地じ

獄ご
く

法ほ
う

祕ひ

鈔し
よ
う

に
云い

わ

く
、
一

に
肝
藏
は
酸さ

ん

味み

を
好
み
、
二
に
肺
藏
は
辛し
ん

味み

を
好
み
、
三
に
心
藏
は
苦く

味み

を
好
み
、

四
に
脾
藏
は
甘か

ん

味み

を
好
み
、
五
に
腎
藏
は
鹹か

ん

味み

を
好
む
。
又ま

た
五
藏
を
以
て
五
行

に
充あ

つ
。
木
火
土
金
水
な
り
。
又
た
五
方
に
充
つ
。
東
南
西
北
中
な
り
。

　

肝
は
東
な
り
、
春
な
り
、
木
な
り
、
青
な
り
、
魂
な
り
、
眼
な
り
。

　

肺
は
西
な
り
、
秋
な
り
、
金
な
り
、
白
な
り
、
魄
な
り
、
鼻
な
り
。

　

心
は
南
な
り
、
夏
な
り
、
火
な
り
、
赤
な
り
、
神
な
り
、
舌
な
り
。

　

脾
は
中
な
り
、
四
季
の
末す

え

な
り
、
土
な
り
、
黃
な
り
、
志し

な
り
、
口
な
り
。

　

腎
は
北
な
り
、
冬
な
り
、
水
な
り
、
黑
な
り
、
想
な
り
、
髓ず

い

な
り
、
耳
な
り
。

（
注
記
）（
一
）
一
に
肝
藏
は
酸
味
を
好
み
、
～
：
以
下
の
文
章
は
陰
陽
五
行
学

説
に
も
と
づ
く
。
五
味
（
木
は
酸
味
、
火
は
苦
味
、
土
は
甘
味
、
金
は
辛
味
、
水

は
鹹
味
）、五
臓
（
木
は
肝
臓
、火
は
心
臓
、土
は
脾
臓
、金
は
肺
臓
、水
は
腎
臓
）、

五
方
（
木
は
東
、
火
は
南
、
土
は
中
央
、
金
は
西
、
水
は
北
）、
五
季
（
木
は
春
、

火
は
夏
、
土
は
四
季
の
末
、
金
は
秋
、
水
は
冬
）、
五
官
（
木
は
目
、
火
は
舌
、

土
は
口
、
金
は
鼻
、
水
は
耳
）、
五
色
（
木
は
青
、
火
は
赤
、
土
は
黄
、
金
は
白
、

水
は
黒
）
に
も
と
づ
く
。
五
神
（
木
は
魂
、
火
は
神
、
土
は
意
、
金
は
魄
、
水
は

志
）
で
あ
る
が
、
本
書
で
は
五
神
の
土
を
志
、
水
を
想
と
し
て
い
る
。

（
二
）（
脾
は
）
志
な
り
：「
志
」
は
本
来
で
あ
れ
ば
五
神
の
水
。

（
三
）（
腎
は
）
髓
な
り
：「
髄
」
は
五
体
の
水
。
こ
こ
に
だ
け
五
体
の
記
載
が
あ

る
。
五
神
の
水
は
本
来
で
あ
れ
ば
「
志
」。
こ
の
あ
た
り
の
五
行
の
分
類
に
混
同

が
み
ら
れ
る
。
五
行
の
種
々
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
解
説
の
五
行
の
一

覧
表
を
参
照
。

（
通
釈
）
こ
の
五
臓
は
（
そ
れ
ぞ
れ
好
む
味
が
）
異
な
っ
て
い
る
。（
あ
る
ひ
と

つ
の
臓
が
）
好
む
味
を
多
く
と
る
と
、す
な
わ
ち
対
応
す
る
臓
は
強
く
な
る
。（
す

る
と
）
傍
ら
の
臓
を
剋
し
て
（
せ
め
勝
つ
の
で
）、
お
互
い
に
病
い
を
生
じ
て
し

ま
う
。
辛
、
酸
、
甘
、
鹹
の
四
味
の
食
べ
物
は
手
近
か
に
あ
る
の
で
、
い
つ
で
も

食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
苦
味
の
食
べ
物
は
い
つ
も
は
食
べ
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
だ
か
ら
（
辛
、
酸
、
甘
、
鹹
の
味
に
対
応
し
た
）
四
臓
（
肺
、
肝
、
脾
、

腎
）
は
常
に
強
く
、（
苦
味
に
対
応
し
た
）
心
臓
は
常
に
弱
い
の
で
あ
る
。（
だ
か

ら
心
の
）
病
い
を
生
じ
る
。
心
臓
に
病
い
が
あ
る
と
、
す
べ
て
の
味
が
み
な
分
か

ら
な
く
な
る
。
だ
か
ら
食
べ
た
ら
吐
く
し
、（
場
合
に
よ
っ
て
は
）
食
べ
る
こ
と

も
で
き
な
く
な
る
。

　

今
、（
五
味
の
火
、
苦
味
に
あ
た
る
）
茶
を
喫
す
れ
ば
、（
五
臓
の
火
の
）
心
臓

を
強
く
し
、（
心
臓
の
）
病
い
に
か
か
ら
な
く
な
る
。
心
臓
に
病
い
が
あ
る
と
、 

（
そ
の
）
人
の
皮
膚
の
色
は
悪
く
、
こ
れ
に
よ
っ
て
寿
命
が
縮
む
こ
と
を
知
る
べ

き
で
あ
る
。

　

日
本
の
国
（
の
人
々
）
は
苦
味
を
ほ
ぼ
食
べ
る
こ
と
が
な
い
。
た
だ
中
国
の
み 

（
苦
味
の
あ
る
）
茶
を
喫
す
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
心
臓
に
病
い
が
な
く
、
ま
た

長
命
で
あ
る
。
我
が
国
は
そ
の
た
め
（
心
臓
を
）
病
み
、
痩
せ
て
い
る
人
が
多 



い
。
こ
れ
は
茶
を
喫
す
る
習
慣
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
も
し
人
の
心
神
が
不
快
な

と
き
は
、
必
ず
茶
を
喫
し
て
心
臓
を
調
え
、
万
病
を
除
い
て
治
癒
す
べ
き
で
あ
る
。

心
臓
が
爽
快
で
あ
れ
ば
、
も
ろ
も
ろ
の
臓
に
病
い
が
あ
っ
て
も
、
強
く
は
痛
ま
な

い
。
ま
た
五ご

蔵ぞ
う

曼ま
ん

荼だ

羅ら

儀ぎ

軌き

抄し
ょ
う

に
は
、「
秘
密
の
真
言
で
病
い
を
治
す
」
と
あ
る
。

（
原
文
）
此
五
藏
受
味
不
同
。
好
味
多
入
、
※
則
其
藏
強
、
尅
傍
藏
互
生
病
。
其

辛
酸
甘
鹹
之
四
味
恒
有
而
食
之
。
苦
味
恒
無
故
不
食
之
。
是
故
四
藏
恒
強
。
心

藏
恒
弱
。
故
生
病
。
若
心
藏
病
時
、
一
切
味
皆
違
。
食
則
吐
之
、
動
不
食
。

　

今
喫
茶
、
則
心
藏
強
無
病
也
。
可
知
心
藏
有
病
時
、
人
皮
肉
之
色
惡
。
運
命
依

此
減
也
。

　

日
本
國
不
食
苦
味
乎
。
但
大
國
獨
喫
茶
。
故
心
藏
無
病
、
亦
長
命
也
。
我
國
與

多
有
病
瘦
人
。
是
不
喫
茶
之
所
致
也
。
若
人
心
神
不
快
、
爾
時
必
可
喫
茶
、
調
心

藏
、
除
愈
萬
病
矣
。
心
藏
快
之
時
、
諸
藏
雖
有
病
、
不
強
痛
也
。
又
五
藏
曼
荼
羅

儀
軌
抄
云
、
以
秘
密
眞
言
治
之
。

（
訓
読
）
此
の
五
藏
は
味
を
受
く
る
こ
と
同
じ
か
ら
ず
。
好
む
味
多
く
入い

ら
ば
、

則す
な
わ

ち
其
の
藏
は
強
く
、
傍か

た
わ

ら
の
藏
を
尅こ

く

し
、
互
い
に
病
い
を
生
ず
。
其
れ
辛
酸

甘
鹹
の
四
味
は
、
恆つ

ね

に
有
り
て
之こ

れ
を
食く

ら
う
。
苦
味
は
恆
に
は
無
き
が
故ゆ
え

に

之こ

れ
を
食
ら
わ
ず
。
是こ

の
故
に
四
藏
は
恆つ
ね

に
強
く
、
心
藏
は
恆
に
弱
し
。
故
に

病
い
を
生
ず
。
若も

し
心
藏
病
む
時
は
、
一
切
の
味
皆
違た

が

う
。
食く

ら
え
ば
則
ち
之

れ
を
吐は

き
、
動や

や

も
す
れ
ば
食
ら
わ
ず
。

　

今
、
茶
を
喫
す
れ
ば
則
ち
心
藏
強
く
病
い
無
し
。
心
藏
に
病
い
有
る
時
は
、
人

の
皮ひ

肉に
く

の
色
は
惡
く
、
運
命
は
此こ

れ
に
依よ

り
て
減
ず
る
を
知
る
べ
き
な
り
。

　

日
本
の
國
は
苦
味
を
食
ら
わ
ざ
る
か
。
但た

だ

大
国
は
獨ひ
と

り
茶
を
喫
す
る
の
み
。
故

に
心
藏
に
病
い
無
く
、
亦ま

た
長
命
な
り
。
我
が
國
は
與た

め

に
多
く
病
み
、
瘦そ

う

す
る
人

有
り
。
是こ

れ
茶
を
喫
せ
ざ
る
の
致
す
所
な
り
。
若も

し
人　

心
神
不ふ

快か
い

の
時
は
、
爾そ

の
時
必
ず
茶
を
喫
し
、
心
藏
を
調と

と
の

え
、
萬ま

ん

病び
よ
う

を
除の

ぞ

き
愈い

や

す
可
し
。
心
藏
快か

い

な
る
時

は
、
諸
も
ろ
の
藏
に
病
い
有
る
と
雖い

え
ど

も
、
強
く
は
痛
ま
ざ
る
な
り
。
又ま

た
五ご

蔵ぞ
う

曼ま
ん

荼だ

羅ら

儀ぎ

軌き

抄し
ょ
う

に
云い
わ

く
、
秘
密
の
眞
言
を
以
て
之こ

れ
を
治
す
、
と
。

（
通
釈
）
肝
は
東
方
、
阿あ

閦し
ゆ
く

仏ぶ
つ

に
あ
た
る
。
ま
た
薬や
く

師し

仏ぶ
つ

に
あ
た
る
。
す
な
わ

ち
金こ
ん

剛ご
う

部
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
独
古
の
印
を
結
ぶ
。

字
の
真
言
を
と
な
え
て

加
持
祈
祷
す
れ
ば
、
肝
臓
は
永
く
病
い
に
か
か
ら
な
い
。

　

心
は
南
方
、宝ほ

う

生し
よ
う

仏ぶ
つ

に
あ
た
る
。
虚こ

空く
う

蔵ぞ
う

に
あ
た
る
。
す
な
わ
ち
宝ほ

う

部
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
宝ほ
う

形ぎ
よ
う

の
印
を
結
ぶ
。

字
の
真し
ん

言ご
ん

を
と
な
え
て
加
持
祈
祷
を
す
れ
ば
、

心
臓
は
病
い
に
か
か
ら
な
い
。

　

肺
は
西
方
、
無む

量り
よ
う

寿じ
ゆ

仏ぶ
つ

に
あ
た
る
。
観
音
に
あ
た
る
。
す
な
わ
ち
蓮れ

ん

華げ

部
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
八
葉
の
印
を
結
ぶ
。

字
の
真
言
を
と
な
え
て
加
持
祈
祷
を

す
れ
ば
、
肺
臓
は
病
い
に
か
か
ら
な
い
。

　

腎
は
北
方
、
釈し

や

迦か

牟む

尼に

仏ぶ
つ

に
あ
た
る
。
弥み

勒ろ
く

に
あ
た
る
。
す
な
わ
ち
羯か

つ

磨ま

部
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
羯
磨
の
印
を
結
び
、

字
の
真
言
を
と
な
え
て
加
持
祈
祷
を

す
れ
ば
、
腎
臓
は
病
い
に
か
か
ら
な
い
。
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脾
は
中
央
、
大
日
如
來
に
あ
た
る
。
般
若
菩
薩
に
あ
た
る
。
す
な
わ
ち
仏ぶ

つ

部
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
五ご

鈷こ

の
印
を
結
び
、

字
の
真
言
を
と
な
え
て
、
加
持
祈
祷

す
れ
ば
、
脾
臓
は
病
い
に
か
か
ら
な
い
。

　

こ
の
五
部
の
加
持
祈
祷
は
、
す
な
わ
ち
（
身
体
の
）
内
部
の
治
療
法
で
あ
る
。

五
味
の
養
生
法
は
、す
な
わ
ち
（
身
体
の
）
外
部
の
病
い
の
治
療
法
で
あ
る
。（
身

体
の
）
内
と
外
と
が
助
け
合
っ
て
、
身
命
を
保
持
す
る
の
で
あ
る
。

（
原
文
）
肝
東
方
、
阿
閦
佛
也
。
又
藥
師
佛
也
。
金
剛
部
也
。
卽
結
獨
古
印
。
誦

字
真
言
加
持
、
肝
藏
永
無
病
也
。

　

心
南
方
、
寶
生
佛
也
。
虛
空
藏
也
。
卽
寶
部
也
。
卽
結
寶
形
印
。
誦

字
真

言
加
持
、
心
藏
則
無
病
也
。

　

肺
西
方
、
無
量
壽
佛
也
。
觀
音
也
。
卽
蓮
華
部
也
。
卽
結
八
葉
印
。
誦

字

真
言
加
持
、
肺
藏
則
無
病
也
。

　

腎
北
方
、
釋
迦
牟
尼
佛
也
。
彌
勒
也
。
卽
羯
磨
部
也
。
卽
結
羯
磨
印
。
誦

字
真
言
加
持
、
腎
藏
則
無
病
也
。

　

脾
中
央
、
大
日
如
來
也
。
般
若
菩
薩
也
。
佛
部
也
。
卽
結
五
鈷
印
。
誦

字

真
言
加
持
、
脾
藏
則
無
病
也
。

　

此
五
部
加
持
則
内
之
治
方
也
。
五
味
養
生
則
外
病
治
也
。
内
外
相
資
保
身
命
也
。

（
訓
読
）
肝
は
東
方
、
阿あ

閦し
ゆ
く

佛ふ
つ

な
り
。
又
た
藥
師
佛
な
り
。
金
剛
部
な
り
。
卽す

な
わ

ち
獨ど

つ

古こ

の
印
を
結
ぶ
。

字
の
真
言
を
誦じ

ゆ

し
て
加か

持じ

せ
ば
、
肝
藏
は
永な

が

ら
く
病

い
無
き
な
り
。

　

心
は
南
方
、
寶ほ

う

生し
よ
う

佛ふ
つ

な
り
。
虛こ

空く
う

藏ぞ
う

な
り
。
卽
ち
寶ほ

う

部ぶ

な
り
。
卽
ち
寶ほ

う

形ぎ
よ
う

の

印
を
結
ぶ
。

字
の
真
言
を
誦
し
て
加
持
せ
ば
、
心
藏
は
則
ち
病
い
無
き
な
り
。

　

肺
は
西
方
、
無む

量り
よ
う

壽じ
ゆ

佛ふ
つ

な
り
。
觀か
ん

音の
ん

な
り
。
卽
ち
蓮
華
部
な
り
。
卽
ち
八
葉

の
印
を
結
ぶ
。

字
の
真
言
を
誦
し
て
加
持
せ
ば
、肺
藏
は
則
ち
病
い
無
き
な
り
。

　

腎
は
北
方
、
釋し

や

迦か

牟む

尼に

佛ぶ
つ

な
り
。
彌み

勒ろ
く

な
り
。
卽
ち
羯か
つ

磨ま

部
な
り
。
卽
ち
羯
磨

の
印
を
結
ぶ
。

字
の
真
言
を
誦
し
て
加
持
せ
ば
、腎
藏
は
則
ち
病
い
無
き
な
り
。

　

脾
は
中
央
、
大
日
如
來
な
り
。
般は

ん

若に
や

菩
薩
な
り
。
佛
部
な
り
。
卽
ち
五ご

鈷こ

の
印

を
結
ぶ
。

字
の
真
言
を
誦
し
て
加
持
せ
ば
、
脾
藏
は
則
ち
病
い
無
き
な
り
。

　

此
の
五
部
の
加
持
は
則
ち
内
の
治ち

方ほ
う

な
り
。
五
味
の
養
生
は
則
ち
外
の
病
治
な

り
。
内
外
相あ

い
資た

す

け
て
身
命
を
保
つ
な
り
。

（
注
記
）（
一
）
こ
こ
で
は
阿
閦
佛
な
ど
の
諸
仏
、
部
、
結
印
、
真
言
を
五
行
に

も
と
づ
い
て
配
当
し
て
い
る
。
そ
の
一
覧
は
後
述
の
解
説
に
一
覧
表
に
し
た
の
で

参
照
。
ま
た
真
言
の
五
行
配
当
に
つ
い
て
は
、
諸
本
に
よ
っ
て
異
な
る
。

（
通
釈
）
こ
の
五
味
の
う
ち
、
酸
味
に
あ
た
る
の
は
カ
ン
シ
（
柑
子
）、
タ
チ
バ

ナ
（
橘
）、
ユ
ズ
（
柚
子
）
な
ど
で
あ
る
。

　

辛
味
に
あ
た
る
の
は
、
シ
ョ
ウ
ガ
（
薑
）、
コ
シ
ョ
ウ
（
胡
椒
）、
コ
ウ
リ
ョ
ウ

キ
ョ
ウ
（
高
良
薑
）
な
ど
で
あ
る
。

　

甘
味
に
あ
た
る
の
は
、
砂
糖
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
す
べ
て
の
食
べ
も
の
は
甘
を

食
性
と
す
る
。



　

苦
味
に
あ
た
る
の
は
、
茶
、
セ
イ
モ
ッ
コ
ウ
（
青
木
香
）
な
ど
で
あ
る
。

　

鹹
（
塩
）
味
に
あ
た
る
の
は
、
塩
な
ど
で
あ
る
。

　

心
臓
は
五
臓
の
君
主
に
あ
た
る
。
茶
は
苦
味
の
最
上
位
に
あ
る
。
苦
味
は
も
ろ

も
ろ
の
味
の
最
上
位
に
あ
る
。
こ
の
た
め
心
臓
は
こ
の
苦
味
を
愛
好
す
る
。
心
臓

が
旺
盛
で
あ
れ
ば
、
も
ろ
も
ろ
の
臓
は
安
泰
で
あ
る
。

　

も
し
（
五
官
の
木
の
）
眼
に
病
い
が
あ
る
な
ら
ば
、（
五
臓
の
木
の
）
肝
臓
を

そ
こ
な
っ
て
い
る
こ
と
を
知
る
べ
き
で
あ
り
、（
五
味
の
木
の
）
酸
性
の
薬
で
こ

れ
を
治
す
と
よ
い
。

　

（
五
官
の
水
の
）
耳
に
病
い
が
あ
る
な
ら
ば
、（
五
臓
の
水
の
）
腎
臓
を
損
な
っ

て
い
る
こ
と
を
知
る
べ
き
で
あ
り
、（
五
味
の
水
の
）
鹹
（
塩
）
性
の
薬
で
こ
れ

を
治
す
と
よ
い
。

　

（
五
官
の
金
の
）鼻
に
病
い
が
あ
る
な
ら
ば
、（
五
臓
の
金
の
）肺
臓
を
そ
こ
な
っ

て
い
る
こ
と
を
知
る
べ
き
で
あ
り
、（
五
味
の
金
の
）
辛
性
の
薬
で
こ
れ
を
治
す

と
よ
い
。

　

（
五
官
の
火
の
）舌
に
病
い
が
あ
る
な
ら
ば
、（
五
臓
の
火
の
）心
藏
を
そ
こ
な
っ

て
い
る
こ
と
を
知
る
べ
き
で
あ
り
、（
五
味
の
火
の
）
苦
性
の
薬
で
こ
れ
を
治
す

と
よ
い
。

　

（
五
官
の
土
の
）
口
に
病
い
が
あ
る
な
ら
ば
、（
五
臓
の
土
の
）
脾
藏
を
そ
こ 

な
っ
て
い
る
こ
と
を
知
る
べ
き
で
あ
り
、（
五
味
の
土
の
）
甘
性
の
薬
で
こ
れ
を

治
す
と
よ
い
。

　

も
し
身
体
が
衰
弱
し
意
気
が
消
沈
す
れ
ば
、
ま
た
心
臓
を
そ
こ
な
っ
て
い
る
こ

と
を
知
る
べ
き
で
あ
る
。
し
ば
し
ば
茶
を
喫
す
れ
ば
、
氣
力
は
強
く
盛
ん
に
な
っ

て
く
る
。

　

そ
の
茶
の
功
能
、
な
ら
び
に
（
茶
葉
の
）
採
取
や
調
整
の
時
節
は
、
左
に
記
載

す
る
。
六
ケ
条
あ
る
。

（
原
文
）
其
五
味
者
、
酸
味
者
是
柑
子
、
橘
、
柚
等
也
。

　

辛
味
者
是
薑
、
胡
椒
、
高
良
薑
等
。

　

甘
味
者
是
砂
糖
等
也
。
又
一
切
食
、
以
甘
爲
性
也
。

　

苦
味
者
是
茶
、
青
木
香
等
也
。

　

鹹
味
者
是
鹽
等
也
。

　

心
藏
是
五
藏
之
君
子
也
。
茶
是
苦
味
之
上
首
也
。
苦
味
是
諸
味
之
上
味
也
。
因

兹
心
藏
愛
此
味
。
心
藏
興
則
安
諸
藏
也
。

　

若
人
眼
有
病
、
可
知
肝
藏
損
也
。
以
酸
性
藥
可
治
之
。
若
耳
有
病
、
可
知
腎
藏

損
也
。
以
醎
性
藥
可
治
之
。

　

鼻
有
病
、
可
知
肺
藏
損
也
。
以
辛
性
藥
可
治
之
。

　

舌
有
病
、
可
知
心
藏
損
也
。
以
苦
性
藥
可
治
之
。

　

口
有
病
、
可
知
脾
藏
之
損
也
。
以
甘
性
藥
可
治
之
。

　

若
身
弱
意
消
者
、
可
知
又
心
藏
之
損
也
。
頻
喫
茶
、
則
氣
力
強
盛
也
。

　

其
茶
功
能
并
採
調
時
節
載
左
。
有
六
箇
條
矣
。

（
訓
読
）
其そ

の
五
味
と
は
、
酸さ

ん

味み

は
是こ

れ
柑か

ん

子し

、
橘き

つ

、
柚ゆ

う

等
な
り
。
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辛し
ん

味み

は
是
れ
薑き

よ
う

、
胡こ

椒し
よ
う

、
高こ

う

良り
よ
う

薑き
よ
う

等
な
り
。

　

甘か
ん

味み

は
是
れ
砂
糖
等
な
り
。
又ま

た
一
切
の
食
は
、
甘
を
以
て
性
と
爲
す
な
り
。

　

苦く

味み

は
是
れ
茶
、
青せ

い

木も
つ

香こ
う

等
な
り
。

　

鹹か
ん

味み

は
是
れ
鹽え

ん

等
な
り
。

　

心
藏
は
是
れ
五
藏
の
君
子
な
り
、
茶
は
是
れ
苦
味
の
上

じ
よ
う

首し
ゆ

な
り
。
苦
味
は
是
れ

諸
味
の
上
味
な
り
。
兹こ

れ
に
因よ

り
て
心
藏
は
此こ

の
味
を
愛
す
。
心
藏
興さ

か

ん
な
れ
ば

則
ち
諸
藏
を
安
ず
る
な
り
。

　

若
し
人　

眼
に
病
い
有
ら
ば
、
肝
藏
の
損
す
る
を
知
る
べ
き
な
り
。
酸
性
の
藥

を
以
て
之
れ
を
治
す
べ
し
。

　

耳
に
病
い
有
ら
ば
、
腎
藏
の
損
す
る
を
知
る
可
き
な
り
。
鹹
性
の
藥
を
以
て
之

れ
を
治
す
べ
し
。

　

鼻
に
病
い
有
ら
ば
、
肺
藏
の
損
す
る
を
知
る
可
き
な
り
。
辛
性
の
藥
を
以
て
之

れ
を
治
す
べ
し
。

　

舌
に
病
い
有
ら
ば
、
心
藏
の
損
す
る
を
知
る
可
き
な
り
。
苦
性
の
藥
を
以
て
之

れ
を
治
す
べ
し
。

　

口
に
病
い
有
ら
ば
、
脾
藏
の
損
す
る
を
知
る
可
き
な
り
。
甘
性
の
藥
を
以
て
之

れ
を
治
す
可
し
。

　

若
し
身
の
弱
く
意
の
消
ゆ
れ
ば
、
又ま

た
心
藏
の
損
す
る
を
知
る
可
き
な
り
。
頻し

き

り
に
茶
を
喫
す
れ
ば
、
則
ち
氣
力
は
強ご

う

盛せ
い

な
り
。

　

其そ

の
茶
の
功
能
、
并な

ら

び
に
採
り
て
調と

と
の

う
時
節
は
左
に
載
す
。
六
箇
條
有
り
。

（
注
記
）（
一
）
柑
子
、
橘
、
柚
：
柑
子
は
カ
ン
シ
、
和
語
で
コ
ウ
ジ
と
も
い
う
。

ミ
カ
ン
科
の
常
緑
小
高
木
。
果
実
が
小
さ
く
、
酸
味
が
強
い
。
柚
は
ユ
ズ
、
ミ
カ

ン
科
の
常
緑
小
高
木
。
酸
味
が
強
い
。
橘
は
キ
ツ
、
タ
チ
バ
ナ
の
こ
と
。
ミ
カ
ン

科
の
常
緑
小
高
木
。
酸
味
が
非
常
に
強
い
。

（
二
）
薑
：
キ
ョ
ウ
。
シ
ョ
ウ
ガ
を
い
う
。
シ
ョ
ウ
ガ
科
の
多
年
草
。
根
茎
を
用 

い
る
。
乾
燥
さ
せ
た
も
の
を
乾
薑
（
カ
ン
キ
ョ
ウ
）、
生
の
も
の
を
生
薑
（
シ
ョ

ウ
キ
ョ
ウ
）
と
い
う
。
乾
薑
は
、
温
性
、
辛
味
。
発
汗
解
表
、
温
肺
止
咳
、
温
中

止
嘔
な
ど
の
作
用
が
あ
る
。『
本
草
綱
目
』
生
薑
に
は
「
生
用
発
散
、
熟
用
和
中
」

と
あ
る
。

（
三
）
高
良
薑
：
コ
ウ
リ
ョ
ウ
キ
ョ
ウ
。
シ
ョ
ウ
ガ
科
の
多
年
草
。
根
茎
を
乾
燥

さ
せ
て
用
い
る
。
熱
性
、
辛
味
。
帰
経
は
脾
、
胃
経
。
散
寒
止
痛
、
温
中
止
嘔
な

ど
の
作
用
が
あ
る
。

（
四
）
青
木
香
：
セ
イ
モ
ッ
コ
ウ
。
ウ
マ
ノ
ス
ズ
ク
サ
の
根
を
乾
燥
さ
せ
た
も 

の
を
い
う
。
解
毒
、
鎮
痛
、
鎮
静
、
消
炎
な
ど
の
効
果
が
あ
る
。
香
に
も
用
い
ら

れ
る
（「
五
香
煎
」
の
ひ
と
つ
と
し
て
後
述
）。
ウ
マ
ノ
ス
ズ
ク
サ
は
馬
の
顔
の
よ

う
に
も
み
え
る
葉
に
そ
の
特
徴
が
あ
る
。
五
性
は
寒
、
五
味
は
苦
、
辛
。

※
帰
経
と
は
、
ど
の
薬
物
が
ど
の
臓
腑
な
ど
に
効
果
を
持
つ
か
を
示
し
た
も
の
。



一
　
茶
名
字
（
茶
の
名
称
）

（
通
釈
）
檟か

。『
爾
雅
』
に
は
「
檟
は
苦
茶
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
の
名
に
茆ぼ
う

と
い 

う
。
冬
の
葉
を
い
う
。
早
く
摘
み
と
る
も
の
を
茶
と
い
い
、
お
そ
く
採
る
も
の
を

茗め
い

と
い
う
。
西
蜀
の
人
は
こ
れ
を
苦
茶
と
名
づ
け
る
。
西
蜀
は
国
の
名
」と
あ
る
。

ま
た
、「
成
都
府
は
唐
都
（
南
宋
の
首
都
で
あ
る
臨
安
）
の
西
、
五
千
里
の
郊
外

に
あ
る
。（
こ
の
地
の
）
も
ろ
も
ろ
の
物
産
は
美
味
で
あ
る
。
茶
も
ま
た
美
味
で

あ
る
」
と
あ
る
。

　

『
広
洲
記
』
に
は
、「
臯こ

う

盧ろ

は
茶
で
あ
る
。
一
名
は
茗め

い

」
と
あ
る
。

　

広
州
は
宋
朝
の
南
、
五
千
里
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
（
南
方
の
）
崑こ

ん

崙ろ
ん

国こ
く

と
も
近

い
。
崑
崙
国
は
ま
た
天て

ん

竺じ
く

（
イ
ン
ド
）
と
も
隣
接
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
天
竺
の

貴
重
な
文
物
は
広
州
に
も
伝
わ
っ
た
。（
こ
の
地
は
）
土
壌
が
う
る
わ
し
い
の
で
、

（
そ
こ
で
採
れ
る
）
茶
も
ま
た
美
味
で
あ
る
。

　

こ
の
州
は　

雪
も
降
ら
ず
霜
も
降
り
ず
、
温
暖
で
あ
る
。
冬
も
（
厚
い
）
綿

衣
を
着
る
こ
と
は
な
い
。
こ
れ
に
よ
り
、
茶
の
味
も
美
味
で
あ
る
。
茶
の
美
味

な
る
を
名
づ
け
て
臯
盧
（
茶
）
と
い
う
。
こ
の
州
は
高
熱
の
出
る
感
染
症
が
多

い
土
地
で
あ
る
。
北
方
の
人
が
こ
の
地
に
来
た
な
ら
ば
、
十
人
に
八
、
九
人
は 

（
命
に
）
危
険
が
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
食
べ
物
が
美
味
な
の
で
、
多
く
の
人
は
食
べ

過
ぎ
て
身
体
を
こ
わ
す
。
だ
か
ら
食
前
に
は
ビ
ン
ロ
ウ
シ
（
檳
榔
子
、
ビ
ン
ロ
ウ

の
種
子
）
を
多
く
食
べ
、食
後
に
は
茶
を
多
く
飲
む
の
で
あ
る
。
客
人
が
あ
れ
ば
、

無
理
強
い
し
て
も
（
こ
れ
ら
を
多
く
口
に
す
る
こ
と
を
）
勧
め
る
。（
過
食
で
）

身
や
心
を
そ
こ
な
わ
な
い
よ
う
に
さ
せ
る
た
め
で
あ
る
。
だ
か
ら
ビ
ン
ロ
ウ
シ
と

茶
と
は
極
め
て
貴
重
な
の
で
あ
る
。

　

南
越
志
に
は
、「
過か

羅ら

は
茶
で
あ
る
。
茗
の
苦
く
渋
い
も
の
で
、
こ
れ
を
過
羅

と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
の
名
を
茗
と
い
う
」
と
あ
る
。

　

陸
羽
の
『
茶
経
』（
一
之
源
）
に
は
、「
茶
に
五
種
の
名
が
あ
る
。
一
つ
に
は
茶

と
名
づ
け
る
。
早
く
摘
み
取
っ
た
も
の
を
い
う
。
二
つ
に
は
檟か

と
名
づ
け
る
。
周

公
は
そ
う
い
っ
て
い
る
。
三
つ
に
は
蔎せ

つ

と
名
づ
け
る
。
南
方
の
人
は
そ
う
い
っ
て

い
る
。
四
つ
に
は
茗め

い

と
名
づ
け
る
。
お
そ
く
摘
み
取
っ
た
も
の
を
い
う
。
五
つ
に

は
荈せ

ん

と
名
づ
け
る
」
と
あ
る
。
茆ぼ

う

を
加
え
る
と
六
つ
に
な
る
。

　

魏ぎ

王お
う

花か

木ぼ
く

志し

に
は
、「
茗
は
（
茶
の
）
葉
で
あ
る
。
云
々
」
と
あ
る
。

（
原
文
）
檟
。
爾
雅
曰
、
檟
苦
茶
。
一
名
茆
。
冬
葉
。
一
名
茗
。
早
採
者
云
茶
。

晩
採
者
云
茗
也
。
西
蜀
人
名
曰
苦
茶
。
西
蜀
國
之
名
也
。
又
云
、成
都
府
唐
都
西
、

五
千
里
外
、
諸
物
美
也
。
茶
又
美
也
。

　

廣
州
記
曰
、
臯
盧
。
茶
也
。
一
名
茗
。

　

廣
州
、
宋
朝
南
、
在
五
千
里
外
。
卽
與
崑
崙
國
相
近
。
崑
崙
國
又
與
天
竺
相 

隣
。
卽
天
竺
貴
物
傳
於
廣
州
。
依
土
宜
美
、
茶
又
美
也
。

　

此
州
、
無
雪
霜
、
溫
煖
。
冬
不
着
綿
衣
。
是
故
茶
味
美
也
。
茶
美
名
云
臯
盧
。

此
州
瘴
熱
之
地
也
。
北
方
人
到
十
之
九
危
。
萬
物
味
美
故
人
多
侵
。
然
者
食
前
多

喫
檳
榔
子
、
食
後
多
喫
茶
。
客
人
强
多
令
喫
、
爲
不
令
身
心
損
壞
也
。
仍
檳
榔
子

33 栄西『喫茶養生記』全訳注
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與
茶
極
貴
重
矣
。

　

南
越
志
曰
、
過
羅
茶
。
茗
苦
澀
、
謂
之
過
羅
。
一
名
茗
。

　

陸
羽
茶
經
曰
、
茶
有
五
種
名
。
一
名
茶
。
早
取
、
謂
之
。
二
名
檟
。
周
公
謂
之
。

三
名
蔎
。
南
人
謂
之
。
四
名
茗
。
晩
取
、
謂
之
。
五
名
荈
。
加
茆
爲
六
。

　

魏
王
花
木
志
曰
、
茗
葉
也
。
云
々
。

（
訓
読
）
檟か

。
爾じ

雅が

に
曰い

わ

く
、
檟
は
苦く

茶ち
や

な
り
。
一い

つ

に
茆ぼ

う

と
名
づ
く
。
冬
の
葉
な

り
。
一
に
茗め

い

と
名
づ
く
。
早
く
採
る
者
を
茶
と
曰い

い
、
晩お
そ

く
採
る
者
を
茗
と
云
う

な
り
。
西せ

い

蜀し
よ
く

の
人　

名
づ
け
て
苦
茶
と
曰
う
、
と
。
西
蜀
は
國
の
名
な
り
。
又ま

た

云
わ
く
、
成
都
府
は
唐
都
の
西
、
五
千
里
の
外
に
あ
り
、
諸
物
は
美
な
り
。
茶
も

又
た
美
な
り
。

　

廣こ
う

州し
ゆ
う

記き

に
曰
く
、
臯こ

う

盧ろ

。
茶
な
り
。
一
に
茗め

い

と
名
づ
く
、
と
。

　

廣
州
は
宋
朝
の
南
、
五
千
里
の
外
に
あ
り
。
卽す

な
わ

ち
崑こ

ん

崙ろ
ん

国こ
く

と
相あ

い
近
し
。
崑
崙

國
は
又
た
天て

ん

竺じ
く

と
相
い
隣と

な
り

す
。
卽
ち
天
竺
の
貴
物
は
廣
州
に
傳つ

た

わ
る
。
土ど

宜ぎ

美
な

る
に
依よ

り
て
、
茶
も
又
た
美
な
り
。

　

此こ

の
州
は
雪せ

つ

霜そ
う

無
く
、
溫お

ん

煖だ
ん

な
り
。
冬
も
綿め

ん

衣い

を
着
ず
。
是こ

の
故
に
茶
味
は
美

な
り
。
茶
の
美
な
る
を
名
づ
け
て
臯
盧
と
云
う
な
り
。
此
の
州
は
瘴し

よ
う

熱ね
つ

の
地
な
り
。

北
方
の
人
到
ら
ば
十
に
九
は
危あ

や
う

し
。
萬ば
ん

物ぶ
つ

の
味　

美
な
る
が
故
に
人　

多
く
侵お
か

さ

る
。
然
れ
ば
食
前
に
は
多
く
檳び

ん

榔ろ
う

子じ

を
喫
し
、
食
後
に
は
多
く
茶
を
喫
す
。
客き

や
く

人じ
ん

あ
ら
ば
强し

い
て
多
く
喫
せ
し
む
、
身
心
を
し
て
損そ

ん

壞か
い

せ
ざ
ら
し
め
ん
が
為た

め

な
り
。

仍よ

り
て
檳
榔
子
と
茶
と
は
極
め
て
貴
重
な
り
。

　

南
越
志
に
曰
く
、
過か

羅ら

は
茶
な
り
。
茗め

い

の
苦く

澀じ
ゆ
う

な
る
、
之
れ
を
過
羅
と
謂
う
。

一
に
茗
と
名
づ
く
、
と
。

　

陸
羽
の
茶
經
に
曰
く
、茶
に
五
種
の
名
有
り
。
一
に
茶
と
名
づ
く
。
早
く
取
る
、

之
れ
を
謂
う
。
二
に
檟か

と
名
づ
く
。
周
公
之
れ
を
謂
う
。
三
に
蔎せ

つ

と
名
づ
く
。
南

人
之
れ
を
謂
う
。
四
に
茗め

い

と
名
づ
く
。
晩
く
取
る
、
之
れ
を
謂
う
。
五
に
荈せ

ん

と
名

づ
く
、
と
。
茆ぼ

う

を
加
え
て
六
と
爲
す
。

　

魏ぎ

王お
う

花か

木ぼ
く

志し

に
曰
く
、
茗
は
葉
な
り
。
云
々
、
と
。

（
注
）（
一
）
爾
雅
曰
、
～
：『
爾
雅
』
釋
木
に
「
檟
、
苦
荼
」
と
あ
り
、「
茶
」 

が
「
荼
」
の
古
称
で
記
さ
れ
る
。
一
方
、『
太
平
御
覧
』
飲
食
部
二
十
五
、
茗
の

項
に
は
「
爾
雅
曰
、
檟
、
苦
茶
。
矮
小
者
似
梔
子
、
冬
至
生
葉
、
可
煮
作
羹
飯
。

今
早
采
者
爲
茶
、
晚
采
者
為
茗
。
一
名
茆
、
蜀
人
名
為
苦
茶
」
と
あ
り
、「
茶
」

に
な
っ
て
い
る
。

　

栄
西
が
『
太
平
御
覧
』
の
記
載
（
本
文
、
解
説
と
も
）
を
参
照
し
て
茶
の
説
明

を
し
て
い
る
こ
と
は
、『
茶
道
古
典
全
集
』
所
収
の
『
喫
茶
養
生
記
』
で
森
鹿
三

氏
が
指
摘
す
る
。『
太
平
御
覧
』
の
引
用
に
つ
い
て
は
、
比
較
検
討
の
た
め
に
以

下
の
文
に
お
い
て
も
記
載
す
る
。
底
本
は
宋
の
李
昉
他
撰
『
太
平
御
覧
』、
中
華

書
局
、
一
九
六
〇
年
を
用
い
た
。

（
二
）
成
都
府
：
成
都
は
三
国
時
代
、
蜀
漢
の
都
。
四
川
盆
地
に
あ
っ
て
現
在
の

四
川
省
に
属
す
。
古
来
よ
り
交
通
や
経
済
の
要
衝
と
さ
れ
た
。

（
三
）
廣
州
記
曰
、
～
：『
廣
州
記
』
は
晉
の
顧
微
撰
。『
太
平
御
覧
』
茗
に
は 



「
廣
州
記
曰
、
酉
平
縣
出
皋
盧
。
茗
之
利
茗
葉
大
而
澀
、
南
人
以
爲
飲
」
と
あ
る
。

（
四
）
臯
盧
：
コ
ウ
ロ
、
茶
の
別
称
。

（
五
）
崑
崙
國
：『
唐
会
要
』
巻
七
の
麒
徳
二
年
の
記
事
に
は
、
天
竺
国
、
倭
国
、

新
羅
、
百
済
と
な
ら
び
、
崑
崙
の
名
が
記
さ
れ
る
。
越
南
あ
た
り
に
あ
っ
た
国
。

（
六
）
瘴
：
瘴
は
マ
ラ
リ
ア
な
ど
の
温
熱
の
気
候
に
よ
っ
て
発
生
す
る
熱
病
。

（
七
）
檳
榔
子
：
ヤ
シ
科
の
ビ
ン
ロ
ウ
、
こ
の
種
子
を
ビ
ン
ロ
ウ
シ
と
い
う
。
五

味
は
辛
、
苦
味
、
帰
経
は
胃
経
。
消
化
、
健
胃
、
利
水
、
駆
虫
な
ど
の
作
用
の
他
、

ウ
ィ
ル
ス
や
菌
に
対
し
て
も
作
用
す
る
。
食
べ
過
ぎ
な
ど
に
効
果
が
あ
る
。

（
八
）南
越
志
曰
～
：『
太
平
御
覧
』茗
に
は「
南
越
志
曰
、茗
苦
澀
。
亦
謂
之
過
羅
」

と
あ
る
。

（
九
）
陸
羽
茶
經
曰
、～
：
陸
羽
『
茶
經
』
一
之
源
、原
文
で
は
「
茶
者
南
方
嘉
木
也
。

…
…
其
名
一
曰
茶
、二
曰
檟
、三
曰
蔎
、四
曰
茗
、五
曰
荈
」
と
あ
る
。『
太
平
御
覧
』

も
同
様
に
「
茶
者
南
方
嘉
木
。
…
…
其
名
一
曰
茶
、
二
曰
槚
、
三
曰
蔎
、
四
曰
茗
、

五
曰
荈
。
周
公
云
、
槚
、
苦
茶
。
楊
執
戟
云
、
蜀
西
南
人
謂
茶
曰
蔎
。
郭
弘
農
云
、

早
取
爲
茶
、
晚
取
爲
茗
、
一
曰
荈
。
蔎
音
設
。
荈
音
昌
兗
切
」
と
あ
る
。

（
十
）
魏
王
花
木
志
曰
、
～
：『
太
平
御
覧
』
茗
で
は
「
魏
王
花
木
志
曰
、
茶
葉

似
梔
子
、可
煮
為
飲
。
其
老
葉
謂
之
茆
、細
葉
謂
之
茗
」
と
あ
る
。『
魏
王
花
木
志
』

の
著
者
は
北
魏
の
広
陵
王
元
羽
の
子
、
元
欣
と
い
わ
れ
る
。
こ
れ
は
そ
の
佚
文
。

二
　
茶
樹
形
、
華
葉
形
（
茶
樹
の
形
、
華
葉
の
形
）

（
通
釈
）『
爾
雅
』（
の
郭
璞
注
）
に
は
、「（
茶
の
）
樹
は
小
さ
く
、ク
チ
ナ
シ
（
梔

子
）
の
木
の
葉
に
似
て
い
る
。
そ
の
（
花
の
）
色
は
白
い
。
云
々
」
と
あ
る
。

　

『
桐
君
録
』
に
は
、「
茶
葉
の
形
状
は
ク
チ
ナ
シ
の
葉
に
似
て
い
る
」
と
あ
る
。

　

『
茶
経
』
に
は
、「
葉
（
の
形
）
は
ク
チ
ナ
シ
の
葉
に
似
て
い
る
。
花
は
白
バ

ラ
の
よ
う
で
あ
る
。
云
々
」
と
あ
る
。
実
は
シ
ュ
ロ
の
実
の
よ
う
で
あ
り
、
ヘ
タ

は
チ
ョ
ウ
コ
ウ
（
丁
香
）
の
よ
う
で
あ
り
、
根
は
ク
ル
ミ
の
よ
う
で
あ
る
。

（
原
文
）
爾
雅
註
曰
、
樹
小
、
似
梔
子
木
葉
。
其
色
白
。
云
々
。

　

桐
君
錄
曰
、
茶
葉
狀
如
梔
子
。

　

茶
經
曰
、葉
似
梔
子
葉
。
華
白
如
薔
薇
也
。
云
々
。
實
如
栟
櫚
、蔕
如
丁
香
、（
根
）

※
如
胡
桃
。

（
注
）
※
「
如
胡
桃
」：『
茶
經
』
一
之
源
の
記
載
に
も
と
づ
き
、「（
根
）
如
胡 

桃
」
と
脱
字
の
根
を
補
っ
た
。

（
訓
読
）
爾じ

雅が

の
註
に
曰
く
、
樹
は
小
さ
く
梔し

子し

の
木
の
葉
に
似
た
り
。
其
の
色

は
白
な
り
。
云
々
、
と
。

　

桐
君
錄
に
曰
く
、
茶
葉
の
狀か

た
ち

は
梔し

子し

の
如ご

と

し
、
と
。

　

茶
經
に
曰
く
、
梔
子
の
葉
に
似
た
り
。
華
の
白
き
こ
と
薔
薇
の
如
し
。
云
々
、 

と
。
實み

は
栟へ
い

櫚ろ

の
如
く
、
蔕へ
た

は
丁ち
よ
う

香こ
う

の
如
く
、
根
は
胡こ

桃と
う

の
如
し
、
と
。

（
注
記
）（
一
）
爾
雅
註
曰
、
～
：『
太
平
御
覧
』
茗
に
は
「
爾
雅
曰
、
槚
、
苦 
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茶
。
矮
小
者
似
梔
子
」
と
あ
る
。

（
二
）
桐
君
錄
曰
、
～
：『
太
平
御
覧
』
茗
に
は
、「
桐
君
錄
曰
、
…
…
又
曰
、
茶

花
狀
如
梔
子
、
其
色
稍
白
」
と
あ
る
。
類
似
書
と
し
て
、『
旧
唐
書
』
巻
五
十
一
、

經
籍
志
に
『
桐
君
藥
録
』
の
名
が
あ
る
。
南
北
朝
の
陶
弘
景
『
本
草
經
集
注
』
や

宋
の
唐
慎
微
の
『
証
類
本
草
』
な
ど
に
そ
の
佚
文
が
散
見
す
る
。

（
三
）
茶
經
曰
、
～
：
陸
羽
の
『
茶
經
』
一
之
源
に
は
、「
葉
如
梔
子
、
花
如
白
薔 

薇
、
實
如
栟
櫚
、
葉
如
丁
香
、
根
如
胡
桃
」
と
あ
り
、『
太
平
御
覧
』
茗
に
は
、「
陸

羽
茶
經
曰
、
…
…（

マ
マ
）
葉
如
梔
子
、
花
如
白
薔
薇
、
實
如
栟
櫚
、
蒂
如
丁
香
、
根
如
胡

桃
」
と
あ
り
、
本
文
「
蔕
如
丁
香
」
は
『
太
平
御
覧
』
の
記
載
に
も
と
づ
い
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。

（
四
）
梔
子
：
シ
シ
。
ク
チ
ナ
シ
を
い
う
。
ア
カ
ネ
科
の
常
緑
低
木
。
果
実
は
生

薬
に
用
い
ら
れ
る
。

（
五
）
栟
櫚
：
ヘ
イ
ロ
。
シ
ュ
ロ
の
類
を
い
う
。
ヤ
シ
科
の
常
緑
高
木
。

（
六
）
丁
香
：
チ
ョ
ウ
コ
ウ
。
フ
ト
モ
モ
科
の
チ
ョ
ウ
ジ
ノ
キ
の
花
の
つ
ぼ
み
を

乾
燥
さ
せ
た
も
の
。
熱
帯
原
産
の
常
緑
の
高
木
。
花
の
つ
ぼ
み
が
釘
に
似
て
い
る

こ
と
か
ら
「
丁
」
の
名
が
つ
い
た
。
生
薬
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
英
名
は
ク
ロ
ー

ブ
。
香
辛
料
と
し
て
も
使
わ
れ
る
。
五
味
は
辛
、五
性
は
温
。
帰
経
は
脾
、胃
、肺
、

腎
。
食
欲
増
進
、
芳
香
健
胃
、
殺
菌
鎮
静
な
ど
の
効
果
が
あ
る
。

（
七
）
胡
桃
：
コ
ト
ウ
。
ク
ル
ミ
の
類
を
い
う
。
ク
ル
ミ
科
の
落
葉
高
木
。

三
　
茶
功
能
（
茶
の
功
能
）

（
通
釈
）（
南
北
朝
の
山
謙
之
の
）『
呉ご

興こ
う

記き

』
に
は
、「
烏
程
県
（
現
在
の
浙
江

省
の
湖
洲
）
の
西
に
温
山
が
あ
る
。（
天
子
の
た
め
の
）
御き

よ

茆ぼ
う

（
御
茶
）
を
産
出

す
る
。
云
々
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
供く

御ぎ
ょ

（
天
子
の
召
し
あ
が
る
も
の
）
で
あ
る
。

　

『
宋
録
』
に
は
、「（
喫
し
た
茶
が
甘
か
っ
た
の
で
）
こ
れ
は
甘
露
で
あ
る
。 

（
こ
れ
が
）
ど
う
し
て
茶ち

や

茗め
い

だ
と
言
う
の
か
。
云
々
」
と
あ
る
。

　

（
魏
の
張
揖
撰
の
）『
広
雅
』
に
は
、「
茶
を
飲
め
ば
酒
の
酔
い
を
さ
ま
し
、
眠

気
を
さ
ま
す
。
云
々
」
と
あ
る
。

　

（
西
晋
の
張
華
撰
の
）『
博
物
志
』
に
は
、「
本
物
の
茶
を
飲
む
と
眠
気
を
少
な

く
さ
せ
る
。
云
々
」
と
あ
る
。
眠
気
は
人
を
愚
鈍
に
さ
せ
る
。
ま
た
眠
気
（
が
多

い
の
）
は
病
い
で
あ
る
。

　

『
神
農
食
経
』
に
は
、「
茶
は
長
い
間
服
用
す
る
の
が
よ
ろ
し
い
。
人
に
気
力

を
も
た
ら
し
、
心
持
ち
を
く
つ
ろ
が
せ
る
」
と
あ
る
。

　

『
本
草
』
に
は
、「
茶
の
（
五
）
味
は
甘
味
と
苦
味
が
あ
り
、（
五
気
は
）
微
寒

で
、
無
毒
で
あ
る
。（
茶
を
）
服
用
す
れ
ば
、
は
れ
も
の
や
か
さ
は
で
き
な
い
。

小
便
の
出
を
よ
く
し
、
眠
気
を
少
な
く
し
、（
口
や
の
ど
が
渇
く
）
病
い
を
去
り
、

消
化
不
良
で
（
体
内
に
残
っ
た
）
宿
便
を
排
出
す
る
。
一
切
の
病
い
は
宿
便
に
よ

る
の
で
あ
る
。
云
々
」
と
あ
る
。（
病
い
を
も
た
ら
す
も
と
を
）
消
し
去
る
か
ら
、

病
い
に
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。



　

華か

陀だ

の
『
食
論
』
に
は
、「
茶
は
長
く
飲
み
続
け
て
い
る
と
、（
強
い
）
意
力
を

益
す
。
云
々
」
と
あ
る
。
身
や
心
に
病
い
が
な
い
の
で
、意
力
を
益
す
の
で
あ
る
。

　

壺こ

居こ

士じ

の
『
食し

よ
く

忌き

』
に
は
、「
茶
は
長
い
間
服
用
す
る
と
、羽
化
（
登
仙
）
す
る
。

ニ
ラ
と
一
緒
に
食
べ
る
と
、
身
を
重
く
す
る
」
と
あ
る
。

　

陶
弘
景
の
『
新
録
』
に
は
、「
茶
を
喫
す
れ
ば
、身
を
軽
く
し
、骨
を
強
く
す
る
。

脚
気
に
苦
し
む
の
は
、
骨
の
痛
み
か
ら
く
る
の
で
あ
る
」
と
あ
る
。

　

『
桐と

う

君く
ん

録ろ
く

』
に
は
、「
茶
を
煎
じ
て
飲
め
ば
、
人
の
眠
気
を
さ
ま
す
。
云
々
」

と
あ
る
。（
過
度
に
）
眠
ら
な
け
れ
ば
、
す
な
わ
ち
病
い
は
生
じ
な
い
。

　

（
西
晋
の
）
杜と

育い
く

の
「
荈せ
ん

（
茶
）
賦ふ

」
の
詩
に
は
、「
茶
は
精
神
を
調
え
、
体

調
を
調
え
る
。
倦
怠
感
は
お
さ
ま
り
除
か
れ
る
」
と
あ
る
。

　

内
と
は
、
身
体
の
五
つ
の
内
（
肝
、
心
、
脾
、
肺
、
腎
）
で
あ
る
。
五
臓
の
異

名
で
あ
る
。

（
原
文
）
吳
興
記
曰
、
烏
程
縣
西
有
溫
山
。
出
御
茆
。
云
々
。
是
云
供
御
也
。

　

宋
錄
曰
、
此
甘
露
也
。
何
言
茶
茗
。
云
々
。

　

廣
雅
曰
、
其
飮
茶
、
醒
酒
、
令
人
不
眠
。
云
々
。

　

博
物
志
曰
、
飮
眞
茶
、
令
人
少
眠
睡
。
云
々
。
眠
令
人
昧
劣
也
。
又
眠
病
也
。

　

神
農
食
經
曰
、
茶
茗
宜
久
服
。
令
人
有
力
悅
志
。
云
々
。

　

本
艸
曰
、
茶
味
甘
、
苦
、
微
寒
無
毒
。
服
卽
無
瘻
瘡
也
。
小
便
利
、
睡
少
。
去

疾
渇
、
消
宿
食
。
一
切
病
發
於
宿
食
。
云
々
。
消
故
無
病
也
。

　

華
陀
食
論
曰
、
茶
久
食
則
益
意
思
。
云
々
。
身
心
無
病
。
故
益
意
思
。

　

壺
居
士
食
忌
曰
、
茶
久
服
羽
化
。
與
韮
同
食
、
令
人
身
重
。
云
々
。

　

陶
弘
景
新
錄
曰
、
喫
茶
輕
身
、
換
骨
。
苦
脚
氣
卽
骨
苦
也
。

　

桐
君
錄
曰
、
茶
煎
飮
、
令
人
不
眠
。
云
々
。
不
眠
則
無
病
也
。

　

杜
育
荈
賦
曰
、
茶
調
神
和
内
。
倦
懈
康
除
。

　

内
者
五
内
也
。
五
藏
異
名
也
。

（
訓
読
）
呉ご

興こ
う

記き

に
曰い

わ

く
、烏う

程て
い

縣け
ん

の
西
に
溫お

ん

山さ
ん

有
り
。
御ぎ

よ

茆ぼ
う

を
出
だ
す
。
云
々
、

と
。
是こ

れ
供く

御ぎ
よ

と
云い

う
な
り
。

　

宋そ
う

錄ろ
く

に
曰
く
、
此こ

れ
甘
露
な
り
。
何
ぞ
茶ち
ゃ

茗め
い

と
言
わ
ん
。
云
々
、
と
。

　

廣こ
う

雅が

に
曰
く
、
其そ

れ
茶
を
飮
め
ば
、
酒
を
醒
ま
し
、
人
を
し
て
眠
ら
ざ
ら
し
む
。

云
々
、
と
。

　

博
物
志
に
曰
く
、
眞
の
茶
を
飮
め
ば
、
人
を
し
て
眠み

ん

睡す
い

を
少
な
か
ら
し
む
。 

云
々
、
と
。
眠
り
は
人
を
し
て
昧ま

い

劣れ
つ

な
ら
し
む
。
又ま

た
眠
り
は
病
い
な
り
。

　

神し
ん

農の
う

食し
よ
く

經け
い

に
曰
く
、
茶ち

や

茗め
い

は
宜よ

ろ

し
く
久
し
く
服
す
べ
し
。
人
を
し
て
力
有
り

て
志

こ
こ
ろ
ざ

し
を
悅よ

ろ
こ

ば
し
む
。
云
々
、
と
。

　

本ほ
ん

艸ぞ
う

に
曰
く
、
茶
の
味
は
甘
く
、
苦
く
、
微
寒
に
し
て
毒
な
し
。
服
さ
ば
卽す

な
わ

ち

瘻ろ
う

瘡そ
う

無
し
。
小
便
を
利
し
、
睡ね
む

る
こ
と
少
な
し
。
疾し
つ

渇か
つ

を
去
り
、
宿
食
を
消
す
。

一
切
の
病
は
宿
食
に
發は

つ

す
。
云
々
、
と
。
消
す
る
が
故
に
病
い
無
し
。

　

華か

陀だ

の
食
論
に
曰
く
、
茶
は
久
し
く
食
さ
ば
則
ち
意
思
を
益
す
。
云
々
、
と
。

身
心
に
病
い
無
し
。
故
に
意
思
を
益
す
。

　

壺こ

居こ

士じ

の
食し

よ
く

忌き

に
曰
く
、
茶
は
久
し
く
服
さ
ば
羽う

化か

す
。
韮に

ら

と
同
食
せ
ば
、
人

37 栄西『喫茶養生記』全訳注



38

の
身
を
し
て
重
か
ら
し
む
。
云
々
、
と
。

　

陶と
う

弘こ
う

景け
い

の
新し
ん

錄ろ
く

に
曰
く
、
茶
を
喫
す
れ
ば
身
を
輕
く
し
、
骨
を
換か

う
。
脚か
つ

氣け

に

苦
し
む
は
卽
ち
骨
の
苦
し
む
な
り
、
と
。

　

桐と
う

君く
ん

錄ろ
く

に
曰
く
、茶
を
煎
じ
て
飮
め
ば
、人
を
し
て
眠
ら
ざ
ら
し
む
。
云
々
、と
。

眠
ら
ざ
れ
ば
則
ち
病
い
無
し
、
と
。

　

杜と

育い
く

の
荈せ

ん

賦ふ

に
曰
く
、
茶
は
神し

ん

を
調
え
て
内
を
和
す
。
倦け

ん

懈か
い

は
康や

す

ら
か
に
除の

ぞ

か

る
、
と
。
内
と
は
五ご

内な
い

な
り
。
五
藏
の
異
名
な
り
。

（
注
記
）（
一
）
吳
興
記
曰
～
：『
太
平
御
覧
』
茗
に
は
、「
吳
興
記
曰
、
烏
程
縣

西
有
溫
山
、
出
御
茆
」
と
あ
る
。
呉
興
は
太
湖
を
の
ぞ
む
地
で
、
呉
興
郡
は
三
国

時
代
か
ら
唐
代
ま
で
臨
安
な
ど
の
諸
県
を
管
轄
し
た
。『
隋
書
』
巻
三
十
三
、
經

籍
志
に
は
、『
呉
興
記
』
三
巻
、
山
謙
之
撰
と
あ
る
。
山
謙
之
は
南
朝
宋
の
人
。

名
臣
と
し
て
知
ら
れ
る
。

（
二
）
宋
錄
曰
～
：『
太
平
御
覧
』
茗
に
は
、「
宋
錄
曰
、
新
安
王
子
鸞
、
豫
章
王

子
尚
詣
曇
濟
道
人
於
八
公
山
。
道
人
設
茶
茗
、
尚
味
之
曰
、
此
甘
露
也
，
何
言
茶

茗
焉
」
と
あ
る
。

（
三
）
廣
雅
曰
～
：『
太
平
御
覧
』
茗
に
は
、「
廣
雅
曰
、
荊
、
巴
間
采
茶
作
餅 

成
、
以
米
膏
出
之
。
若
飲
先
炙
、
令
色
赤
、
擣
末
置
瓷
器
中
、
以
湯
澆
覆
之
、
用

蔥
、
薑
芼
之
。
其
飲
醒
酒
、
令
人
不
眠
」
と
あ
る
。『
廣
雅
』
は
三
国
時
代
の
魏

の
張

ち
よ
う

揖ゆ
う

撰
の
字
書
。

（
四
）
博
物
志
曰
～
：『
博
物
志
』
は
西
晋
の
政
治
家
、
張
華
の
著
。『
晉
書
』
列

傳
第
六
に
「（
張
）
華
著　

博
物
志
十
篇
」
と
あ
る
。
現
行
の
『
博
物
志
』
は
一

度
散
逸
し
た
も
の
を
後
世
に
編
纂
し
た
と
さ
れ
る
が
、
巻
四
に
は
「
飲
羹
茶
、
令

人
少
眠
」
と
あ
る
。
一
方
、『
太
平
御
覧
』
茗
に
は
「
博
物
志
曰
、
飲
真
茶
、
令

少
眠
睡
」
と
あ
り
、
本
文
は
後
者
の
文
に
近
い
。

（
五
）
昧
劣
：
お
ろ
か
、
道
理
に
く
ら
い
こ
と
。

（
六
）
神
農
食
經
曰
～
：
陸
羽
『
茶
經
』
七
之
事
に
は
、「
神
農
食
經
。
茶
茗
久 

服
、
令
人
有
力
悅
志
」
と
あ
り
、『
太
平
御
覧
』
茗
に
は
、「
神
農
食
經
曰
、
茶
茗

宜
久
服
、
令
人
有
力
悅
志
。
又
曰
、
茗
、
苦
茶
。
味
甘
苦
、
微
寒
、
無
毒
。
主
瘻

瘡
、
利
小
便
、
少
睡
、
去
痰
渴
、
消
宿
食
、
冬
生
益
州
川
谷
山
陵
道
傍
、
凌
冬
不

死
。
三
月
二
日
採
乾
」
と
あ
る
。

（
七
）
本
艸
曰
～
：『
太
平
御
覧
』
飲
食
部
二
十
五
、
茗
に
は
、「
神
農
食
經
曰
、

茶
茗
宜
久
服
，
令
人
有
力
悅
志
。
又
曰
、
茗
，
苦
茶
、
味
甘
、
苦
、
微
寒
、
無
毒
。

主
瘻
瘡
、
利
小
便
。
少
睡
、
去
痰
渴
、
消
宿
食
」
と
あ
る
。
森
鹿
三
氏
は
こ
れ
に

つ
い
て
、
四
部
叢
刊
本
で
は
「
神
農
食
經
」
と
な
っ
て
い
る
も
の
が
、
張
本
な
ど

い
く
つ
か
の
刊
本
で
は
「
本
草
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
栄
西
は
後
者
の
ほ

う
の
『
太
平
御
覧
』
を
み
て
、
こ
の
一
文
を
引
用
し
た
と
推
定
す
る
。（
森
鹿
三

校
註
並
び
に
解
題
「
喫
茶
養
生
記
」、
九
五
～
九
七
頁
）

（
八
）
瘻
瘡
：
瘻ろ

う

は
、
は
れ
も
の
、
瘡そ

う

は
、
か
さ
。

（
九
）
疾
渇
：
の
ど
や
口
の
渇
き
が
も
た
ら
す
疾
病
。

（
十
）
宿
食
：
食
べ
た
も
の
が
消
化
し
な
い
で
体
内
に
た
ま
る
こ
と
。



（
十
一
）
華
陀
食
論
曰
～
：『
茶
經
』
七
之
事
、『
太
平
御
覧
』
茗
に
は
と
も
に
、 

「
華
陀
食
論
曰
、
苦
茶
、
久
食
益
意
思
」
の
文
が
あ
る
。
華
陀
は
後
漢
末
の
名
医

と
し
て
知
ら
れ
る
。

（
十
二
）
壺
居
士
食
忌
～
：『
茶
經
』
七
之
事
、「
壺
居
士
食
忌
、
苦
茶
久
食
羽 

化
。
與
韭
同
食
。
令
人
體
重
」
と
あ
る
。『
太
平
御
覧
』
の
茗
に
は
「
壺
居
士
食
忌 

曰
、
苦
茶
、
久
食
羽
化
。
與
韭
冊
食
、
令
人
身
重
」
と
あ
る
。

（
十
三
）
與
韮
同
食
、
令
人
身
重
。：
初
治
本
（
寿
本
）
は
「
令
人
身
重
。
云
々
」

の
あ
と
に
「
韮
草
此
方
無
之
。
韮
之
類
也
」
の
文
が
続
く
。
韮
（
韭
）
は
ニ
ラ
の

こ
と
。
ユ
リ
科
の
多
年
生
草
本
。
五
味
は
辛
、
性
は
温
。
帰
経
は
腎
、
肝
。
温
腎
、

益
脾
健
胃
な
ど
の
効
能
が
あ
る
。
中
国
は
、
民
間
に
お
い
て
食
べ
合
わ
せ
の
禁
忌

に
留
意
す
る
が
、
ニ
ラ
と
、（
緑
）茶
を
同
時
に
食
べ
る
こ
と
も
挙
げ
ら
れ
て
い 

る
。
ニ
ラ
は
温
性
で
五
味
は
辛
（
金
）、（
緑
）
茶
は
冷
性
で
五
味
は
苦
（
火
）。

陰
陽
五
行
で
は
相
反
の
性
を
持
つ
。
ニ
ラ
（
韭
）
は
「
胃
氣
虛
而
有
熱
者
勿
服
」 

（『
本
草
経
疏
』）
と
あ
る
。
そ
う
し
た
こ
と
で
忌
ま
れ
た
も
の
と
推
定
。

（
十
四
）
陶
弘
景
新
錄
曰
、
～
：『
太
平
御
覧
』
茗
に
は
、「
陶
弘
景
新
錄
曰
、
茗

茶
輕
身
、
換
骨
。
丹
丘
子
、
黃
山
君
服
之
」
と
あ
る
。
陶
弘
景
は
南
北
朝
、
斉
、

梁
の
時
代
の
人
。『
本
草
經
集
注
』
を
編
纂
。
茅
山
派
道
教
の
大
成
者
で
も
あ
る
。

（
十
五
）
換
骨
：
脚
気
に
な
っ
た
骨
の
状
態
を
改
善
す
る
こ
と
。

（
十
六
）
桐
君
錄
曰
、
～
：『
太
平
御
覧
』
茗
、『
茶
經
』
七
之
事
に
は
、
と
も
に

「
桐
君
錄
曰
、
…
…
煎
飲
令
人
不
眠
」
と
あ
る
。

（
十
七
）
杜
育
荈
賦
曰
、～
：『
太
平
御
覧
』
茗
に
は
、「
杜
育
荈
賦
曰
、調
神
和
內
。

倦
懈
康
除
」
と
あ
る
。
ち
な
み
に
『
藝
文
類
聚
』
巻
八
十
二
、
草
部
下
、
茗
、
賦

に
は
「
晉
杜
育
荈
賦
曰
、
靈
山
惟
嶽
、
奇
產
所
鍾
。
厥
生
荈
草
、
彌
谷
被
崗
。
承

豐
壤
之
滋
潤
、
受
甘
霖
之
霄
降
。
月
惟
初
秋
、
農
功
少
休
。
結
偶
同
旅
、
是
采
是

求
。
水
則
岷
方
之
注
、
挹
彼
清
流
。
器
澤
陶
簡
、
出
自
東
隅
。
酌
之
以
匏
、
取
式

公
劉
。
惟
茲
初
成
、
沬
沉
華
浮
。
煥
如
積
雪
、
曄
若
春
敷
」
と
あ
る
。
杜
育
は
西

晋
の
人
。
こ
の
「
荈
賦
」
は
茶
の
栽
培
か
ら
茶
の
楽
し
み
方
に
至
る
ま
で
を
詠
っ

た
詩
で
あ
る
。
陸
羽
か
ら
二
百
年
前
に
さ
か
の
ぼ
る
古
い
記
載
で
あ
り
、
中
国
の

茶
の
伝
統
文
化
を
知
る
貴
重
な
文
献
資
料
と
さ
れ
て
い
る
。

（
通
釈
）
張ち

よ
う

盂も
う

陽よ
う

の
「
成
都
の
楼
に
登
る
詩
」
に
は
、「
か
ん
ば
し
い
茶
は
六
清 

（
水
、
漿
、
醴
、
涼
、
醤
、
酏
））
の
上
を
ゆ
く
。
そ
の
あ
ふ
れ
る
滋
味
は
九
州
全

土
に
広
が
っ
て
い
る
。
人
生
が
も
し
安
楽
で
あ
れ
ば
、
こ
の
地
は
い
さ
さ
か
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
。
云
々
」
と
あ
る
。

　

六
清
と
は
六
根
（
眼
、
耳
、
鼻
、
舌
、
身
、
意
）
で
あ
る
。
九
区
と
は
漢
地
で

あ
り
、
九
州
（
全
土
）
の
こ
と
を
い
う
。
区
と
は
域
で
あ
る
。

　

（
唐
の
陳
蔵
器
の
）『
本
草
拾
遺
』
に
は
、「
臯こ

う

盧ろ

（
茶
）
は
（
五
味
の
火
の
）

苦
味
、（
五
性
の
）
平
性
（
温
熱
で
も
な
く
冷
寒
で
も
な
い
性
）
を
そ
な
え
て
い
る
。

飲
め
ば
（
の
ど
の
）
渇
き
を
と
め
、
疫
病
を
と
り
除
く
。
眠
気
を
と
り
、
利
尿
を

う
な
が
し
、
目
を
覚
ま
さ
せ
る
。
南
海
の
も
ろ
も
ろ
の
山
中
に
生
ず
る
が
、
南
方
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の
人
は
極
め
て
こ
れ
を
重
視
す
る
」
と
あ
る
。

　

（
こ
れ
は
）
溫お

ん

疫え
き

の
病
い
（
熱
性
の
伝
染
病
）
を
消
除
す
る
か
ら
で
あ
る
。
南

人
と
は
広
州
あ
た
り
の
人
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
州
は
瘴

し
よ
う

熱ね
つ

（
熱
病
）
の
お
こ
る

地
で
あ
る
。
瘴
は
こ
の
地
方
で
は
ま
た
虫
の
病
と
い
う
。
都
の
人
が
こ
の
地
に
赴

任
し
て
く
る
と
、
十
人
の
う
ち
九
人
は
（
亡
く
な
っ
て
都
に
）
帰
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
食
物
は
美
味
だ
が
、
消
化
で
き
な
い
。
ゆ
え
に
ヤ
シ
を
多
く
食
べ
、
茶
を

飲
む
の
で
あ
る
。
も
し
（
茶
を
）
飲
ま
な
け
れ
ば
、身
が
（
病
い
に
）
侵
さ
れ
る
。

な
お
日
本
の
国
は
大
寒
の
地
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
難
は
な
い
。（
そ
れ
で
も
）
な

お
南
方
の
熊
野
山
は
夏
に
参
詣
し
な
い
の
は
、
瘴
熱
（
熱
病
）
の
地
で
あ
る
か
ら

で
あ
る
。

　

『
天
台
山
記
』
に
は
、「
茶
は
長
い
間
服
用
す
る
と
、
羽
や
翼
が
生
え
て
き
て

仙
人
に
な
る
。
云
々
」
と
あ
る
。
身
が
軽
く
な
る
の
で
、
こ
う
い
う
の
で
あ
る
。

　

（
唐
の
白
居
易
の
）『
白
氏
六
帖
』
の
茶
部
に
は
、「
供
御
（
貴
人
の
食
物
）
で

あ
る
。
云
々
」
と
あ
る
。
身
分
の
低
い
者
が
食
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　

『
白
氏
文
集
』
の
詩
に
は
、「
昼
（
午
刻
、
現
代
の
昼
の
十
一
～
一
時
頃
）
の

食
後
の
茶
は
よ
く
眠
気
を
散
ら
す
。
云
々
」
と
あ
る
。

　

茶
は
食
後
に
飲
む
も
の
で
あ
る
か
ら
、
午
茶
と
い
う
の
で
あ
る
。
食
べ
た
も
の

が
（
お
茶
を
飲
ん
で
）
消
化
す
る
の
で
、
眠
く
な
ら
な
い
。

　

「
白
氏
の
首
夏
の
詩
」
に
は
、「
あ
る
い
は
ひ
と
甌お

う

（
碗
）
の
茗め

い

（
茶
）
を
飲 

む
。
云
々
」
と
あ
る
。

　

甌
は
茶
碗
の
美
名
で
あ
る
。
口
が
広
く
、
底
が
狹
い
。
茶
を
長
い
間
冷
め
な
い

よ
う
に
す
る
た
め
に
、器
の
底
は
狭
く
深
く
す
る
の
で
あ
る
。（
こ
の
よ
う
に
し
た
）

小
さ
い
器
の
名
で
あ
る
。

　

ま
た
い
う
、「
眠
気
を
破
る
こ
と
に
茶
の
功
能
を
み
る
。
云
々
」
と
あ
る
。

　

茶
を
飲
め
ば
、
終
夜
眠
ら
な
い
で
眼
が
さ
え
て
い
て
、
身
を
苦
し
め
な
い
。

　

ま
た
、「
酒
を
飲
ん
で
咽
喉
が
か
わ
い
た
。
頃
は
春
深
く
、
一
杯
の
茶
で
そ
れ

を
い
や
す
」
と
あ
る
。

　

酒
を
飲
む
と
、
咽
喉
が
か
わ
き
、（
何
か
を
）
飲
み
た
く
な
る
。
そ
の
と
き
は
、

た
だ
茶
を
飲
む
べ
き
で
あ
る
。
他
の
湯
水
な
ど
を
飲
ん
で
は
い
け
な
い
。
他
の
湯

水
な
ど
を
飲
む
と
、
か
な
ら
ず
種
々
の
病
い
を
生
ず
る
か
ら
で
あ
る
。

（
原
文
）
張
盂
陽
登
成
都
樓
詩
曰
、
芳
茶
冠
六
清
。
溢
味
、
播
九
區
。
人
生
苟
安

樂
、
※
兹
物
（
土
）
聊
可
娛
。
云
々
。

　

六
清
者
、六
根
也
。
九
區
者
、漢
地
。
九
州
云
也
。
區
者
、域
也
。
※
茶
生
用
菜
、

苟
字
菜
也
。

　

本
草
拾
遺
曰
、
臯
盧
苦
、
平
。
作
飮
、
止
渇
、
除
疫
。
不
眠
、
利
水
道
、
明
目
。

生
南
海
諸
山
中
、
南
人
極
重
之
。

　

除
溫
疫
病
也
。
南
人
者
廣
州
等
人
也
。
此
州
瘴
熱
地
也
。
瘴
、
此
方
亦
虫
病 

云
。
唐
都
人
、
※
補
受
領
到
此
地
、
十
之
九
不
歸
。
食
物
美
味
而
難
消
。
故
多
食

檳
椰
子
、
喫
茶
。
若
不
喫
、
則
侵
身
也
。
日
本
國
大
寒
之
地
。
故
無
此
難
。
尚
南

方
熊
野
山
夏
不
參
詣
、
爲
瘴
熱
之
地
故
也
。



　

天
台
山
記
曰
、
茶
久
服
生
羽
翼
。
云
々
。
身
輕
故
云
爾
也
。

　

白
氏
六
帖
茶
部
曰
、
供
御
。
云
々
。
非
卑
賤
人
食
用
也
。

　

白
氏
文
集
詩
曰
、
午
茶
能
散
眠
。
云
々
。

　

午
者
食
時
也
。
茶
食
後
喫
、
故
云
午
茶
也
。
食
消
、
則
無
病
也
。

　

白
氏
首
夏
詩
曰
、
或
飮
一
甌
茗
。
云
々
。

　

甌
者
茶
盞
之
美
名
也
。
口
廣
、
底
狹
也
。
爲
不
令
茶
久
寒
、
器
之
底
狹
深
也
。

小
器
名
也
。

　

又
曰
、
破
眠
見
茶
功
。
云
々
。

　

喫
茶
、
則
終
夜
不
眠
而
明
目
、
不
苦
身
矣
。

　

又
曰
、
酒
渴
春
深
一
盃
茶
。

　

飮
酒
、
則
喉
乾
引
飮
也
。
其
時
唯
可
喫
茶
。
勿
飮
他
湯
水
等
。
飮
他
湯
水
等
、

必
生
種
種
病
故
也
。

（
注
）
※
兹
物
聊
可
娛
：「
物
」
は
初
治
本
（
寿
本
）
他
、
詩
の
原
文
も
「
土
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
そ
れ
に
従
う
。

※
茶
生
用
菜
、
苟
字
菜
也
：
前
文
の
内
容
と
つ
な
が
ら
な
い
。
栄
西
が
「
六
清
」 

を
「
六
根
」
と
誤
っ
て
解
釈
し
た
結
果
、「
茶
の
生
（
な
ま
）
は
菜
に
用
う
。
苟

は
菜
な
り
」
と
い
う
無
理
な
こ
じ
つ
け
の
注
記
を
施
し
た
と
推
量
さ
れ
る
。

※
補
受
領
到
此
地
：「
受
領
」
は
日
本
で
は
国
司
の
意
。
こ
こ
で
は
（
中
国
で
の
）

地
方
長
官
の
官
吏
に
任
ぜ
ら
れ
て
赴
任
す
る
意
と
し
た
と
推
定
。
初
治
本（
寿
本
）

は
「
知
州
到
此
地
」
に
作
る
。

（
訓
読
）
張ち

よ
う

盂も
う

陽よ
う

が
成せ

い

都と

の
樓ろ

う

に
登の

ぼ

る
詩
に
曰い

わ

く
、
芳か

ん

ば
し
き
茶
は
六り

く

清せ
い

に
冠
た

り
。
溢
る
る
味
、
九
區
に
播し

く
。
人
生
苟い
や
し

く
も
安
樂
な
ら
ば
、
兹こ

の
土
、
聊い
さ
さ

か
娛た
の

し
む
可
し
。
云
々
、
と
。

　

六
清
と
は
、
六
根
な
り
。
九き

ゆ
う

區く

と
は
、
漢
地
な
り
。
九
州
を
云い

う
な
り
。
區
と

は
、
域
な
り
。（
茶
生
用
菜
、
苟
字
菜
也
。）

　

本ほ
ん

草ぞ
う

拾し
ゆ
う

遺い

に
曰
く
、臯こ

う

盧ろ

は
苦く

、平へ
い

な
り
。
飮
む
こ
と
を
作
さ
ば
、渇
き
を
止
め
、

疫え
き

を
除
く
。
眠
ら
ず
、
水
道
を
利
し
、
目
を
明
ら
か
に
す
。
南
海
の
諸も
ろ

も
ろ
の
山

中
に
生
じ
、
南
人
は
極
め
て
之こ

れ
を
重
ん
ず
、
と
。

　

溫お
ん

疫え
き

の
病
い
を
除
け
ば
な
り
。
南
人
は
廣こ
う

州し
ゆ
う

等
の
人
な
り
。
此こ

の
州
は
瘴し
よ
う

熱ね
つ

の
地
な
り
。
瘴
と
は
、
此
の
方
は
亦ま

た
虫
の
病
を
云
う
。
唐
都
の
人
、
受
領
に
補ほ

さ
れ
て
此
の
地
に
到い

た

ら
ば
、十
の
九
は
歸か

え

ら
ず
。
食
物
は
美
味
に
し
て
消
し
難が

た

し
。

故
に
多
く
檳び

ん

椰ろ
う

子し

を
食く

ら
い
、
茶
を
喫
す
。
若も

し
喫
せ
ず
ん
ば
、
則
ち
身
を
侵お

か

す

な
り
。
日
本
國
は
大
寒
の
地
な
り
。
故
に
此
の
難
は
無
し
。
尚な

お
南
方
の
熊
野
山

に
夏
に
は
參さ

ん

詣け
い

せ
ざ
る
は
、
瘴
熱
の
地
爲た

る
が
故
な
り
。

　

天
台
山
記
に
曰
く
、
茶
は
久
し
く
服
さ
ば
羽う

翼よ
く

を
生
ず
。
云
々
、
と
。
身
輕
き

が
故
に
爾し

か

云い

う
な
り
。

　

白
氏
六り

く

帖じ
よ
う

の
茶
部
に
曰
く
、
供く

御ぎ
よ

な
り
。
云
々
、
と
。
卑
賤
の
人
の
食
用
に
非

ざ
る
な
り
。

　

白
氏
文
集
の
詩
に
曰
く
、
午ご

茶ち
や

は
能
く
眠
り
を
散
ず
。
云
々
、
と
。

　

午ご

と
は
食
時
な
り
。
茶
は
食
す
る
後
に
喫
す
、
故
に
午
茶
と
云
う
な
り
。
食
す
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る
も
の
消
ゆ
れ
ば
、
則
ち
眠
る
こ
と
無
き
な
り
。

　

白
氏
の
首
夏
の
詩
に
曰
く
、
或
い
は
一い

ち

甌お
う

の
茗め
い

を
飲
む
。
云
々
、
と
。

　

甌お
う

な
る
は
茶ち

や

盞さ
ん

の
美
名
な
り
。
口
廣ひ

ろ

く
、
底
狹
き
な
り
。
茶
を
し
て
久
し
く
寒さ

め

ざ
ら
し
め
ん
が
爲た

め

に
、
器う

つ
わ

の
底
は
狹
く
深
し
。
小
さ
き
器
の
名
な
り
。

　

又ま

た
曰
く
、
眠
り
を
破
り
て
茶
の
功
を
見
る
。
云
々
、
と
。

　

茶
を
喫
す
れ
ば
、
則
ち
終
夜
眠
ら
ず
し
て
眼
を
明
ら
か
に
し
、
身
を
苦
し
め
ず
。

　

又
た
曰
く
、
酒
も
て
渴か

わ

き
て
春
深
し
、
一
盃は
い

の
茶
、
と
。

　

酒
を
飮
ま
ば
、
則
ち
喉
乾
き
て
飲
を
引
く
な
り
。
其
の
時
は
唯た

だ
茶
を
喫
す
べ

し
。
他
の
湯
水
等
を
飮
む
勿
れ
。
他
の
湯
水
等
を
飮
ま
ば
、
必
ず
種
種
の
病
い
を

生
ず
る
が
故
な
り
。

（
注
記
）（
一
）
張
盂
陽
登
成
都
樓
詩
曰
、
～
：
張
載
、
字
は
孟
陽
、
西
晋
の
人
。

『
太
平
御
覧
』
茗
に
は
「
張
孟
陽　

登
成
都
樓
詩
云
、芳
茶
冠
六
清
。
溢
味
播
九
區
。

人
生
茍
安
樂
。
茲
土
聊
可
娛
」
と
あ
り
、
陸
羽
の
『
茶
經
』
七
之
事
に
は
「
張
孟

陽　

登
成
都
樓
詩
云
、
借
問
楊
子
舍
。
想
見
長
卿
廬
。
程
卓
累
千
金
。
驕
侈
擬
五

侯
。
門
有
連
騎
客
。
翠
帶
腰
吳
鉤
。
鼎
食
隨
時
進
。
百
和
妙
且
殊
。
披
林
採
秋
橘
。

臨
江
釣
春
魚
。
黑
子
過
龍
醢
。
果
饌
踰
蟹
蝑
。
芳
茶
冠
六
情
。
溢
味
播
九
區
。
人

生
茍
安
樂
。
茲
土
聊
可
娛
」
と
あ
る
。

（
二
）
六
清
：
六
清
は
「
六
飲
」
の
こ
と
。（『
周
禮
』
天
官
冢
宰
「
漿
人
、
掌
共

王
之
六
飲
、
水
、
漿
、
醴
、
涼
、
醤
、
酏
、
入
于
酒
府
」
に
記
載
が
あ
る
）。
水
、

漿
（
シ
ョ
ウ
、酢
）、醴
（
レ
イ
、濃
醇
な
酒
）、涼
（
リ
ョ
ウ
、薄
い
酒
）
醤
（
シ
ョ

ウ
、
ひ
し
お
）、
酏
（
イ
、
黍
の
酒
）
を
い
う
。

（
三
）
六
根
：
眼
、
耳
、
鼻
、
舌
、
身
、
意
の
こ
と
。

（
四
）
九
區
：
中
国
の
九
州
。
全
土
。

（
五
）
本
草
拾
遺
曰
～
：『
太
平
御
覧
』
茗
に
は
、「
本
草
拾
遺
曰
、
皋
盧
茗
、
作

飲
止
渴
、
除
疫
、
不
睡
。
利
水
道
、
明
目
。
生
南
海
諸
山
中
。
南
人
極
重
之
」
と

あ
る
。

（
六
）
本
草
拾
遺
：
唐
の
開
元
年
間
の
陳
臓
器
の
撰
（『
新
唐
書
』、
志
第

四
十
九
、藝
文
三
な
ど
に
記
載
）。
成
立
は
開
元
二
十
七
年
（
七
三
九
）
と
さ
れ
る
。

（
岡
西
為
人
『
本
草
概
説
』、
創
元
社
、
東
洋
医
学
選
書
、
一
九
七
七
年
、
七
十
六

頁
）。
原
本
は
散
逸
し
て
い
る
が
、『
開
宝
本
草
』、
日
本
の
『
医
心
方
』
な
ど
に

引
用
が
み
ら
れ
る
。
国
立
国
会
図
書
館
に
は
陳
藏
器
撰
『
陳
藏
器
本
草
拾
遺
不
分

巻
』（
江
戸
寫
本
）二
冊
が
現
存
。
明
の
李
時
珍
は
、『
本
草
綱
目
』序
例
上
で「
藏
器
、

四
明
人
。
其
所
著
述
、
博
極
群
書
、
精
覈
物
類
、
訂
繩
謬
誤
、
搜
羅
幽
隱
、
自
本

草
以
來
、
一
人
而
已
」
と
述
べ
る
。

（
七
）
温
疫
：
主
に
熱
性
の
伝
染
病
を
い
う
。

（
八
）
瘴
熱
：
マ
ラ
リ
ア
な
ど
の
熱
病
の
こ
と
。

（
九
）
天
台
山
記
曰
、
～
：『
太
平
御
覧
』
茗
に
は
、「
天
臺
記
曰
、
丹
丘
出
大 

茗
、
服
之
生
羽
翼
」
と
あ
り
、
本
文
の
書
名
『
天
台
山
記
』
と
若
干
異
な
る
。『
天

台
山
記
』
の
書
名
と
し
て
は
、唐
の
徐
霊
府
（
銭
塘
（
杭
州
）
の
人
）
撰
が
あ
る
。

（
十
）
白
氏
六
帖
茶
部
曰
、
：
唐
の
白
居
易
撰
。『
白
氏
六
帖
』
は
『
白
孔
六
帖
』 



所
収
。
こ
の
巻
十
五
、
茶
の
項
に
「
供
御
」
と
あ
る
。『
太
平
御
覧
』
に
こ
の
記

載
は
な
い
。

（
十
一
）
白
氏
文
集
詩
曰
、：
唐
の
白
居
易
の
詩
文
集
。『
白
氏
長
慶
集
』
と
も
い 

う
。

　

本
文
中
の
「
午
茶
能
散
眠
」
は
、『
白
氏
長
慶
集
』
の
巻
五
十
八
「
府
西
池
北

新
葺
水
齊
即
事
招
賓
偶
題
十
六
韻
」
に
「
午
茶
能
散
睡
、卯
酒
善
消
愁
」
と
あ
り
、

午
茶
（
昼
時
の
茶
）
は
よ
く
眠
り
を
散
じ
、
卯
酒
（
早
朝
の
酒
）
は
よ
く
愁
い
を

消
す
と
あ
る
。

つ
ぎ
の
「
或
飮
一
甌
茗
」
は
、同
書
の
巻
六
「
首
夏
病
閒
」
に
「
…
況
茲
孟
夏
月
、

清
和
好
時
節
。
微
風
吹
裌
衣
、
不
寒
復
不
熱
。
移
榻
樹
隂
下
、
竟
日
何
所
為
。
或

飲
一
甌
茗
、
或
吟
兩
句
詩
。
內
無
憂
患
迫
、
外
無
職
役
羈
。
此
日
不
自
適
、
何
時

是
適
時
」
と
あ
り
、
孟
夏
（
旧
暦
四
月
）、
木
陰
に
寝
台
を
移
し
て
茶
を
飲
む
こ

と
の
自
適
さ
を
詠
う
。

　

さ
ら
に
「
破
眠
見
茶
功
」
は
、
同
書
の
巻
五
十
五
、「
贈
東
鄰
王
十
三
」
に
「
擕

手
池
邉
月
、
開
襟
竹
下
風
。
驅
愁
知
酒
力
、
破
睡
見
茶
功
。
居
處
東
西
接
、
年
顔

老
少
同
。
能
來
為
伴
否
、
伊
上
作
漁
翁
。
…
」
と
あ
り
、
愁
い
を
追
い
払
う
酒
力

と
眠
り
を
打
ち
破
る
茶
功
を
記
す
。

　

最
後
の
「
酒
渴
春
深
一
盃
茶
」
は
、
同
書
の
巻
六
十
四
、「
早
服
雲
母
散
」
に 

「
曉
服
雲
英
漱
井
華
、
寥
然
身
若
在
烟
霞
。
藥
銷
日
晏
三
匙
飯
、
酒
渴
春
深
一
碗 

茶
。
每
夜
坐
禪
觀
水
月
、
有
時
行
醉
翫
風
花
。
淨
名
事
理
人
難
解
、
身
不
出
家
心

出
家
」
と
あ
り
、
在
家
の
禅
の
修
行
と
酒
で
咽
喉
が
渇
い
た
と
き
の
、
春
の
一
碗

の
茶
の
楽
し
み
を
詠
う
。

（
十
二
）
午
茶
：
午
刻
は
現
代
の
昼
の
十
一
～
一
時
頃
で
、
昼
食
の
時
で
あ
る
。

四
　
採
茶
時
節
（
茶
を
採
る
時
節
）

（
通
釈
）『
茶
経
』
に
は
、「
お
よ
そ
茶
を
摘
み
取
る
の
は
、
二
月
、
三
月
、
四
月

の
間
が
よ
い
、
云
々
」
と
あ
る
。

　

『
宋
録
』
に
は
、「
大
和
七
年
（
八
三
三
）
正
月
、
呉
、
蜀
（
の
地
方
）
の
人
々

は
新
茶
を
献
上
し
た
。（
こ
れ
ら
は
）
み
な
冬
の
間
に
行
っ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。

（
こ
れ
に
対
し
て
天
子
が
）
詔

み
こ
と
の
りし

て
献
上
す
る
新
茶
は
立
春
の
後
に
造
る
よ
う
に

せ
よ
、
云
々
」
と
あ
る
。

　

そ
の
こ
こ
ろ
は
、
冬
に
造
っ
て
献
上
す
る
と
、
農
民
を
わ
ず
ら
わ
せ
る
か
ら
で

あ
る
。こ
れ
よ
り
以
後
、す
べ
て
立
春
の
後
に
新
茶
を
造
り
献
上
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。

　

『
唐
史
』（
唐
書
）
に
は
、「
貞
元
九
年
（
七
九
三
）
の
春
、
初
め
て
茶
に
税
を

課
す
、
云
々
」
と
あ
る
。

　

茶
の
上
美
な
も
の
を
「
早
春
」
と
呼
ぶ
。
ま
た
「
牙が

茗め
い

」（
芽
茶
）
と
呼
ぶ
。（
茶

を
摘
み
と
る
時
期
か
ら
）
つ
け
ら
れ
た
呼
称
で
あ
る
。
宋
朝
に
こ
の
茶
を
摘
む
作

法
が
あ
っ
た
。
内
裏
の
後
園
に
茶
園
が
あ
っ
た
。
正
月
三
が
日
の
う
ち
に
下
人
を
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集
め
、
茶
園
に
入
ら
せ
る
。（
わ
ざ
と
）
声
を
高
ら
か
に
し
て
う
ろ
う
ろ
往
き
来

さ
せ
る
と
、（
そ
れ
に
驚
い
て
）
次
の
日
、
茶
葉
の
芽
が
一
分
二
分
萌
し
た
と
こ

ろ
で
、
こ
れ
を
摘
み
取
る
。
毛
抜
き
で
こ
れ
を
採
取
し
、
そ
の
あ
と
に
固
め
た
茶

を
つ
く
る
。（
こ
れ
で
）
ひ
と
さ
じ
の
茶
が
千
貫
の
価
値
を
も
つ
。

（
原
文
）
茶
經
曰
、
凡
採
茶
、
在
二
月
、
三
月
、
四
月
間
。
云
々
。

　

宋
錄
曰
、
大
和
七
年
正
月
、
吳
、
蜀
、
貢
新
茶
。
皆
冬
中
作
法
。
為
之
詔
曰
、

所
貢
新
茶
、
宜
於
立
春
後
造
。
云
々
。

　

意
者
、
冬
造
、
有
民
之
煩
故
也
。
自
此
以
後
、
皆
立
春
後
造
。

　

唐
史
曰
、
貞
元
九
年
春
、
初
税
茶
。
云
々
。

　

茶
美
、
名
云
早
春
。
又
云
牙
茗
、
此
義
也
。
宋
朝
此
採
茶
作
法
。
内
裏
後
園
有

茶
園
。
元
三
之
內
集
下
人
、
入
茶
園
中
。
言
語
高
聲
徘
徊
往
來
、
則
次
之
日
※
茶 

（
芽
）
一
分
二
分
萌
、以
錄
之
。
鑷
子
採
之
、而
後
作
蠟
茶
。
一
匙
之
直
及
千
貫
矣
。

（
注
）
※
茶
：
再
治
本
（
史
本
）
と
初
治
本
は
「
茶
芽
」
と
あ
る
（
た
だ
し
寿
本

に
は
な
い
）。
い
ま
前
後
の
文
か
ら
み
て
そ
れ
に
従
う
。

（
訓
読
）
茶
經
に
曰い

わ

く
、
凡お

よ

そ
茶
を
採と

る
は
、
二
月
、
三
月
、
四
月
の
間
に
在
り
、 

云
々
、
と
。

　

宋そ
う

錄ろ
く

に
曰
く
、
大
和
七
年
正
月
、
吳ご

、
蜀し
よ
く

、
新
茶
を
貢み
つ

ぐ
。
皆
冬
中
の
作
法
な

り
。
之こ

れ
が
為た

め

に
詔

み
こ
と
の
りし

て
曰
く
、
貢
ぐ
所
の
新
茶
は
、
宜
し
く
立
春
の
後
に
造
る

べ
し
。
云
々
、
と
。

　

意こ
こ
ろ

は
、
冬
造
ら
ば
、
民
の
煩わ

ず
ら

い
有
る
が
故
な
り
。
此こ

れ
よ
り
以
後
、
皆
立
春
の

後
に
造つ
く

る
。

　

唐
史
に
曰
く
、
貞
元
九
年
春
、
初
め
て
茶
に
税ぜ

い

す
。
云
々
、
と
。

　

茶
の
美
な
る
、
名
づ
け
て
早
春
と
云
う
。
又ま

た
牙が

茗め
い

と
云
う
、
此こ

の
義
な
り
。

宋
朝
に
比
の
茶
を
採
る
作
法
あ
り
。
内
裏
の
後
園
に
茶
園
有
り
。
元
三
の
內
に
下

人
を
集
め
、
茶
園
の
中
に
入
ら
し
む
。
言
語
は
高
聲
に
し
て
徘
徊
往
來
す
れ
ば
、

則
ち
次
の
日
の
茶
芽
萌き

ざ

す
こ
と
一
分
二
分
に
し
て
、
以
て
之
れ
を
錄と

る
。
鑷じ

よ
う

子し

も

て
之
れ
を
採
り
、
而し

か

る
後
に
蠟ろ
う

茶ち
や

を
作
る
。
一い
つ

匙し

の
直あ
た

い
千
貫
に
及
ぶ
。

（
注
記
）（
一
）
茶
經
曰
、
～
：『
太
平
御
覧
』
茗
で
は
、「
陸
羽
茶
經
曰
、
～
凡
採 

茶
、
在
二
月
、
三
月
、
四
月
之
間
」
と
あ
る
。
陸
羽
『
茶
經
』
三
之
造
に
も
記
載

が
あ
る
。

（
二
）
宋
錄
曰
、
～
：『
太
平
御
覧
』
茗
に
、「
大
和
七
年
（
八
三
三
）
正
月
、
吳
、

蜀
、
貢
新
茶
、
皆
於
冬
中
作
法
爲
之
。
上
務
恭
儉
、
不
欲
逆
其
物
性
、
詔
所
貢
新

茶
、
宜
於
立
春
后
造
」
と
あ
る
が
、「
宋
録
」
の
名
は
な
い
。
ま
た
旧
唐
書
、
巻

一
一
八
に
「（
大
和
）
七
年
春
正
月
乙
丑
朔
…
。
故
書
、
吳
、
蜀
、
貢
新
茶
、
皆

於
冬
中
作
法
為
之
。
上
務
恭
儉
、
不
欲
逆
其
物
性
、
詔
所
供
新
茶
、
宜
於
立
春
後

造
」
と
あ
る
。「
宋
録
」
の
記
載
は
誤
ま
り
で
あ
ろ
う
。

（
三
）
唐
史
曰
、
～
：『
太
平
御
覧
』、
皇
王
部
三
十
八
、
唐
德
宗
孝
文
皇
帝
に 

は
、「
九
年
正
月
癸
卯
，
初
稅
茶
」
と
あ
る
。『
舊
唐
書
』
巻
五
十
三
、「
貞
元
九

年
（
七
九
三
）
正
月
、
初
稅
茶
」
と
あ
る
。

（
四
）
蠟
茶
：
茶
を
固
め
た
茶
（
団
茶
）
を
い
う
。



五
　
採
茶
樣
（
茶
を
採
る
様
子
）

（
通
釈
）『
茶
経
』
に
は
、「
雨
が
降
っ
た
ら
、
茶
を
採
取
し
て
は
な
ら
な
い
。
雨

が
降
ら
な
く
と
も
、
ま
た
雲
が
あ
れ
ば
採
取
し
て
は
な
ら
ず
、
焙
っ
て
は
な
ら
ず
、

蒸
し
て
は
な
ら
な
い
」と
あ
る
。（
茶
の
）味
を
引
き
出
す
力
が
弱
い
か
ら
で
あ
る
。

（
原
文
）
茶
經
曰
、
雨
下
不
採
茶
。
雖
不
雨
、
而
又
有
雲
不
採
、
不
焙
、
不
蒸
。

用
力
弱
故
也
。

（
訓
読
）
茶
經
に
曰
く
、
雨
下ふ

ら
ば
茶
を
採
ら
ず
。
雨
ふ
ら
ず
と
雖い

え
ど

も
、
又ま

た
雲

有
ら
ば
採
ら
ず
、
焙あ

ぶ

ら
ず
、
蒸
さ
ず
、
と
。
力
を
用
い
る
こ
と
弱
き
が
故
な
り
。

（
注
記
）（
一
）
茶
經
曰
、
～
：『
太
平
御
覧
』
茗
は
「
陸
羽
茶
經
曰
、
…
…
其
日

雨
不
採
、
晴
有
雲
不
採
。
蒸
、
拍
、
焙
、
穿
、
封
、
乾
矣
」
と
あ
る
。
一
方
、
陸

羽
『
茶
經
』
に
は
「
其
日
有
雨
不
採
、
晴
有
雲
不
採
。
晴
採
之
、
蒸
之
、
擣
之
、

拍
之
、
焙
之
、
穿
之
、
封
之
、
茶
之
乾
矣
」
と
あ
る
。

六
　
調
茶
樣
（
茶
を
調
え
る
方
法
）

（
通
釈
）
宋
朝
の
茶
を
あ
ぶ
る
方
法
を
み
る
に
、
朝
に
（
茶
葉
を
）
採
集
し
て
す

ぐ
に
蒸
し
、
す
ぐ
に
こ
れ
を
あ
ぶ
る
。
だ
ら
け
て
な
ま
け
る
者
は
こ
の
仕
事
を
し

て
は
な
ら
な
い
。
あ
ぶ
り
棚
に
紙
を
敷
い
て
、
紙
が
こ
げ
な
い
よ
う
に
、
火
加
減

を
工
夫
し
て
こ
れ
を
焙
る
。
ゆ
っ
く
り
せ
ず
、
い
そ
が
ず
、
終
夜
眠
ら
な
い
で
、

夜
の
う
ち
に
焙
り
終
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（
そ
の
あ
と
）
す
ぐ
に
好
ま
し

い
瓶
に
入
れ
、
竹
の
葉
で
堅
く
瓶
の
口
を
封
じ
る
。（
こ
う
し
て
）
風
を
瓶
の
な

か
に
入
れ
な
い
よ
う
に
す
れ
ば
、
年
を
経
て
も
（
品
質
が
）
損
な
わ
れ
な
い
。

（
原
文
）
見
宋
朝
培
（
焙
）
茶
樣
、
則
朝
採
卽
蒸
、
卽
焙
之
。
懈
倦
怠
慢
之
者
、

不
可
爲
事
也
。
焙
棚
敷
紙
、紙
不
燋
樣
、誘
火
工
夫
而
焙
之
。
※
不
緩
不
怠
（
急
）、

竟
夜
不
眠
、
夜
内
可
焙
畢
也
。
卽
盛
好
瓶
、
以
竹
葉
堅
封
瓶
口
。
不
令
風
入
内
、

則
經
年
歲
而
不
損
矣
。

（
注
）
※
不
緩
不
怠
：
再
治
本
（
史
本
）、
初
治
本
は
「
不
緩
不
急
」
と
あ
る
。

前
後
の
文
脈
か
ら
こ
れ
に
従
う
。

（
訓
読
）
宋
朝
の
茶
を
焙あ

ぶ

る
樣さ

ま

を
見
る
に
、
則す

な
わ

ち
朝
採
り
て
卽た

だ

ち
に
蒸
し
、
卽た

だ

ち

に
之こ

れ
を
焙
る
。
懈か

い

倦け
ん

怠た
い

慢ま
ん

の
者
は
、
事
を
爲
す
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
焙あ

ぶ
り

棚た
な

に
紙

を
敷
き
、
紙
燋こ

げ
ざ
る
樣
に
し
、
火
を
誘
い
工
夫
し
て
之
れ
を
焙
る
。
緩ゆ

る
や

か
な
ら 

ず
、
急
が
ず
、
竟き

ょ
う

夜や

眠
ら
ず
、
夜
の
内
に
焙
り
畢お

わ
る
べ
き
な
り
。
卽
ち
好
き
瓶び

ん

に
盛
り
、
竹ち

く

葉よ
う

を
以
て
堅
く
瓶へ

い

口こ
う

を
封ふ

う

ず
。
風
を
し
て
内
に
入い

ら
し
め
ず
ん
ば
、

則
ち
年
歳
を
經ふ

れ
ど
も
損
せ
ず
。

（
通
釈
）
以
上
、
こ
こ
ま
で
末
世
の
養
生
の
方
法
を
述
べ
て
き
た
。
そ
も
そ
も
わ

が
国
の
人
は
茶
葉
を
摘
み
取
る
方
法
を
知
ら
な
い
か
ら
、
茶
を
利
用
し
て
こ
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。（
そ
れ
ど
こ
ろ
か
）
か
え
っ
て
（
茶
を
）
け
な
し
て
、（
茶
は
）

薬
で
は
な
い
、
と
言
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
茶
の
功
能
を
知
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

45 栄西『喫茶養生記』全訳注
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（
わ
た
し
）
栄
西
は
宋
に
い
た
頃
、（
こ
の
地
の
人
は
）
茶
を
わ
が
眼
の
よ
う
に
貴

重
な
も
の
と
し
て
い
た
。（
こ
の
事
を
示
す
）さ
ま
ざ
ま
な
事
が
ら
は
あ
る
が
、（
そ

れ
ら
を
）こ
ま
か
に
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。（
し
か
し
天
子
は
）忠
臣
に（
茶

を
褒
賞
品
と
し
て
）
与
え
、
高
僧
に
（
茶
を
布
施
と
し
て
）
与
え
た
。
昔
も
今
も

そ
の
意
義
は
同
じ
で
あ
る
。
宋
の
医
者
が
言
う
に
、
も
し
茶
を
喫
し
な
い
人
が
い

た
な
ら
、
も
ろ
も
ろ
の
薬
の
功
能
を
失
わ
せ
る
し
、
病
気
を
治
す
こ
と
が
で
き
な

い
。（
な
ぜ
な
ら
五
味
の
火
に
あ
た
る
苦
味
を
持
つ
）
茶
を
飲
ま
な
い
の
で
（
五

臓
の
火
に
あ
た
る
）
心
臓
が
弱
く
な
る
か
ら
で
あ
る
、
と
。
願
わ
く
は
、
末
代
の

良
医
が
こ
の
こ
と
を
明
ら
か
に
せ
ん
こ
と
を
。

（
原
文
）
已
上
、
末
世
養
生
之
法
如
斯
。
抑
我
國
人
、
不
知
採
茶
法
。
故
不
用
之
。

還
譏
曰
、
非
藥
。
云
々
。
是
則
不
知
茶
德
之
所
致
也
。
榮
西
、
在
唐
之
昔
、
見
貴

重
茶
如
眼
。
有
種
種
語
、
不
能
具
註
。
給
忠
臣
、
施
高
僧
。
古
今
義
同
。
唐
醫
云
、

若
不
喫
茶
人
、
失
諸
藥
効
、
不
得
治
痾
。
心
藏
弱
故
也
。
庶
幾
末
代
良
醫
悉
之
矣
。

（
訓
読
）
已い

上じ
よ
う

、
末
世
の
養
生
の
法
は
斯か

く
の
如ご

と

し
。
抑そ

も

そ
も
我
國
の
人
は
、
茶

を
採
る
の
法
を
知
ら
ず
。
故
に
之こ

れ
を
用
い
ず
。
還か

え

っ
て
譏そ

し

り
て
曰い

わ

く
、
藥
に
非あ

ら

ず
。
云
々
、
と
。
是
れ
則
ち
茶
の
德
を
知
ら
ざ
る
の
致
す
所
な
り
。
榮
西
、
在
唐

の
昔
、
茶
を
貴
重
す
る
こ
と
眼
の
如
く
な
る
を
見
る
。
種
種
の
語
有
る
も
、
具つ

ぶ

さ

に
註ち

ゆ
う

す
る
こ
と
能あ

た

わ
ず
。
忠
臣
に
給
い
、
高
僧
に
施
す
。
古
今　

義
は
同
じ
。
唐

醫
の
云い

わ

く
、
若も

し
茶
を
喫
せ
ざ
る
の
人
は
、
諸
藥
の
効
を
失
い
、
痾や

ま

い
を
治
す
を

得
ず
。
心
藏
弱
き
が
故
な
り
、
と
。
庶こ

い
ね
が幾

わ
く
は
末
代
の
良
醫
之
れ
を
悉

つ
ま
び
ら

か
に
せ 

よ
。

喫
茶
養
生
記
卷
之
上
終
（
喫
茶
養
生
記
卷
の
上
終
わ
り
）

喫
茶
養
生
記
卷
之
下

　
入
唐
前
權
僧
正
法
印
大
和
尚
位
　
榮
西
錄 

　
（
入
唐
前
の
權
僧
正
法
印
大
和
尚
位
、
榮
西
錄
す
）

（
通
釈
）
第
二
の
「
遣け
ん

除じ
よ

鬼き

魅み

門も
ん

」
と
は
、『
大だ
い

元げ
ん

帥す
い

大だ
い

将し
よ
う

儀ぎ

軌き

秘ひ

鈔し
よ
う

』
に
は
、 

「
末
世
の
人
の
寿
命
は
（
長
く
て
）
百
歲
で
あ
る
。
こ
の
（
生
き
て
い
る
）
間
、

四
衆
（
出
家
在
家
の
男
女
）
は
戒
律
を
犯
し
、仏
の
教
え
に
し
た
が
わ
な
い
。（
そ

の
た
め
）
国
土
は
荒
廃
し
て
、民
衆
は
死
滅
す
る
。
そ
の
と
き
に
鬼き

魅み

魍も
う

魎り
よ
う（

種
々

の
妖
怪
）
が
出
現
し
て
、
国
土
を
乱
し
、
人
民
を
惱
ま
し
、
種
種
の
病
い
を
も
た

ら
す
。（
そ
れ
に
対
す
る
）
治
療
法
や
優
れ
た
医
学
も
な
く
、（
治
療
す
る
）
薬
方

を
知
る
者
も
な
く
、
長な

が

患わ
ず
ら

い
を
治
す
こ
と
も
で
き
な
い
。（
人
々
が
）
疲
労
の
極き

わ
み

に
達
し
て
も
、
救
済
で
き
る
者
も
い
な
い
。
そ
ん
な
時
に
は
、
こ
の
「
大
元
帥
大

将
」
の
心
呪
を
持
し
て
念
じ
唱
え
れ
ば
、
鬼
魅
（
妖
怪
）
は
退
散
し
、
も
ろ
も
ろ

の
病
い
は
た
ち
ま
ち
除
か
れ
癒
え
る
で
あ
ろ
う
。
行
者
の
な
か
で
深
く
こ
の
「
観か

ん

門も
ん

」
に
（
心
を
）
止
め
て
、
こ
の
法
を
修
す
る
者
は
、
少
し
（
こ
の
経
の
）
功
徳

の
力
を
加
え
れ
ば
、
必
ず
病
い
を
除
く
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
こ
の
病
い
に
か
か



り
、
三
宝
（
仏
法
僧
）
に
祈
っ
て
も
そ
の
効
験
が
な
け
れ
ば
、
人
は
仏
法
を
軽
ん

じ
て
信
じ
よ
う
と
し
な
く
な
る
。
そ
の
時
に
臨
ん
で
は
、「
大
将
」
は
か
え
っ
て

本
来
の
誓
願
を
念
じ
て
、
効
験
を
あ
ら
わ
す
。
こ
の
病
い
を
除
き
、
仏
法
を
興
隆

し
て
、
と
く
に
霊
験
加
え
る
と
、
そ
の
証
（
あ
か
し
）
を
得
る
よ
う
に
な
る
で
あ

ろ
う
」
と
あ
る
。（
抜
粋
）。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
勘
案
す
る
と
、
近
年
こ
の
か
た
の
病
い
の
症
状
は
、
こ
の
秘

鈔
に
説
く
通
り
で
あ
る
。
そ
の
病
い
の
症
状
は
、寒
で
も
な
く
、熱
で
も
な
く
、地
・

水
で
も
な
く
、
火
・
風
で
も
な
い
。
こ
の
た
め
近
頃
の
医
者
た
ち
は
多
く
誤
診
す

る
の
で
あ
る
。
病
い
の
症
状
に
は
、
以
下
に
述
べ
る
五
種
類
が
あ
る
。

（
原
文
）
第
二
遣
除
鬼
魅
門
者
、
大
元
帥
大
將
儀
軌
祕
鈔
曰
、
末
世
人
、
壽
百
歲
。

時
四
衆
多
犯
威
儀
、
不
順
佛
教
之
時
、
國
土
荒
亂
、
百
姓
亡
喪
。
于
時
有
鬼
魅
魍

魎
、
亂
國
土
、
惱
人
民
、
致
種
種
之
病
。
無
治
術
、
醫
明
、
無
知
藥
方
、
無
濟
長

病
。
疲
極
、
無
能
救
者
。
爾
時
、
持
此
大
元
帥
大
將
心
呪
念
誦
者
、
鬼
魅
退
散
、

衆
病
忽
然
除
愈
。
行
者
深
住
此
觀
門
、
修
此
法
者
、
少
加
功
力
、
必
除
病
。
復
此

病
、
祈
三
寶
、
無
其
驗
、
則
人
輕
佛
法
不
信
。
臨
爾
之
時
、
大
將
還
念
本
誓
、
致

佛
法
之
効
驗
。
除
此
病
、
興
佛
法
、
特
加
神
驗
、
乃
至
得
果
證
。
抄
略
。

　

以
之
案
之
、
近
歲
以
來
之
病
相
卽
是
也
。
其
相
非
寒
、
非
熱
、
非
地
水
、
非
火

風
。
是
故
近
頃
醫
道
人
多
謬
矣
。
卽
病
相
有
五
種
。
若
左
。

（
訓
読
）
第
二
の
遣け

ん

除じ
よ

鬼き

魅み

門も
ん

と
は
、
大だ

い

元げ
ん

帥す
い

大だ
い

将し
よ
う

儀ぎ

軌き

秘ひ

鈔し
よ
う

に
曰い

わ

く
、
末
世

の
人
、
壽じ

ゆ

百
歲
な
り
。
時
に
四し

衆し
ゆ

は
多
く
威い

儀ぎ

を
犯
し
、
佛
教
に
順し

た
が

わ
ざ
る
の
時
、

國
土
は
荒
亂
し
、
百ひ
や
く

姓せ
い

は
亡ぼ

う

喪そ
う

す
。
時と

き

に
于お

い
て
鬼ち

魅み

魍も
う

魎り
よ
う

有あ

り
て
、
国
土
を

亂み
だ

り
、
人
民
を
惱
ま
し
、
種
種
の
病
い
を
致い
た

す
。
治ち

術じ
ゆ
つ

、
醫い

明め
い

は
無
く
、
藥
方
を

知
る
こ
と
無
く
、
長
病
を
濟す

く

う
こ
と
無
し
。
疲
れ
極
ま
る
も
、
能
く
救
う
者
無

し
。
爾そ

の
時
、
此
の
大
元
帥
大
將
の
心し

ん

呪し
ゆ

を
持
し
て
念ね

ん

誦じ
ゆ

す
る
者
は
、
鬼
魅
は
退

散
し
、
衆し

ゆ
う

病び
よ
う

は
忽こ

つ

然ぜ
ん

と
し
て
除じ

よ

愈ゆ

せ
ん
。
行ぎ

よ
う

者じ
や

の
深
く
此こ

の
觀か

ん

門も
ん

に
住
し
て
、
此

の
法
を
修
す
る
者
は
、
少
し
く
功こ

う

力り
よ
く

を
加
う
れ
ば
、
必
ず
病
い
を
除
か
ん
。
復ま

た

此
の
病
い
、
三さ

ん

寶ほ
う

に
祈
る
も
、
其
の
驗し
る
し

無
け
れ
ば
、
則
ち
人
は
佛
法
を
輕
ん
じ
て

信
ぜ
ず
。
爾そ

の
時
に
臨
み
、
大
將
は
還か
え

っ
て
本ほ
ん

誓せ
い

を
念
じ
て
、
佛
法
の
効こ
う

驗け
ん

を
致

す
。
此
の
病
い
を
除
き
、
佛
法
を
興お

こ

し
、
特
に
神し
ん

驗け
ん

を
加
う
れ
ば
、
乃す
な
わ

ち
果か

證し
よ
う

を

得
る
に
至
ら
ん
、
と
。
抄
略
。

　

之
れ
を
以
て
之
れ
を
案
ず
る
に
、
近き

ん

歲さ
い

よ
り
以こ

の

來か
た

の
病
相
は
卽す

な
わ

ち
是
れ
な
り
。

其
の
相
は
寒
に
非
ず
、
熱
に
非
ず
、
地
水
に
非
ず
、
火
風
に
非
ず
。
是
の
故
に
近

頃
の
醫
道
の
人　

多
く
謬あ

や
ま

れ
り
。
卽
ち
病
相
に
五
種
有
り
。
左さ

の
若ご

と

し
。

（
注
記
）（
一
）
四
衆
：
比び

丘く

（
出
家
の
男
性
））、
比び

丘く

尼に

（
出
家
の
女
性
）、
優う

婆ば

塞そ
く

（
在
家
の
信
男
）、
優う

婆ば

夷い

（
在
家
の
信
女
）
の
こ
と
。

（
二
）
亡
喪
：
喪
失
。

（
三
）
醫
明
：
医
方
の
明
智
。
医
学
。

（
四
）
三
寶
：
仏
・
法
・
僧
の
三
つ
の
宝
の
こ
と
。

（
五
）
果
證
：
修
行
に
よ
り
得
た
証
し
。
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一
　
飲
水
病
（
水
を
飲
む
病
い
） 

　
　
水
を
よ
く
飲
む
病
い

（
通
釈
）
こ
の
病
い
は
冷
気
か
ら
お
こ
る
。
も
し
桑
の
粥
を
食
べ
れ
ば
、
十
五
日

ほ
ど
で
必
ず
効
験
が
あ
る
。
長
い
間
、
カ
イ
（
薤
）
や
サ
ン
（
蒜
）、
ネ
ギ
（
蔥
）

を
忌
ん
で
食
べ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
鬼
魅
に
よ
る
病
い
が
加
わ
る
か
ら
で
、
他

の
方
法
で
は
、
治
験
が
あ
ら
わ
れ
な
い
。
冷
気
こ
そ
が
そ
の
根
本
原
因
な
の
で
あ

る
。（
そ
ん
な
と
き
は
）
桑
の
粥
を
食
べ
れ
ば
、
百
に
一
つ
も
平
癒
快
復
し
な
い

も
の
は
な
い
。
カ
イ
（
薤
）
を
忌
む
の
は
、（
こ
れ
を
食
べ
る
と
）
か
え
っ
て
病

状
を
悪
化
さ
せ
る
か
ら
で
あ
る
。

（
原
文
）
※
此
病
起
於
冷
氣
。
若
服
桑
粥
、
則
三
五
日
必
有
驗
。
永
忌
薤
、
蒜
、

蔥
勿
食
矣
。
鬼
病
相
加
故
、
他
方
無
驗
矣
。
以
冷
氣
為
根
源
耳
。
服
桑
粥
、
無
百

之
一
不
平
復
矣
。
忌
薤
是
還
增
故
。

（
注
）
※
此
病
起
於
冷
氣
：
初
治
本
（
寿
本
他
）
で
は
こ
の
箇
所
が
「
此
病
起
於

喫
濃
味
。
則
盬
味
爲
危
」
と
な
っ
て
お
り
、「
以
冷
氣
為
根
源
耳
」
の
文
は
な
い
。

栄
西
は
以
下
の
中
風
、
不
食
病
な
ど
も
冷
気
が
ひ
き
お
こ
す
病
い
と
記
し
、
最
後

に
「
以
上
三
種
病
、
皆
發
於
冷
氣
。
故
同
桑
治
」
と
述
べ
て
い
る
た
め
、
こ
の
項

を
冷
気
と
飲
水
病
の
関
連
を
述
べ
た
表
現
に
統
一
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
訓
読
）
此
の
病
い
は
冷
氣
よ
り
起
こ
る
。
若
し
桑
粥
を
服
す
れ
ば
、
則
ち
三
五

日
に
し
て
必
ず
驗
有
り
。
永
く
薤か

い

、
蒜さ

ん

、
蔥そ

う

を
忌い

み
て
食
ら
う
勿な

か

れ
。
鬼
病　

相

い
加
わ
る
が
故
に
、
他
方
に
驗
無
し
。
冷
氣
を
以
て
根
源
と
為
す
の
み
。
桑
粥
を

服
す
れ
ば
、
百
に
一
つ
も
平
復
せ
ざ
る
な
し
。
薤
を
忌
む
は
是
れ
還
っ
て
增
す
が

故
な
り
。

（
注
記
）（
一
）
飲
水
病
：
冷
気
と
飲
水
病
の
関
係
に
つ
い
て
は
検
討
を
要
す
る
。 

「
飲
水
病
」
は
古
来
「
消
渇
病
」
と
呼
ば
れ
た
も
の
で
、現
代
の
糖
尿
病
に
相
当
す 

る
。
古
く
は『
素
問
』奇
病
論
篇
第
四
十
七
に
、口
の
な
か
が
甘
く
感
じ
ら
れ
る
が
、

体
内
に
熱
を
持
ち
、
口
が
渇
き
、
多
く
水
を
飲
む
こ
と
、
そ
の
要
因
と
し
て
甘
美

な
も
の
を
多
食
す
る
食
事
と
肥
満
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。（『
素
問
』
奇
病
論
「
帝

曰
、
有
病
口
甘
者
、
病
名
爲
何
、
何
以
得
之
。
歧
伯
曰
、
此
五
氣
之
溢
也
。
名
曰

脾
癉
。
夫
五
味
入
口
、
藏
於
胃
、
脾
爲
之
行
其
精
氣
、
津
液
在
脾
、
故
令
人
口
甘

也
。
此
肥
美
之
所
發
也
。
此
人
必
數
食
甘
美
而
多
肥
也
。
肥
者
令
人
內
熱
、
甘
者

令
人
中
滿
、
故
其
氣
上
溢
、
轉
爲
消
渴
。
治
之
以
蘭
、
除
陳
氣
也
」）。

　

「
飲
水
」
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
唐
の
王
燾
の
『
外
臺
秘
要
方
』
巻
十
一
に

は
『
古
今
録
験
方
』
を
ひ
き
、「
古
今
録
驗
論
、
消
渇
病
有
三
。
一
渇
而
飲
水
多
、

小
便
數
、
無
脂
似
麩
片
甜
者
、
皆
是
消
渇
病
也
」
と
あ
り
、
こ
こ
に
「
飲
水
多
」

が
記
さ
れ
る
。

（
二
）
桑
：
ク
ワ
、
ソ
ウ
は
ク
ワ
科
、
落
葉
の
高
木
の
総
称
。
ロ
グ
ワ
（
ロ
ソ 

ウ
）、ヤ
マ
グ
ワ
な
ど
が
あ
る
。。
生
薬
と
し
て
は
、桑
葉
（
ソ
ウ
ヨ
ウ
、桑
の
葉
）、

桑
白
皮
（
ソ
ウ
ハ
ク
ヒ
、桑
の
根
の
皮
）、桑
椹
（
ソ
ウ
ジ
ン
、桑
の
実
）、桑
枝
（
桑

の
枝
）
な
ど
が
用
い
ら
れ
る
。
中
国
で
は
古
来
、
霊
力
、
呪
力
を
備
え
た
木
と
さ



れ
て
き
た
。

（
三
）
薤
、
蒜
、
蔥
：
薤
（
カ
イ
）
は
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
、
オ
オ
ニ
ラ
の
類
。
蒜
（
サ 

ン
）
は
ノ
ビ
ル
、
ニ
ン
ニ
ク
な
ど
の
類
。
蔥
（
ソ
ウ
）
は
ネ
ギ
の
類
。
い
ず
れ
も

ユ
リ
科
の
多
年
草
で
、
辛
味
（
五
味
の
金
）
が
強
く
、
特
有
の
香
り
が
あ
る
共
通

点
が
あ
る
。桑
の
粥
と
こ
れ
ら
の
類
の
食
べ
合
わ
せ
を
す
る
弊
害
を
述
べ
て
い
る
。

二
　
中
風
手
足
不
從
心
病
（
中
風
も
て
手
足
の
心
に
從
わ
ざ
る
の
病
）

　
　
中
風
で
手
足
が
思
う
よ
う
に
動
か
な
い
病
い

（
通
釈
）
こ
の
病
い
は
近
年
よ
り
こ
の
か
た
多
い
。
ま
た
冷
気
な
ど
が
も
と
で
起

こ
る
。
針
灸
で
血
を
出
し
た
り
、
湯
治
で
汗
を
流
す
と
、（
そ
れ
が
）
厄
害
を
も

た
ら
す
。
な
が
い
間
火
を
遠
ざ
け
、
入
浴
を
避
け
る
。
い
つ
も
通
り
風
に
あ
た
る

の
を
い
と
わ
ず
、
食
物
を
え
り
好
み
せ
ず
食
べ
、
ゆ
っ
く
り
と
桑
の
粥
や
桑
の
湯

を
服
用
す
れ
ば
、次
第
に
（
病
い
は
）
平
癒
快
復
し
て
百
に
一
つ
の
厄
害
も
な
い
。

も
し
沐
浴
を
し
た
い
時
に
は
、
桑
の
葉
を
桶
の
全
体
に
煎
じ
こ
ん
で
入
浴
す
る
と

よ
い
。
十
五
日
に
一
度
、こ
う
し
て
入
浴
す
る
。（
し
か
し
）
汗
を
流
す
ほ
ど
（
長

く
）
入
っ
て
は
い
け
な
い
。
こ
れ
が
一
番
の
巧
妙
な
治
癒
法
で
あ
る
。
も
し
湯
気

が
（
体
の
）
な
か
に
入
っ
て
汗
を
流
す
と
、
か
な
ら
ず
物
が
食
べ
ら
れ
な
い
病
い

を
引
き
起
こ
す
か
ら
で
あ
る
。
冷
気
、水
気
、溫
（
湿
カ
）
気
、こ
の
三
種
の
（
病

気
の
）
治
療
法
は
こ
の
通
り
で
あ
る
。（
そ
う
し
な
い
と
）
な
お
ま
た
鬼
魅
に
よ

る
病
い
を
加
え
る
こ
と
に
な
る
。

（
原
文
）
此
病
近
年
以
來
衆
矣
。
又
起
於
冷
氣
等
。
以
針
灸
出
血
、
湯
治
流
汗
、

爲
厄
害
。
永
却
火
、
忌
浴
。
只
如
常
時
、
不
厭
風
、
不
忌
食
物
。
漫
漫
服
桑
粥
、

桑
湯
、
漸
漸
平
復
無
百
一
厄
。
若
欲
沐
浴
時
、
煎
桑
一
桶
可
浴
。
三
五
日
一
度
浴

之
、
莫
流
汗
。
是
第
一
妙
治
也
。
若
湯
氣
入
流
汗
、
則
必
成
不
食
病
故
也
。
冷
氣
、

水
氣
、
※
溫
氣
、
此
三
種
治
方
如
斯
。
尚
又
加
鬼
病
也
。

（
注
）
※
溫
氣
は
湿
氣
の
誤
ま
り
か
。

（
訓
読
）
此こ

の
病
は
近
年
よ
り
以こ
の

來か
た

衆お
お

し
。
又ま

た
冷
氣
等
よ
り
起
こ
る
。
針
灸
を

以
て
血
を
出
し
、
湯と

う

治じ

も
て
汗
を
流
さ
ば
、
厄や
く

害が
い

を
爲な

す
。
永な
が

ら
く
火
を
却し
り
ぞ

け
、

浴
す
る
を
忌
む
。
只た

だ
常
の
時
の
如
く
、
風
を
厭
わ
ず
、
食
物
を
忌
ま
ず
。
漫ま

ん

漫ま
ん

と
し
て
桑
の
粥
、
桑
の
湯
を
服
さ
ば
、
漸ぜ

ん

漸ぜ
ん

と
し
て
平
復
し
、
百
に
一
も
厄
無
し
。

若も

し
沐も

く

浴よ
く

せ
ん
と
欲
す
る
時
は
、
桑
を
一い

つ

桶そ
う

に
煎
じ
て
浴
す
べ
し
。
三
五
日
に
一

度
之こ

れ
に
浴
し
て
、
汗
を
流
す
こ
と
莫な

か

れ
。
是
れ
第
一
の
妙
治
な
り
。
若
し
湯
氣

入い

り
て
汗
を
流
さ
ば
、則す

な
わ

ち
必
ず
食
ら
わ
ざ
る
の
病
い
を
成な

す
が
故
な
り
。
冷
氣
、

水
氣
、溫
氣
、此
の
三
種
の
治
方
は
斯か

く
の
如
し
。尚な

お
又
た
鬼
病
を
加
う
る
な
り
。

（
注
記
）（
一
）
中
風
：
現
代
で
は
脳
卒
中
な
ど
に
よ
る
手
足
の
麻
痺
、
半
身
不

随
な
ど
を
い
う
が
、
そ
も
そ
も
風
に
中あ

た

る
こ
と
で
生
じ
る
病
い
と
さ
れ
た
。
外
風

は
風ふ

う

邪じ
や

を
お
こ
し
、
内
風
は
臓
腑
の
さ
ま
ざ
ま
な
病
い
を
ひ
き
お
こ
し
、
死
に
至

ら
し
め
る
こ
と
も
あ
る
と
さ
れ
た
。

　

『
素
問
』
第
二
十
八
、
通
評
虛
實
論
に
は
「
不
從
內
外
中
風
之
病
、
故
瘦
留
著 
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也
」
と
あ
る
。

（
二
）
三
五
日
：
三
×
五
で
十
五
日
を
い
う
。

三
　
不
食
病
（
食
わ
ら
ざ
る
の
病
い
） 

　
　
食
欲
が
な
く
な
る
病
い

（
通
釈
）
こ
の
病
い
は
、
ま
た
冷
気
よ
り
起
こ
る
。
入
浴
を
好
み
、
汗
を
流
し
、

火
に
あ
た
れ
ば
、厄
害
を
な
す
。
夏
も
冬
も
同
じ
よ
う
に
、涼
し
く
す
る
の
が
（
病

い
に
な
ら
な
い
）巧
妙
な
方
法
で
あ
る
。
ま
た
桑
の
粥
や
桑
の
湯
を
服
用
す
れ
ば
、

次
第
に
平
癒
す
る
。
も
し
急
に
治
そ
う
と
し
て
灸
治
や
湯
治
を
す
る
と
、
ま
す
ま

す
（
身
体
は
）
弱
く
な
り
平
癒
、
快
復
す
る
こ
と
は
な
い
。

（
原
文
）
此
病
、
復
起
於
冷
氣
。
好
浴
、
流
汗
、
向
火
、
爲
厄
。
夏
、
冬
同
、
以

涼
身
爲
妙
術
。
又
服
桑
粥
、
湯
、
漸
漸
平
愈
。
若
欲
急
差
、
灸
治
、
湯
治
、
彌
弱

無
平
復
矣
。

（
訓
読
）
此こ

の
病
い
は
、
復ま

た
冷
氣
よ
り
起
こ
る
。
浴
す
る
を
好
み
、
汗
を
流
し
、

火
に
向
わ
ば
、
厄
を
爲
す
。
夏
、
冬
同
じ
く
、
身
を
涼さ

ま

す
を
以
て
妙
術
と
爲
す
。

又ま

た
桑
の
粥
、
湯
を
服
さ
ば
、
漸ぜ
ん

漸ぜ
ん

と
し
て
平へ
い

愈ゆ

す
。
若も

し
急
に
差い
や

さ
ん
と
欲
し

て
、
灸き

ゆ
う

治じ

、
湯と

う

治じ

す
れ
ば
、
彌い

よ

い
よ
弱
く
し
て
平
復
す
る
こ
と
無
し
。

（
注
記
）（
一
）
桑
粥
湯
：
宋
の
唐
慎
微
の
『
証
類
本
草
』
巻
第
十
三
に
桑
葉
汁

の
効
用
に
つ
い
て
記
さ
れ
る
。（「
今
按
陳
藏
器
本
草
云
、
桑
葉
汁
、
主
霍
亂
腹
痛

吐
下
。
冬
月
用
乾
者
濃
煮
服
之
。
研
取
白
汁
合
金
瘡
、
又
主
小
兒
吻
瘡
」）。

（
通
釈
）
以
上
の
三
種
の
病
い
（
飲
水
病
、
中
風
、
不
食
病
）
は
皆
冷
気
か
ら
お

こ
る
。
ゆ
え
に
、
同
じ
よ
う
に
桑
で
治
す
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
（
ま
た
）
末
世
に

は
、
鬼
魅
に
と
り
つ
か
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
だ
か
ら
、
桑
を
用
い
て
こ
れ
ら

の
病
い
を
治
す
の
で
あ
る
。
桑
の
下
に
は
鬼
の
類
は
や
っ
て
こ
な
い
（
と
い
わ
れ

て
い
る
）。
ま
た
（
桑
は
）
仙
薬
の
筆
頭
で
あ
る
。
疑
っ
て
は
な
ら
な
い
。

（
原
文
）
以
上
三
種
病
、
皆
發
於
冷
氣
。
故
同
桑
治
。
是
末
代
、
多
鬼
魅
所
著
。

故
以
桑
治
之
。
桑
下
鬼
類
不
來
。
又
仙
藥
上
首
也
。
勿
疑
矣
。

（
訓
読
）
以
上
三
種
の
病
い
は
、皆
冷
氣
よ
り
發
す
。
故
に
同
じ
く
桑
も
て
治な

お

す
。

是
れ
末
代
、
多
く
鬼
魅
に
著つ

か
る
。
故
に
桑
を
以
て
之
れ
を
治
す
。
桑
の
下
に
は

鬼
類
來
た
ら
ず
。
又
た
仙
藥
の
上じ

よ
う

首し
ゆ

な
り
。
疑
う
こ
と
勿な

か

れ
。

（
注
記
）（
一
）
桑
の
下
に
は
鬼
類
來
た
ら
ず
。
：
唐
の
孫
思
邈
『
備
急
千
金
要 

方
』
巻
第
九
、
傷
寒
例
第
一
に
は
、
桃
樹
、
松
葉
、
赤
小
豆
な
ど
と
同
じ
く
、
桑

根
が
殺
鬼
、
辟
邪
の
効
用
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
る
。（「
又
方
正
月
旦
、
取
東
行
桑

根
大
如
指
長
七
寸
、
以
丹
塗
之
懸
門
戸
上
、
又
令
人
帶
之
」）。

（
二
）
又
た
仙
藥
の
上
首
な
り
。
：
宋
の
唐
慎
微
の
『
証
類
本
草
』
巻
第
十
三
に

は
、
桑
が
仙
薬
と
称
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
仙
薬
と
し
て
の
功
能
が
あ
る
こ
と
が
記

さ
れ
る
。「
仙
經
云
、
一
切
仙
藥
、
不
得
桑
煎
不
服
」「
桑
葉
可
常
服
。
神
仙
服
食 

方
、
以
四
月
桑
茂
盛
時
採
葉
、
又
十
月
霜
後
、
三
分
二
分
已
落
時
、
一
分
在
者
、



名
神
仙
葉
、
即
採
取
」）。

四
　
瘡
病
（
瘡そ
う

の
病
い
） 

　
　
で
き
も
の
が
で
き
る
病
い

（
通
釈
）
近
年
こ
の
か
た
、
こ
の
病
い
は
水
気
等
に
よ
る
雑
然
と
し
た
熱
か
ら
発

症
す
る
。
こ
れ
は
疔ち

よ
う

や
癰よ

う

と
い
っ
た
（
皮
膚
や
皮
下
の
）
は
れ
も
の
で
は
な
い
。

し
か
し
人
々
は
そ
の
こ
と
を
認
識
せ
ず
、
多
く
（
治
療
法
を
）
誤
っ
て
い
る
。
た

だ
（
こ
の
病
い
は
）
冷
気
、
水
気
か
ら
発
症
し
て
い
る
の
で
、
大
き
な
瘡
（
で
き

も
の
）
も
小
さ
な
瘡
も
み
な
火
に
負
け
な
い
。
こ
の
た
め
、
人
は
皆
疑
っ
て
（
そ

れ
を
）
悪
性
の
瘡
と
す
る
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
愚
か
な
こ
と
で
あ
る
。（
こ
の

病
い
に
）
灸
を
す
え
る
と
、
火
の
毒
を
も
た
ら
し
て
、
た
だ
ち
に
腫
れ
が
増
す
。

火
の
毒
で
は
治
す
こ
と
は
で
き
な
い
。（
ま
た
）ダ
イ
オ
ウ（
大
黄
）や
冷
た
い
水
、

冷
た
い
石
な
ど
、
冷
や
す
作
用
の
あ
る
も
の
は
（
か
え
っ
て
）
悪
化
さ
せ
る
。
灸

で
火
熱
を
加
え
る
と
、（
患
部
は
）
ま
す
ま
す
腫
れ
、（
逆
に
）
冷
や
せ
ば
（
腫
れ

が
）
ま
す
ま
す
大
き
く
な
る
。
疑
っ
て
か
か
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
を
斟
酌
す
べ

き
で
あ
る
。

　

も
し
、
瘡
（
で
き
も
の
）
が
で
き
た
な
ら
、
そ
れ
が
硬
く
て
も
柔
ら
か
く
て
も
、

良
性
で
も
悪
性
で
も
、
ゴ
シ
ツ
（
牛
膝
）
の
根
を
た
た
い
て（
汁
を
）絞
り
、
そ
の

汁
を
瘡
に
つ
け
、
乾
い
た
ら
ま
た
（
繰
り
返
し
て
）
つ
け
る
と
、
そ
の
周
囲
は
腫

れ
な
い
。（
で
き
も
の
が
）熟
し
て
破
れ
、大
事
に
至
る
こ
と
な
く
膿
汁
が
出
れ
ば
、

キ
サ
サ
ゲ
の
葉
（
楸
葉
）
を
つ
け
よ
。
す
る
と
悪
性
の
毒
の
汁
は
皆
出
て
い
く
。

世
間
の
人
は
（
こ
の
場
合
）、
シ
ャ
ゼ
ン
ソ
ウ
（
車
前
草
）
を
用
い
る
が
、
こ
れ
は 

も
っ
と
も
い
け
な
い
こ
と
で
、
な
が
く
こ
れ
を
忌
み
避
け
て
い
る
。
桑
の
粥
、
桑

の
湯
、
五ご

香こ
う

煎せ
ん

を
服
用
せ
よ
。
も
し
（
で
き
も
の
が
）
固
く
な
っ
た
な
ら
、
か
な

ら
ず
灸
を
す
え
る
。（
そ
の
場
合
）
灸
治
の
方
法
に
よ
っ
て
灸
を
す
え
て
よ
い
。

　

（
俗
に
）
い
う
、
最
初
に
瘡
を
見
つ
け
た
ら
、
サ
ン
（
蒜
）
を
横
切
り
に
し
て

銭
く
ら
い
の
厚
さ
に
し
、
瘡
の
上
に
お
く
。
モ
グ
サ
（
艾
）
を
堅
く
押
し
つ
け
、

小
豆
ほ
ど
の
大
き
さ
に
し
て
、
サ
ン
（
蒜
）
の
上
に
灸
を
す
え
よ
。
サ
ン
（
蒜
）

が
焦
げ
た
ら
、
取
り
替
え
よ
。
皮
と
肉
を
破
ら
な
い
よ
う
に
す
る
の
が
コ
ツ
で
あ

る
、
と
。（
そ
れ
が
）
百
回
に
及
ぶ
と
、（
で
き
も
の
は
）
し
ぼ
み
、
火
気
の
熱
さ

を
感
じ
な
く
な
り
、
か
な
ら
ず
効
果
が
あ
ら
わ
れ
る
。
灸
を
し
た
あ
と
後
に
、
ゴ

シ
ツ
（
牛
膝
）
の
汁
か
、
あ
る
い
は
キ
サ
サ
ゲ
の
葉
を
つ
け
る
と
よ
い
。
な
お

シ
ャ
ゼ
ン
ソ
ウ
（
車
前
草
）
は
つ
け
て
は
い
け
な
い
。
も
し
つ
け
る
と
、
周
囲
の

腫
れ
も
の
が
、
そ
の
た
め
に
悪
性
の
膿
汁
を
出
さ
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
日
本

で
は
、
シ
ャ
ゼ
ン
ソ
ウ
（
車
前
草
）
を
用
い
る
が
、（
そ
れ
は
）
薬
の
特
性
を
知

ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
忌
み
避
け
る
べ
き
で
あ
る
。
云
々
、
と
い
う
。
ま
た
バ 

シ
ョ
ウ
（
芭
蕉
）
の
根
が
あ
る
な
ら
ば
、す
ぐ
れ
た
効
き
目
が
あ
る
。
み
な
瘡
（
は

れ
も
の
）
の
妙
薬
で
あ
る
。

（
原
文
）
近
年
以
來
此
病
發
於
水
氣
等
雜
熱
也
。
非
疔
、
非
癰
。
然
人
不
識
而
多
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悞
矣
。
但
自
冷
氣
、
水
氣
發
故
、
大
小
瘡
皆
不
負
火
。
依
此
、
人
皆
疑
爲
惡
瘡
。

尤
愚
也
。
灸
則
得
火
毒
、
卽
腫
增
。
火
毒
無
能
治
者
。
大
黃
、
寒
水
、
寒
石
、
寒

爲
厄
。
依
灸
彌
腫
、
依
寒
彌
增
。
可
恠
、
可
斟
酌
。

　

若
瘡
出
、
則
不
問
強
軟
、
不
知
善
惡
、
牛
膝
根
擣
絞
、
以
汁
傅
瘡
、
乾
復
傅
、

則
傍
不
腫
。
熟
破
無
事
濃
汁
出
、
付
楸
葉
。
惡
毒
之
汁
皆
出
。
世
人
用
車
前
草
、

尤
非
也
、
永
忌
之
。
服
桑
粥
、
桑
湯
、
五
香
煎
。
若
强
須
灸
。
依
方
可
灸
之
。

　

謂
、
初
見
瘡
時
、
蒜
橫
截
、
厚
如
錢
厚
、
付
瘡
上
。
艾
堅
押
、
如
小
豆
大
、
灸

蒜
上
。
蒜
焦
、
可
替
。
不
破
皮
肉
爲
祕
方
。
及
一
百
壯
卽
萎
。
火
氣
不
答
、
必
有

驗
。
灸
後
付
牛
膝
汁
、
并
可
付
楸
葉
。
尚
不
可
付
車
前
草
。
付
則
傍
腫
依
不
出
惡

汁
故
。
日
本
多
用
車
前
草
、
不
識
藥
性
故
也
。
可
忌
。
云
々
。
又
有
芭
蕉
根
、
神

効
矣
。
皆
瘡
妙
藥
也
。

（
訓
読
）
近
年
よ
り
以こ

の

來か
た

、
此こ

の
病
い
は
水
氣
等
の
雜
熱
よ
り
發は

つ

す
る
な
り
。
疔ち

よ
う

に
非あ

ら

ず
、癰よ

う

に
非
ず
。
然し

か

れ
ど
も
人
は
識し

ら
ず
し
て
多
く
悞あ

や

ま
れ
り
。
但た

だ
冷
氣
、

水
氣
よ
り
發
す
る
が
故
に
、
大
小
の
瘡そ

う　

皆
火
に
負
け
ず
。
此こ

れ
に
依よ

り
て
、
人

皆
疑
い
て
惡あ

く

瘡そ
う

と
爲な

す
。
尤も

つ
とも

愚
な
り
。
灸
す
れ
ば
、
則す

な
わ

ち
火
毒
を
得え

て
、
卽す

な
わ

ち

腫は

れ
增
す
。
火
毒
は
能
く
治な
お

す
こ
と
無
し
。
大
黃
、
寒
水
、
寒
石
な
ど
、
寒
な
る

は
厄
を
爲
す
。
灸
に
依よ

ら
ば
彌い
よ

い
よ
腫
れ
、
寒
に
依
ら
ば
彌
い
よ
增
す
。
恠あ
や

し
む

べ
し
。
斟し

ん

酌し
や
く

す
べ
し
。

　

若も

し
瘡そ

う

出い

づ
れ
ば
、
則
ち
強き

よ
う

軟な
ん

を
問
わ
ず
、
善
惡
を
知
ら
ず
、
牛ご

膝し
つ

の
根
を
擣つ

き
絞し

ぼ

り
、
汁
を
以も

つ

て
瘡
に
傅つ

け
、
乾
か
し
て
復
た
傅
く
れ
ば
、
則
ち
傍か

た
わ

ら
腫
れ

ず
。
熟じ
ゆ
く

し
破
れ
て
無
事
に
濃の

う

汁じ
ゆ
う

出い

づ
れ
ば
、楸し

ゆ
う

葉よ
う

を
付
け
よ
。
惡
毒
の
汁
皆
出
づ
。

世
人
は
車し

や

前ぜ
ん

草そ
う

を
用
う
る
、
尤も
つ
と

も
非
な
り
、
永な
が

く
之
れ
を
忌
む
。
桑
の
粥か
ゆ

、
桑
の

湯と
う

、
五ご

香こ
う

煎せ
ん

を
服
せ
。
若
し
强こ

わ

ば
れ
ば
須す

べ
か

ら
く
灸
す
べ
し
。
方ほ

う

に
依よ

り
て
之
れ
を

灸
す
べ
し
。

　

謂い

え
ら
く
、
初
め
て
瘡
を
見
る
の
時
、
蒜さ

ん

を
橫
に
截き

り
、
厚
さ
は
錢
の
厚
さ
の

如
く
に
し
て
、
瘡
の
上
に
付
け
、
艾が

い

を
ば
堅
く
押
し
て
、
小
豆
の
大
き
さ
の
如
く

に
し
て
、
蒜
の
上
に
灸
せ
よ
。
蒜
焦
ぐ
れ
ば
、
替
う
べ
し
。
皮
と
肉
を
破
ら
ざ
る

を
祕
方
と
爲
す
、
と
。
一
百
壯
に
及
べ
ば
卽
ち
萎し

ぼ

み
、
火
氣
答
え
ず
し
て
、
必
ず

驗
有
り
。
灸
す
る
後
、
牛
膝
の
汁
を
付
け
、
并
び
に
楸
の
葉
を
付
く
べ
し
。
尚な

お

車
前
草
を
付
く
べ
か
ら
ず
。
付
く
れ
ば
、
則
ち
傍
ら
の
腫
は
依
り
て
惡
汁
を
出
さ

ざ
る
が
故
な
り
。
日
本
の
多
く
車
前
草
を
用
う
る
は
、
藥
性
を
識
ら
ざ
る
が
故
な

り
。
忌
む
べ
し
。
云
々
、
と
。
又
た
芭
蕉
の
根
有
ら
ば
、
神
効
あ
り
。
皆
瘡
の
妙

藥
な
り
。

（
注
記
）（
一
）
疔ち

ょ
う

：
カ
サ
。
か
さ
か
さ
し
た
腫
れ
物
。

（
二
）
癰よ

う

：
ぶ
よ
ぶ
よ
し
た
悪
性
の
腫
れ
物
。

（
三
）大
黄
：
ダ
イ
オ
ウ
。タ
デ
科
の
多
年
草
。瀉
下
作
用
、解
毒
作
用
な
ど
が
あ
る
。

（
四
）
牛
膝
：
ゴ
シ
ツ
。
イ
ノ
コ
ヅ
チ
の
類
、
ま
た
は
そ
の
乾
燥
根
を
い
う
。
ヒ

ユ
科
の
多
年
草
。

（
五
）
擣
絞
：
つ
き
し
ぼ
る
こ
と
。

（
六
）
五
香
煎
：
後
出
の
文
章
に
詳
述
。



（
七
）
強こ

わ

ば
る
：
堅
く
な
る
こ
と
。

（
八
）
蒜
：
サ
ン
。
先
述
。
ノ
ビ
ル
、
ニ
ン
ニ
ク
な
ど
の
類
。

（
九
）
艾
：
ガ
イ
。
モ
グ
サ
の
こ
と
。
ヨ
モ
ギ
の
葉
を
乾
し
た
も
の
で
灸
に
使
う
。

（
十
）
一
百
壯
：
灸
治
の
回
数
。

（
十
一
）
楸
：
キ
サ
サ
ゲ
。
ノ
ウ
ゼ
ン
カ
ズ
ラ
科
の
落
葉
高
木
。

（
十
二
）
車
前
草
：
シ
ャ
ゼ
ン
ソ
ウ
。
オ
オ
バ
コ
（
大
葉
子
）
の
類
、
ま
た
は
全

草
を
乾
燥
し
た
も
の
を
い
う
。
葉
が
大
き
い
こ
と
か
ら
オ
オ
バ
コ
と
い
う
。
オ
オ

バ
コ
科
の
多
年
草
。

（
十
三
）
芭
蕉
：
バ
シ
ョ
ウ
。
バ
シ
ョ
ウ
科
の
多
年
草
。

五
　
脚
氣
病
（
脚
氣
の
病
い
）

（
通
釈
）
こ
の
病
い
は
夕
食
に
飽
食
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
発
症
す
る
。
夜
に
な
っ

て
腹
い
っ
ぱ
い
酒
を
飲
み
、
も
の
を
食
べ
た
り
す
る
と
災
厄
を
も
た
ら
す
。
午
後

に
な
っ
た
ら
飽
食
し
な
い
こ
と
が
、
そ
の
治
療
法
で
あ
る
。
こ
の
場
合
も
ま
た
桑

の
粥
や
桑
の
湯
、
コ
ウ
リ
ョ
ウ
キ
ョ
ウ
（
高
良
薑
）、
茶
を
服
用
せ
よ
。
こ
れ
こ

そ
奇
特
な
養
生
の
巧
妙
な
治
療
法
で
あ
る
。

　

新
た
に
渡
来
し
た
医
書
に
は
、「
脚か

つ

気け

を
患
っ
て
い
る
人
は
、
朝
に
は
腹
い
っ

ぱ
い
食
べ
て
も
、
午
後
に
は
腹
い
っ
ぱ
い
に
食
べ
て
は
な
ら
な
い
。
云
々
」
と
あ 

る
。
長
い
期
間
精
進
潔
斎
し
て
い
る
人
に
は
脚
気
が
な
い
。
こ
れ
は
こ
の
こ
と
を

言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。「
近
頃
の
人
は
い
ろ
ん
な
病
気
を
脚
気
と
称
し
て
い
る
。

も
っ
と
も
愚
か
で
、
笑
う
べ
き
で
あ
る
。
病
い
の
名
を
知
っ
て
い
て
も
、
病
い
の

治
療
法
を
し
ら
な
い
。
奇
妙
な
こ
と
で
あ
る
。
云
々
」
と
あ
る
。

（
原
文
）
此
病
發
於
夕
之
食
飽
滿
。
入
夜
而
飽
酒
食
爲
厄
。
午
後
不
飽
食
、
爲
治

方
。
是
又
服
桑
粥
、
桑
湯
、
高
良
薑
、
茶
。
奇
特
養
生
妙
治
也
。

　

新
渡
醫
書
云
、
患
脚
氣
人
、
晨
飽
食
、
午
後
勿
飽
食
等
。
云
々
。
長
齋
人
無
脚

氣
。
是
此
謂
也
。
近
頃
人
、
萬
病
稱
脚
氣
。
尤
愚
也
、
可
笑
哉
。
呼
病
名
而
不
識

病
治
。
爲
奇
。
云
々
。

（
訓
読
）
此こ

の
病
い
は
夕
べ
の
食　

飽
滿
す
る
よ
り
發
す
。
夜
に
入
り
て
酒
食
に

飽
く
を
厄
と
爲
す
。
午
後
に
は
飽
食
せ
ざ
る
を
治
方
と
爲
す
。
是
れ
又
た
桑
粥
、

桑
湯
、
高
良
薑
、
茶
を
服
せ
。
奇
特
の
養
生
の
妙
治
な
り
。

　

新
た
に
渡わ

た

る
醫
書
に
云
く
、
脚
氣
を
患
う
人
は
、
晨
に
飽
食
す
と
も
、
午
後
に

は
飽
食
す
る
勿
れ
等
。
云
々
、
と
。
長
齋
の
人
に
は
脚
氣
無
し
。
是
れ
此
の
謂
い

な
り
。
近
頃
の
人
、
萬
病
を
ば
脚
気
と
稱
す
。
尤
も
愚
な
り
、
笑
う
べ
き
か
な
。

病
い
の
名
を
呼
び
て
病
い
の
治
を
識
ら
ず
。
奇
と
爲
す
。
云
々
、
と
。

（
注
記
）（
一
）
高
良
薑
：
前
述
。
ク
マ
タ
ケ
ラ
ン
の
こ
と
。

（
二
）
新
度
醫
書
：
森
鹿
三
氏
は
こ
れ
を
大
観
本
草
系
統
の
『
証
類
本
草
』
で
あ

る
と
推
定
す
る
（
先
掲
書
、
一
一
七
頁
）。

　
（
通
釈
）
以
上
の
五
種
の
病
い
は
、
す
べ
て
末
世
の
鬼
魅
が
も
た
ら
す
も
の
で
あ
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る
。
す
べ
て
桑
で
治
せ
る
こ
と
は
、
も
っ
ぱ
ら
中
国
の
医
者
か
ら
伝
授
さ
れ
た
こ

と
で
あ
る
。
ま
た
桑
の
木
は
も
ろ
も
ろ
の
仏
、
菩
薩
に
関
係
の
あ
る
樹
で
あ
る
。

こ
の
木
を
た
ず
さ
え
て
い
る
と
、
天
魔
す
ら
争
わ
ず
に
避
け
る
。
ま
し
て
や
も
ろ

も
ろ
の
鬼
魅
が
近
づ
い
て
寄
り
つ
く
こ
と
は
な
い
。
こ
れ
ま
で
、
中
国
の
医
者
か

ら
の
口
伝
を
習
得
し
て
も
ろ
も
ろ
の
病
い
を
治
し
た
が
、す
べ
て
効
験
が
あ
っ
た
。

　

近
年
よ
り
こ
の
か
た
、
人
は
皆
冷
気
に
よ
っ
て
（
心
身
を
）
お
か
さ
れ
て
い
る

の
で
、
桑
は
そ
の
絶
妙
な
治
療
法
と
な
る
。（
人
は
）
こ
の
主
旨
を
知
ら
な
い
で
、

多
く
若
死
に
を
招
い
て
い
る
。（
単
な
る
）
瘡
（
で
き
も
の
）
を
惡
性
の
瘡
と
称

し
た
り
、
も
ろ
も
ろ
の
病
い
を
脚
気
と
み
な
し
た
り
し
て
、
治
す
方
法
を
知
ら
な

い
。
も
っ
と
も
気
の
毒
な
こ
と
で
あ
る
。
近
年
よ
り
こ
の
か
た
、
五
体
（
筋
、
血

脈
、
肌
肉
、
皮
、
骨
）
の
病
い
は
皆
冷
気
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
上
に
他
の

疾
病
が
と
も
な
い
加
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
意
味
を
理
解
し
て
、
こ
れ
を
治
す
な
ら

ば
、
す
べ
て
効
験
が
あ
る
。
い
ま
脚
が
痛
む
の
は
脚
気
で
は
な
い
。
こ
れ
は
ま
た

冷
気
に
よ
る
の
で
あ
る
。
桑
や
ゴ
シ
ツ
（
牛
膝
）、
コ
ウ
リ
ョ
ウ
キ
ョ
ウ
（
高
良 

薑
）
等
は
、そ
の
良
薬
で
あ
る
。
桑
に
よ
る
（
治
療
の
）
処
方
は
以
下
に
記
し
た
。

（
原
文
）
已
上
五
種
病
、
皆
末
世
鬼
魅
之
所
致
也
。
皆
以
桑
治
事
者
、
頗
有
受
口

傳
唐
醫
矣
。
又
桑
樹
是
諸
佛
菩
薩
樹
。
擕
此
木
、天
魔
猶
以
不
競
。
況
諸
餘
鬼
魅
、

附
近
乎
。
今
得
唐
醫
口
傳
治
諸
病
、
無
不
得
効
驗
矣
。

　

近
年
以
來
、
人
皆
爲
冷
氣
侵
故
、
桑
是
妙
治
方
也
。
人
不
知
此
旨
。
多
□
（
致
）

夭
害
。
瘡
稱
惡
瘡
、
諸
病
號
脚
氣
、
而
不
知
所
治
。
最
不
便
。
近
年
以
來
、
五
體

身
分
病
皆
冷
氣
也
。
其
上
他
疾
相
加
。
得
其
意
治
之
、
皆
有
驗
。
今
脚
痛
、
非
脚

氣
。
是
又
冷
氣
也
。
桑
、
牛
膝
、
高
良
薑
等
。
其
良
藥
也
。
桑
方
、
註
在
左
。

（
訓
読
）
已い

上じ
よ
う

の
五
種
の
病
い
は
、
皆
末ま

つ

世せ

の
鬼き

魅み

の
致
す
所
な
り
。
皆
桑
を
以

て
治な

お

す
事
は
、
頗す

こ

ぶ
る
口く

傳で
ん

を
唐と

う

醫い

に
受
く
る
有
り
。
又ま

た
桑
の
樹
は
是
れ
諸し

よ

佛ぶ
つ

菩ぼ

薩さ
つ

の
樹
な
り
。
此
の
木
を
擕た

ず
さ

う
れ
ば
、
天
魔
も
猶な

お
以
て
競あ

ら
そ

わ
ず
。
況い

わ

ん
や
諸し

よ

餘よ

の
鬼き

魅み

、
附ふ

し
て
近
づ
く
を
や
。
今
、
唐
醫
の
口
傳
を
得
て
諸
病
を
治な

お

す
に
、

効
驗
を
得
ざ
る
無
し
。

　

近
年
よ
り
以こ

の

來か
た

、
人
は
皆
冷
氣
の
爲た
め

に
侵お
か

さ
る
る
が
故ゆ
え

に
、
桑
は
是こ

れ
妙
治
の

方ほ
う

な
り
。
人
は
此こ

の
旨む
ね

を
知
ら
ず
、
多
く
夭よ
う

害が
い

を
致
す
。
瘡そ
う

を
ば
惡
瘡
と
稱し
よ
う

し
、

諸
病
を
ば
脚か

つ

氣き

と
號ご

う

し
て
、
治な

お

す
所
を
知
ら
ず
。
最
も
不ふ

便び
ん

な
り
。
近
年
よ
り
以

來
、
五ご

體た
い

身
分
の
病
い
は
皆
冷
氣
な
り
。
其そ

の
上
に
他
の
疾や

ま

い
相
い
加
う
。
其
の

意
を
得
て
之こ

れ
を
治
さ
ば
、
皆
驗し

る
し

有
り
。
今
脚あ

し

の
痛
む
は
脚
氣
に
非
ず
。
是
れ

又ま

た
冷
氣
な
り
。
桑
、
牛ご

膝し
つ

、
高こ

う

良り
よ
う

薑き
よ
う

等
は
、
其
の
良
藥
な
り
。
桑
の
方
、
註ち

ゆ
う

す
る
こ
と
左
に
在
り
。

（
注
記
）（
一
）
五
體
身
分
：
五
体
は
五
行
に
分
類
さ
れ
、
筋
、
血
脈
、
肌
肉
、 

皮
、
骨
の
こ
と
を
い
う
。
中
世
に
筑
前
國
の
生
西
が
著
し
た
『
五
体
身
分
集
』
と

い
う
書
（
成
立
期
不
明
）
が
あ
る
。



一
　
桑
粥
法
（
桑
の
粥
の
法
） 

　
　
桑
の
粥
を
服
用
す
る
養
生
法

（
通
釈
）
宋
朝
の
医
者
が
い
う
に
は
、
桑
の
枝
は
指
ほ
ど
の
太
さ
の
も
の
を
三
寸

に
切
り
、（
そ
れ
を
）
三
つ
か
四
つ
に
細
か
く
さ
く
。（
そ
れ
を
）
黑
豆
一
握
り
と

と
も
に
三
升
の
水
に
投
げ
い
れ
て
炊
い
て
煮
つ
め
る
。
豆
が
よ
く
煮
え
て
、
桑
が

煎
じ
出
さ
れ
た
ら
、桑
（
の
枝
）
を
と
り
除
い
て
米
を
加
え
る
。
水
の
多
少
に
よ
っ

て
米
の
量
を
加
減
し
て
薄
い
粥
に
仕
立
て
る
。
冬
の
夜
は
鷄
鳴
（
午
前
一
～
三
時

頃
）
の
時
に
、
夏
の
夜
は
夜
半
（
午
後
十
一
～
午
前
一
時
頃
）
の
初
め
に
煮
て
、

夜
明
け
に
煮
終
わ
る
よ
う
に
す
る
。
空
腹
時
に
こ
れ
を
服
用
す
る
。
塩
は
添
加
し

な
い
。
毎
朝
（
こ
れ
を
）
怠
ら
ず
服
用
せ
よ
。
長
時
間
煮
詰
め
る
と
薬
と
な
る
。

朝
に
こ
れ
を
食
べ
る
と
、
そ
の
日
は
の
ど
が
渇
か
な
い
の
で
水
を
（
ひ
っ
き
り
な

し
に
）
飲
ま
ず
、
酒
に
も
酔
わ
ず
、
身
も
心
も
安
ら
か
で
静
か
に
な
る
。
ま
こ
と

に
か
な
ら
ず
効
験
が
あ
る
。
桑
は
そ
の
年
に
生
じ
た
一
年
枝
が
も
っ
と
も
よ
い
。

根
や
茎
な
ど
の
大
き
く
な
っ
た
も
の
は
用
を
な
さ
な
い
。
桑
の
粥
は
す
べ
て
も
ろ

も
ろ
の
病
い
の
薬
と
な
る
。
と
り
わ
け
（
先
に
述
べ
た
）
飲
水
、
中
風
、
不
食
の

病
い
の
良
薬
で
あ
る
。

（
原
文
）
宋
朝
醫
曰
、桑
枝
如
指
三
寸
截
、三
、四
細
破
。
黑
豆
一
把
俱
投
水
三
升
、

炊
料
煮
之
。
豆
熟
桑
被
煎
、
卽
却
桑
加
米
。
依
水
多
少
、
計
米
多
少
、
作
薄
粥
也
。

冬
夜
鷄
鳴
期
、
夏
夜
夜
半
初
煮
、
夜
明
煮
畢
。
空
心
服
之
、
不
添
鹽
。
每
朝
勿
懈
。

久
煮
爲
藥
也
。
朝
食
之
、
則
其
日
不
引
水
。
不
醉
酒
、
身
心
靜
也
。
信
必
有
驗
。

桑
當
年
生
枝
尤
好
。
根
莖
大
不
中
用
。
桑
粥
、
摠
衆
病
藥
。
別
飲
水
、
中
風
、
不

食
之
良
藥
也
。

（
訓
読
）
宋
朝
の
醫い

の
曰い

わ

く
、
桑
の
枝
を
ば
指
の
如
く
三
寸
に
截き

り
、
三
、四
に

細
か
く
破さ

く
。
黑
豆
一い

つ

把は

と
俱と

も

に
水
三
升
に
投
じ
、
炊
料
し
て
之こ

れ
を
煮
る
。
豆

　

熟
し
て
桑　

煎
ぜ
ら
る
れ
ば
、
卽す

な
わ

ち
桑
を
却し

り
ぞ

け
て
米
を
加く

わ

う
。
水
の
多
少
に
依よ

り
て
米
の
多
少
を
計
り
、
薄
い
粥
を
作
る
な
り
。
冬
の
夜
は
鷄
鳴
の
期
に
、
夏
の

夜
は
夜
半
の
初
め
に
煮
て
、
夜
明
く
れ
ば
煮
畢お

わ

る
。
空く
う

心し
ん

に
之
れ
を
服
し
、
鹽し
お

を

添
え
ず
。
每
朝
懈お

こ
た

る
こ
と
勿な
か

れ
。
久
し
く
煮
れ
ば
藥
と
爲な

る
。
朝
に
之
れ
を
食く

ら

わ
ば
、
則
ち
そ
の
日
は
水
を
引
か
ず
、
酒
に
醉よ

わ
ず
、
身
心
靜
か
な
り
。
信ま

こ
と

に
必

ず
驗
有
り
。
桑
は
當と

う

年ね
ん

に
生
ず
る
枝
尤も

つ
と

も
好
し
。
根
や
莖く

き

の
大
な
る
は
用
い
る
に

中あ
た

ら
ず
。
桑
の
粥
は
摠そ

う

じ
て
衆あ

ま
た

の
病
い
の
藥
た
り
。
別わ

け

て
も
飲
水
、
中
風
、
不
食

の
良
藥
な
り
。

（
注
記
）（
一
）
一
把
：
一
握
り
。

（
二
）
期
：
時
、
折
。

（
三
）
鶏
鳴
：
午
前
一
～
三
時
頃
。

（
四
）
夜
半
：
午
後
十
一
～
午
前
一
時
頃
。

（
五
）
空
心
：
空
腹
の
こ
と
。

（
六
）
水
を
引
く
：
水
が
飲
み
た
く
な
る
、
の
ど
が
渇
く
こ
と
。
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一
　
服
桑
木
法
（
桑
の
木
を
服
す
る
法
） 

　
　
桑
の
木
を
服
用
す
る
養
生
法

（
通
釈
）
の
こ
ぎ
り
で
（
桑
の
木
を
）
裁
断
し
て
木
屑
に
し
て
、
五
本
の
指
で
こ

れ
を
つ
ま
み
、
上
質
の
酒
に
投
げ
い
れ
て
、
こ
れ
を
飲
む
。
女
性
の
血
の
道
に
も

効
き
目
が
あ
る
。
体
の
な
か
、
腹
の
な
か
の
病
い
も
治
ら
な
い
も
の
は
な
い
。
こ

れ
は
神
仙
術
で
も
あ
る
。（
そ
の
効
能
を
）
信
じ
な
く
て
は
い
け
な
い
。
常
に
こ

れ
を
服
用
す
る
と
、
長
生
き
し
て
病
い
に
か
か
ら
な
く
な
る
。

（
原
文
）
鋸
截
屑
細
、以
五
指
撮
之
。
投
美
酒
飲
之
。
女
人
血
氣
能
治
之
。
身
中
、

腹
中
萬
病
無
不
差
。
是
仙
術
也
。
不
可
不
信
矣
。
恆
服
得
長
壽
無
病
也
。

（
訓
読
）
鋸

の
こ
ぎ
り

も
て
截き

り
て
屑せ

つ

細さ
い

し
、
五
指
を
以
て
之
れ
を
撮つ

ま

み
、
美
酒
に
投
じ
て

之
れ
を
飲
む
。
女
人
の
血
氣
も
能よ

く
之こ

れ
を
治な

お

す
。
身
中
、
腹
中
の
萬
病
も
差い

え

ざ
る
な
し
。
是こ

れ
仙
術
な
り
。
信
ぜ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
恆つ
ね

に
服
さ
ば
長
壽
、
無
病

を
得
る
な
り
。

（
注
記
）（
一
）
屑
：
細
か
い
か
け
ら

（
二
）
是
れ
仙
術
な
り
。
：
桑
樹
が
仙
術
と
関
係
し
た
こ
と
は
先
述
。
宋
の
唐
慎

微
の
『
證
類
本
草
』
巻
第
十
三
に
も
、
桑
が
仙
薬
と
称
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
る
。

一
　
桑
煎
法
（
桑そ
う

煎せ
ん

の
法
） 

　
　
桑
（
の
枝
）
を
煎
じ
て
服
用
す
る
養
生
法

（
通
釈
）
桑
の
枝
を
二
分
ぐ
ら
い
に
切
り
、
こ
れ
を
（
火
に
あ
ぶ
っ
て
）
乾
燥
さ

せ
る
。
木
の
角
が
こ
げ
る
ぐ
ら
い
に
乾
燥
さ
せ
て
砕
く
と
よ
い
。（
そ
れ
を
）
三

升
か
五
升
入
る
袋
の
中
に
置
い
て
お
く
。
長
く
置
け
ば
置
く
ほ
ど
よ
い
。
必
要
な

時
に
一
升
ほ
ど
の
水
に
木
片
を
半
合
ほ
ど
入
れ
る
。
こ
れ
を
煎
じ
て
服
用
す
る
。

あ
る
い
は
燥
か
さ
ず
煎
じ
て
服
用
し
て
も
、
差
し
支
え
が
な
い
。
生
の
木
（
の
ま

ま
用
い
て
）
も
ま
た
構
わ
な
い
。

　

新
た
に
渡
来
し
た
医
書
に
は
、「
桑
は
水
気
や
肺
気
、
風
気
に
よ
る
で
き
も
の
、

体
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
で
き
る
皮
膚
病
に
よ
る
か
ゆ
み
や
乾
燥
、
四
肢
（
手
足
）

の
け
い
れ
ん
、
の
ぼ
せ
、
め
ま
い
、
せ
き
、
口
の
渇
き
な
ど
の
疾
病
、
こ
れ
ら
を

み
な
治
す
。
常
に
服
用
す
れ
ば
、
食
べ
た
も
の
を
消
化
し
、
小
便
の
出
を
よ
く
し
、

身
を
軽
く
し
、耳
が
よ
く
聞
こ
え
目
が
よ
く
見
え
る
よ
う
に
な
る
。云
々
」と
あ
る
。

　

仙
経
に
は
、「
一
切
の
仙
薬
は
、
桑
の
煎
じ
汁
で
服
用
し
な
く
て
は
い
け
な
い
。

云
々
」
と
あ
る
。
と
り
わ
け
（
先
に
挙
げ
た
）
飲
水
、
不
食
、
中
風
（
の
病
い
）

に
は
、
も
っ
と
も
よ
く
効
く
秘
訣
で
あ
る
。

（
原
文
）桑
枝
二
分
※
計（
許
）、截
燥
之
。木
角
焦
許
燥
可
割
。置
三
升
、五
升
盛
袋
。

久
持
彌
好
乎
。
臨
時
水
一
升
許
木
半
合
許
入
之
。
煎
之
、
服
之
。
或
不
燥
煎
服
、

無
失
。
生
木
又
宜
。



　

新
渡
醫
書
云
、
桑
水
氣
、
肺
氣
、
風
氣
癰
腫
、
遍
體
風
庠
乾
燥
、
四
肢
抅
攣
、
上 

氣
、
眩
暈
、
咳
嗽
、
口
乾
等
疾
、
皆
治
之
。
常
服
消
食
、
利
小
便
、
輕
身
、
聰
明

耳
目
。
云
々
。

　

仙
經
云
、
一
切
仙
藥
、
不
得
桑
煎
不
服
。
云
々
。
就
中
、
飮
水
、
不
食
、
中
風

最
祕
要
也
。

（
注
）
※
計
：
再
治
本
（
建
本
）
は
「
許
」
に
作
る
。
こ
れ
に
従
う
。
す
ぐ
あ
と

の
文
に
「
木
角
焦
許
燥
可
割
」
と
「
許
」
と
あ
る
。

（
訓
読
）
桑
の
枝
を
二
分
許ば

か

り
、
截き

り
て
之
れ
を
燥か
わ

か
す
。
木
の
角か
ど　

焦こ
げ

る
許ば
か

り

に
燥
か
し
割さ

く
べ
し
。
三
升
、
五
升
の
盛
る
袋
に
置
き
、
久
し
く
持
す
れ
ば
彌い
よ

い

よ
好
し
。
時
に
臨
ん
で
水
一
升
許
り
に
木
半
合
許
り
、
之
れ
を
入
る
。
之
れ
を
煎

じ
て
、
之
れ
を
服
す
。
或あ

る

い
は
燥
か
さ
ず
し
て
煎
じ
て
服
す
る
も
、
失
無
し
。
生せ

い

木ぼ
く

も
又ま

た
宜よ

ろ

し
。

　

新
渡わ

た

り
の
醫
書
に
云
く
、
桑
は
水
氣
、
肺
氣
、
風
氣
の
癰よ

う

腫し
ゆ

、
遍べ

ん

體た
い

の
風ふ

う

庠し
よ
う

や

乾
燥
、
四
肢
の
抅こ

う

攣れ
ん

、
上じ

よ
う

氣き

、
眩げ

ん

暈う
ん

、
咳が

い

嗽そ
う

、
口こ

う

乾か
ん

等
の
疾や

ま

い
、
皆
之
れ
を
治な

お

す
。

常
に
服
さ
ば
食
を
消
し
、小
便
を
利
し
、身
を
輕
く
し
、耳
目
を
聰
明
に
す
。
云
々
、

と
。

　

仙
經
に
云
く
、
一
切
の
仙
藥
は
、
桑
煎
も
て
服
せ
ざ
る
を
得
ず
。
云
々
、
と
。

　

就な
か
ん
ず
く中　

飮
水
、
不
食
、
中
風
に
は
、
最
も
祕
要
な
り
。

（
注
記
）（
一
）
風
庠
：
皮
膚
病
に
よ
る
か
ゆ
み
な
ど
。
風
瘙
痒
（
ふ
う
そ
う
よ
う
）

と
も
い
う
。

（
二
）
拘
攣
：
痙
攣
、
手
足
が
ひ
き
つ
る
こ
と
。

（
三
）
眩
暈
：
か
ら
だ
が
回
っ
た
よ
う
に
な
り
め
ま
い
が
す
る
こ
と

（
四
）
咳
嗽
：
咳
、
せ
き
の
こ
と
。
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
に
よ
っ
て
ひ
き
お
こ
さ
れ 

る
。

（
五
）
新
渡
り
の
醫
書
に
云
く
、
：
先
に
挙
げ
た
宋
の
唐
慎
微
の
『
証
類
本
草
』

巻
第
十
三
に
は
、「
近
效
方
云
、
桑
煎
療
水
氣
、
肺
氣
、
腳
氣
、
癰
腫
兼
風
氣
。

桑
條
二
兩
用
大
秤
七
兩
一
物
、
細
切
如
豆
。
以
水
一
大
升
、
煎
取
三
大
合
、
如
欲

得
多
造
、准
此
增
加
、先
熬
令
香
、然
後
煎
。
每
服
肚
空
時
吃
、或
茶
湯
、或
羹
粥
、

每
服
半
大
升
、
亦
無
禁
忌
也
」「
本
方
云
、
桑
枝
、
平
、
不
冷
不
熱
。
可
以
常
服
、

療
偏
體
風
痒
、
乾
燥
、
腳
氣
、
風
氣
、
四
肢
拘
攣
、
上
氣
、
眼
暈
、
肺
氣
、
嗽
、

消
食
、
利
小
便
。
久
服
輕
身
、
聰
明
耳
目
、
令
人
光
澤
。
兼
療
口
乾
」
と
あ
る
。

（
六
）
仙
經
に
云
く
、
：
先
掲
し
た
宋
の
唐
慎
微
の
『
証
類
本
草
』
巻
第
十
三
参 

照
。

一
　
含
桑
木
法
（
桑
の
木
を
含
む
法
） 

　
　
桑
の
木
を
口
に
含
む
養
生
法

（
通
釈
）
よ
う
じ
の
よ
う
に
桑
の
木
を
削
り
、
常
に
こ
れ
を
（
口
に
）
含
ん
で
い

る
と
、
口
や
舌
、
歯
は
み
な
病
い
に
か
か
ら
な
い
。
口
の
な
か
は
常
に
か
ん
ば
し

い
香
り
が
す
る
。
天
の
神
々
は
（
そ
の
口
か
ら
発
せ
ら
れ
る
）
音
声
を
愛
で
楽
し 
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ま
れ
る
。
妖
魔
も
あ
え
て
寄
り
つ
こ
う
と
し
な
い
。
末
代
の
医
術
は
、
ど
う
手
立

て
し
て
も
こ
れ
に
は
勝
て
な
い
。
思
う
に
、
土
の
下
三
尺
あ
た
り
に
張
っ
て
い
る

根
で
（
作
っ
た
も
の
で
）
あ
れ
ば
な
お
さ
ら
よ
い
。
土
の
上
あ
た
り
の
も
の
は
毒

が
あ
る
。（
桑
の
木
を
口
に
ふ
く
ん
で
い
る
と
）
口
の
ゆ
が
み
、
目
の
ゆ
が
み
も

す
べ
て
完
治
す
る
。（
こ
れ
は
）
世
間
の
人
は
皆
知
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
土

に
接
し
て
い
る
部
分
に
は
毒
が
あ
る
の
で
、
み
な
枝
を
用
い
る
の
で
あ
る
。

（
原
文
）
如
齒
木
削
之
、
常
含
之
、
口
、
舌
、
齒
、
并
無
疾
、
口
常
香
。
諸
天
神

愛
樂
音
聲
。
魔
不
敢
附
近
。
末
代
醫
術
、
何
事
如
之
哉
。
以
、
土
下
三
尺
入
根
彌 

好
。
土
上
頗
有
毒
。
若
口
喎
、
目
喎
、
皆
治
矣
。
世
人
皆
所
知
也
、
土
際
有
毒
、

故
皆
用
枝
也
。

（
訓
読
）
齒し

木も
く

の
如ご

と

く
に
之こ

れ
を
削
り
て
、
常
に
之
れ
を
含
ま
ば
、
口
、
舌
、
齒
、

并な
ら

び
に
疾や

ま

い
無
く
、
口
は
常
に
香か

ん
ば

し
。
諸も

ろ

も
ろ
の
天
神
は
音お

ん

聲せ
い

を
愛あ

い

樂ら
く

す
。
魔
も

敢あ

え
て
附つ

き
近
よ
ら
ず
。
末
代
の
醫
術
、
何
事
か
之
れ
に
如し

か
ん
や
。
以お

も
え

ら
く
、

土
の
下
三
尺
に
入
る
根
は
彌い

よ

い
よ
好
し
。
土
の
上
は
頗す

こ

ぶ
る
毒
有
り
。
口
の
喎ゆ

が

み
、

目
の
喎
み
の
若ご

と

き
は
皆
治な

お

す
。
世
人
皆
知
る
所
な
り
。
土
の
際き

わ

に
は
毒
有
り
、
故

に
皆
枝
を
用
う
る
な
り
。

（
注
記
）（
一
）
齒
木
：
つ
ま
よ
う
じ
の
た
ぐ
い
。

（
二
）
喎
：
ゆ
が
み
。

一
　
桑
木
枕
法
（
桑
の
木
の
枕
の
法
） 

　
　
桑
の
木
の
枕
に
よ
る
養
生
法

（
通
釈
）（
桑
の
木
で
）
箱
状
の
枕
を
作
っ
て
、
枕
に
す
る
と
、
頭
痛
が
お
き
ず
、

惡
い
夢
を
見
ず
、
鬼
魅
も
寄
り
つ
こ
う
と
し
な
い
。
目
は
よ
く
見
え
る
よ
う
に
な

る
か
。
そ
の
功
能
は
ま
た
多
い
。

（
原
文
）
如
箱
造
可
用
枕
。
枕
之
、
則
無
頭
風
。
不
見
惡
夢
。
鬼
魅
不
附
近
。
目

明
乎
。
功
能
亦
多
矣
。

（
訓
読
）
箱
の
如ご

と

く
に
造
り
て
枕
に
用
う
べ
し
。
之
れ
に
枕
せ
ば
、
則
ち
頭ず

風ふ
う

は

無
く
、
惡
夢
を
見
ず
。
鬼き

魅み

は
附つ

き
近
よ
ら
ず
。
目　

明
ら
か
な
ら
ん
か
。
功
能

亦ま

た
多
し
。

一
　
服
桑
葉
法
（
桑
の
葉
を
服
す
る
の
法
） 

　
　
桑
の
葉
を
服
用
す
る
養
生
法

（
通
釈
）
四
月
の
初
め
、（
桑
の
葉
を
）
採
取
し
て
陰
干
し
す
る
。
秋
の
九
月
、

十
月
の
頃
に
は
、
三
分
の
二
（
の
葉
）
は
落
ち
る
。
残
っ
た
三
分
の
一
の
枝
（
の

葉
）
を
採
取
し
て
ま
た
陰
干
し
す
る
。（
こ
の
夏
葉
と
秋
葉
を
）
混
ぜ
合
せ
て
粉

末
す
る
方
法
は
、
茶
の
製
法
と
同
じ
で
あ
る
。
こ
れ
を
服
用
す
る
と
、
腹
の
中
の

病
い
が
な
く
な
り
、
身
も
心
も
軽
や
か
で
さ
え
る
よ
う
に
な
る
。
夏
の
葉
と
冬
の



葉
を
同
量
に
な
る
よ
う
に
秤
で
計
量
す
る
。（
こ
う
し
た
方
法
は
）
み
な
仙
人
に

な
る
方
術
と
変
わ
り
は
な
い
。

（
原
文
）
四
月
初
採
影
干
。
秋
九
月
、
十
月
、
三
分
之
二
落
。
一
分
殘
枝
、
採
又

影
干
。
和
合
、
末
一
如
茶
法
。
服
之
、
腹
中
無
疾
、
身
心
輕
利
。
夏
葉
、
冬
葉
、

等
分
、
以
秤
、
計
之
。
是
皆
仙
術
而
已
。

（
訓
読
）
四
月
の
初
め
に
採
り
て
影
に
干
す
。
秋
の
九
月
、
十
月
に
、
三
分
の
二

落
つ
。
一
分
の
殘
枝
、
採
り
て
又
た
影
に
干
す
。
和
合
し
て
末
に
す
る
こ
と
、
茶

の
法
の
如
し
。
之
れ
を
服
さ
ば
、
腹
中
に
疾
い
無
く
、
身
心
輕
利
な
り
。
夏
の
葉
、

冬
の
葉
、
等
分
し
て
、
秤は

か
り

を
以も
つ

て
之こ

れ
を
計は
か

る
。
是こ

れ
皆
仙
術
な
る
の
み
。

（
注
記
）（
一
）
桑
葉
：
桑
葉
の
性
は
寒
、
味
は
苦
、
甘
、
帰
経
は
肺
、
肝
。
清

肝
明
目
、
清
肺
潤
燥
な
ど
の
効
能
が
あ
る
。

一
　
服
桑
椹
法
（
桑そ
う

椹じ
ん

を
服
す
る
の
法
） 

　
　
桑
の
実
を
服
用
す
る
養
生
法

（
通
釈
）（
桑
の
実
は
）
熟
し
た
と
き
に
こ
れ
を
収
穫
し
、
日
に
当
て
て
乾
か
し

て
粉
末
に
す
る
。
蜂
蜜
で
（
練
り
固
め
て
）
桐
の
実
の
大
き
さ
に
丸
め
る
。
空
腹

時
に
酒
で
四
十
丸
を
服
用
す
る
。
每
日
こ
れ
を
服
用
し
て
、
長
く
続
け
る
と
、
身

は
軽
快
と
な
り
、病
気
に
か
か
ら
な
く
な
る
。
こ
れ
は
み
な
原
文
（
か
ら
の
引
用
）

で
あ
る
。
日
本
の
桑
は
や
や
効
力
が
弱
い
。

（
原
文
）
熟
時
收
之
、
日
乾
爲
末
、
以
蜜
丸
桐
子
大
。
空
心
酒
服
四
十
丸
、
每
日

服
之
。
久
服
、
身
輕
無
病
。
是
皆
本
文
耳
。
日
本
桑
頗
力
微
。

（
訓
読
）
熟
す
る
時
に
之
れ
を
收お

さ

め
、
日
に
乾
か
し
て
末ま

つ

と
爲
し
、
蜜
を
以
て
桐と

う

子し

の
大
き
さ
に
丸ま

る

む
。
空く

う

心し
ん

に
酒
も
て
服
す
る
こ
と
四
十
丸が

ん

、每
日
之
れ
を
服
す
。

久
し
く
服
さ
ば
、
身
輕
く
病
い
無
し
。
是
れ
皆
本
文
な
る
の
み
。
日
本
の
桑
は
頗

る
力
微び

な
り
。

（
注
記
）（
一
）
桑
椹
：
ソ
ウ
ジ
ン
は
桑
の
実
。
性
は
寒
、
味
は
甘
、
酸
、
帰
経 

は
心
、
肝
、
腎
で
あ
る
。

一
　
服
高
良
薑
法
（
高こ
う

良り
よ
う

薑き
よ
う

を
服
す
る
の
法
） 

　
　
高
良
薑
を
服
用
す
る
養
生
法

（
通
釈
）
此
の
薬
は
宋
国
の
高こ

う

良り
よ
う

郡ぐ
ん

に
産
出
す
る
。
中
国
、
契き

つ

丹た
ん

、
高こ

う

麗ら
い

は
同

じ
く
こ
れ
を
貴
重
な
も
の
と
し
て
い
る
。末
世
の
妙
薬
は
た
だ
こ
れ
だ
け
で
あ
る
。

近
頃
の
万
病
を
治
療
す
る
と
、
必
ず
効
き
目
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
（
こ
の
）
細
か

い
粉
末
、
さ
じ
一
杯
を
、
酒
に
投
入
し
て
、
こ
れ
を
服
用
す
る
。
断
酒
を
し
て
い

る
人
は
、
湯
、
水
、
粥
、
米
飯
と
混
ぜ
あ
わ
せ
て
こ
れ
を
服
用
す
る
。
ま
た
こ
れ

を
煎
じ
て
服
用
し
て
も
、い
ず
れ
で
も
よ
か
ろ
う
か
。（
分
量
の
）
多
少
や
（
効
き 

目
）
の
早
い
遅
い
は
（
人
に
よ
っ
て
）
違
い
が
あ
る
の
で
、
効
き
目
が
現
わ
れ
た

ら
止
め
れ
ば
よ
い
。
こ
れ
に
は
ま
っ
た
く
毒
が
な
い
。
每
日
服
用
す
る
と
、
歯
の
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動
く
痛
み
、
腰
の
痛
み
、
肩
の
痛
み
、
腹
中
の
あ
ら
ゆ
る
病
い
、
こ
れ
ら
を
す
べ

て
治
す
。
脚
や
膝
の
疼
痛
、
一
切
の
骨
の
痛
み
、
い
ち
い
ち
こ
れ
も
治
す
。「
す

べ
て
の
薬
を
止
め
て
、
茶
と
コ
ウ
リ
ョ
ウ
キ
ョ
ウ
（
高
良
薑
）
だ
け
を
服
用
す
る

と
、病
い
は
な
く
な
る
。
云
々
」
と
あ
る
。
近
年
は
冷
気
が
（
よ
く
人
を
）
侵
す
。

そ
こ
で
治
療
試
験
を
し
て
み
た
と
こ
ろ
間
違
い
な
く
効
き
目
が
あ
っ
た
。

（
原
文
）
此
藥
出
於
大
宋
國
高
良
郡
。
唐
土
、
契
丹
、
高
麗
同
貴
重
之
。
末
世
妙

藥
、
只
是
計
也
。
治
近
頃
萬
病
、
必
有
効
。
卽
細
末
、
一
錢
投
酒
、
服
之
。
斷
酒

人
、
以
湯
、
水
、
粥
、
米
飯
服
之
。
又
煎
服
之
皆
好
乎
。
多
少
、
早
晚
、
答
以
爲
期
。

更
無
毒
。
每
日
服
、
齒
動
痛
、
腰
痛
、
肩
痛
、
腹
中
萬
病
、
皆
治
之
。
脚
膝
疼
痛
、

一
切
骨
痛
、
一
一
治
之
。
捨
百
藥
、
而
唯
茶
與
高
良
薑
服
無
病
。
云
々
。
近
年
冷

氣
侵
故
也
。
治
試
無
違
耳
。

（
訓
読
）
此こ

の
藥
は
大だ

い

宋そ
う

國こ
く

の
高こ

う

良り
よ
う

郡ぐ
ん

よ
り
出い

ず
。
唐
土
、
契き

つ

丹た
ん

、
高こ

う

麗ら
い

同
じ

く
之こ

れ
を
貴
重
す
。
末
世
の
妙
藥
は
、
只た

だ
是
れ
計ば

か

り
な
り
。
近
頃
の
萬ま

ん

病び
よ
う

を
治

す
に
、
必
ず
効
有
り
。
卽
ち
細
か
く
末ま

つ

に
し
、
一い

つ

錢せ
ん

を
ば
酒
に
投
じ
、
之
れ
を
服

す
。
酒
を
斷
つ
人
は
湯と

う

、
水す

い

、
粥し

ゆ
く

、
米べ

い

飯は
ん

を
以
て
之
れ
を
服
す
。
又
た
煎せ

ん

じ
て
之

れ
を
服
す
る
も
皆
好よ

か
ら
ん
か
。
多
少
、
早そ
う

晚ば
ん

は
、
答
う
る
を
以も

て
期き

と
爲な

す
。

更さ
ら

に
毒
無
し
。
每
日
服
さ
ば
、
齒は

動
く
の
痛
み
、
腰
の
痛
み
、
肩
の
痛
み
、
腹
中

の
萬ま

ん

病び
よ
う

、
皆
之
れ
を
治な

お

す
。
脚き

や
く

膝し
つ

の
疼と

う

痛つ
う

、
一
切
の
骨
の
痛
み
、
一い

ち

一い
ち

に
之
れ
を

治
す
。
百
藥
を
捨
て
て
、唯た

だ
茶
と
高こ

う

良り
よ
う

薑き
よ
う

と
の
み
服
さ
ば
病
い
無
し
。
云
々
、と
。

近
年
は
冷
氣
侵
す
が
故
な
り
。
治ち

試し

す
る
に
違た

が

う
こ
と
無
き
の
み
。

（
注
記
）（
一
）
高
良
郡
：
南
北
朝
の
陶
弘
景
『
本
草
經
集
注
』
草
木
中
品
に
は 

「
高
良
姜
」
と
し
、「
大
溫
、
無
毒
。
主
治
暴
冷
、
胃
中
冷
逆
、
霍
亂
腹
痛
。
出
高

良
郡
。
人
腹
痛
不
止
、但
嚼
食
亦
效
。
形
氣
與
杜
若
相
似
而
葉
如
山
姜
」
と
あ
る
。

高
良
郡
は
現
在
の
広
東
省
茂
名
市
に
あ
た
る
。

（
二
）
契
丹
：
中
国
の
東
北
部
を
拠
点
と
し
た
遊
牧
民
族
と
そ
の
国
家
。

（
三
）
高
麗
：
九
一
八
年
に
王
建
が
建
国
し
一
三
九
二
年
ま
で
続
い
た
朝
鮮
半
島

の
王
朝
。

（
四
）
一
錢
：
一
銭
大
の
さ
じ
一
杯
の
量
。

（
五
）
米
飯
：
米
飲
な
ら
重
湯
の
意
。

一
　
喫
茶
法
（
茶
を
喫
す
る
の
法
） 

　
　
茶
を
喫
す
る
養
生
法

（
通
釈
）「（
茶
は
）
極
め
て
熱
い
湯
で
こ
れ
を
服
用
す
る
。
一
寸
四
方
の
匙
で
二
、

三
杯
、
多
い
少
な
い
は
好
み
に
よ
る
。
た
だ
湯
は
少
く
な
め
が
よ
い
。
そ
れ
も
ま

た
好
み
に
よ
る
。
云
々
」
と
あ
る
。

 
（
食
事
の
）
後
に
か
な
ら
ず
茶
を
飲
む
と
、
消
化
が
よ
く
な
る
。
の
ど
が
か
わ
い

た
時
は
、
た
だ
茶
を
飲
む
か
、
桑
の
湯
を
飲
む
と
よ
い
。
他
の
湯
を
飲
ん
で
は
い

け
な
い
。
桑
の
湯
と
茶
の
湯
は
飲
ま
な
い
と
、
い
ろ
ん
な
病
い
を
生
じ
る
。
茶
の

功
能
は
こ
れ
ま
で
に
記
述
し
て
い
る
。
こ
の
茶
は
諸
天
善
神
が
た
し
な
み
好
ま
れ



る
。
だ
か
ら
諸
天
善
神
に
供
え
る
の
で
あ
る
。

　

『
勧か

ん

孝こ
う

文ぶ
ん

』（『
孝
（
経
）』
の
文
）
に
は
、「
孝
子
（
親
孝
行
な
子
）
は
た
だ
親

に
供
す
る
、
云
々
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
父
母
に
病
い
も
な
く
長
生
き
し
て
も
ら
う

た
め
で
あ
る
。

　

宋
人
の
歌
に
は
、「
疫
神
は
馬
車
か
ら
降
り
て
、
茶
の
木
に
拝
礼
す
る
、
云
々
」

と
あ
る
。

　

『
本
草
拾
遺
』
に
は
、「（
の
ど
の
）
渇
き
を
と
め
、
病
い
を
除
く
。
云
々
」
と

あ
る
。
ま
こ
と
に
茶
は
貴
い
も
の
で
あ
る
。
上
（
か
み
）
は
諸
天
善
神
の
世
界
に

通
じ
、
下し

も

は
人
の
世
界
を
助
け
る
の
で
あ
る
。「
も
ろ
も
ろ
の
薬
は
お
の
お
の
一

種
の
病
い
の
薬
と
な
る
が
、
茶
は
万
病
の
薬
と
な
る
。
云
々
」
と
あ
る
。

（
原
文
）
極
熱
湯
服
之
。
方
寸
匙
二
三
匙
、多
少
隨
意
。
但
湯
少
好
。
其
又
隨
意
。

云
々
。

　

次
必
喫
茶
、
消
食
也
。
引
飮
之
時
、
唯
可
喫
茶
、
飮
桑
湯
。
勿
飮
他
湯
。
桑
湯
、

茶
湯
不
飮
、
則
生
種
種
病
。
茶
功
能
上
記
畢
。
此
茶
諸
天
嗜
愛
。
故
供
天
等
矣
。

　

勸
孝
文
云
、
孝
子
唯
供
親
。
云
々
。
是
爲
令
父
母
無
病
長
壽
也
。

　

宋
人
歌
云
、
疫
神
捨
駕
、
禮
茶
木
。
云
々
。

　

本
草
拾
遺
云
、
止
渴
、
除
病
。
云
々
。
貴
哉
、
茶
乎
。
上
通
諸
天
境
界
、
下
資

人
倫
矣
。
諸
藥
各
爲
一
種
病
之
藥
。
茶
能
爲
萬
病
藥
而
已
。
云
々
。

（
訓
読
）
極
め
て
熱
き
湯
も
て
之
れ
を
服
す
。
方ほ

う

寸す
ん

の
匙さ

じ

も
て
二
三
匙
、
多
少
は

意
に
隨し

た
が

う
。
但た

た
湯
の
少
き
は
好
し
と
す
。
其
れ
又
た
意
に
隨
う
。
云
々
、
と
。

　

次
に
必
ず
茶
を
喫
す
れ
ば
、
食
を
消
す
な
り
。
飮
を
引
く
の
時
は
、
唯た

だ
茶
を

喫
し
、
桑
の
湯
を
飮
む
べ
し
。
他
の
湯
を
飮
む
勿な

か

れ
。
桑そ
う

湯ゆ

、
茶
湯
は
飮
ま
ざ
れ

ば
、
則
ち
種
種
の
病
い
を
生
ず
。
茶
の
功
能
は
上
に
記し

る

し
畢お

わ

ん
ぬ
。
此
の
茶
は
諸

天　

嗜た
し

な
み
愛
す
。
故
に
天て

ん

等な
ど

に
供
す
。

　

勸か
ん

孝こ
う

文ぶ
ん

に
云
く
、
孝こ

う

子し

は
唯
だ
親
に
供き

よ
う

す
る
の
み
、
云
々
、
と
。
是こ

れ
父
母
を

し
て
無む

病び
よ
う

長ち
よ
う

壽じ
ゆ

た
ら
し
め
ん
が
爲た

め

な
り
。

　

宋そ
う

人ひ
と

の
歌
に
云
く
、
疫
神
は
駕が

を
捨
て
て
、
茶ち
や

木ぼ
く

に
禮れ
い

す
。
云
々
、
と
。

　

本
草
拾
遺
に
云
く
、
渴か

つ

を
止
め
、
病
い
を
除
く
。
云
々
、
と
。
貴
き
か
な
、
茶

は
。
上か

み

は
諸
天
の
境
界
に
通
じ
、
下し
も

は
人
倫
を
資た
す

く
。
諸
も
ろ
の
藥
は
各
お
の
一

種
の
病
い
の
藥
と
爲な

る
も
、
茶
は
能
く
萬
病
の
藥
と
爲な

る
の
み
。
云
々
、
と
。

（
注
記
）（
一
）
勸
孝
文
云
：『
勸
孝
文
』
の
書
と
そ
の
引
用
は
未
詳
。
た
だ
し 

『
文
昌
帝
君
元
旦
勸
孝
文
』
な
ど
、「
勸
孝
文
」
の
名
が
つ
く
書
は
み
ら
れ
る
。

（
二
）
宋
人
の
歌
：
出
典
は
不
明
。

（
三
）『
本
草
拾
遺
』：
こ
の
書
名
は
先
述
。
こ
こ
で
の
「
止
渴
、
除
疫
」
は
『
太

平
御
覧
』
茗
、「
本
草
拾
遺
曰
、
皋
盧
茗
、
苦
平
。
作
飲
止
渴
、
除
疫
、
不
睡
。

利
水
道
、
明
目
。
生
南
海
諸
山
中
。
南
人
極
重
之
」
に
み
ら
れ
る
。

61 栄西『喫茶養生記』全訳注
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一
　
服
五
香
煎
法
（
五ご

香こ
う

煎せ
ん

を
服
す
る
の
法
） 

　
　
五
香
煎
を
服
用
す
る
養
生
法

（
通
釈
）
一
は
セ
イ
モ
ッ
コ
ウ
（
青
木
香
）。
一
両
。

　

二
は
ジ
ン
コ
ウ
（
沈
香
）。
一
分
。

　

三
は
チ
ョ
ウ
コ
ウ
（
丁
香
）。
二
分
。

　

四
は
ク
ン
ロ
ク
コ
ウ
（
薰
陸
香
）。
一
分
。

　

五
は
ジ
ャ
コ
ウ
（
麝
香
）。
少
量
。

　

右
の
五
種
は
別
々
に
粉
末
に
し
て
、
後
に
混
ぜ
合
せ
る
。
毎
回
一
銭
ほ
ど
を
服

用
す
る
。
沸
湯
し
た
湯
に
混
ぜ
合
せ
て
服
用
す
る
。
五
種
類
の
香
を
合
せ
る
目
的

は
、
心
臓
を
治
療
す
る
た
め
で
あ
る
。
万
病
は
心
臓
に
起
因
す
る
。
五
種
の
（
五

味
の
）
特
性
は
苦
（
火
）
と
辛
（
金
）
で
あ
る
か
ら
、
心
臓
の
妙
薬
と
な
る
の
で

あ
る
。（
私
）
栄
西
が
、
昔
中
国
に
滞
在
し
た
時
、
天
台
山
か
ら
明
州
に
到
っ
た
。

時
に
六
月
十
日
で
あ
っ
た
。
気
候
は
極
め
て
熱
く
、
人
は
皆
気
絶
す
る
ほ
ど
で

あ
っ
た
。
そ
の
時
、
店
の
主
人
が
丁
香
一
升
に
水
一
升
半
ほ
ど
合
わ
せ
入
れ
、
長

い
時
間
を
か
け
て
二
合
ほ
ど
に
煎
じ
つ
め
た
。（
そ
れ
を
私
）
栄
西
に
与
え
て
服

用
さ
せ
て
く
れ
た
。
そ
う
し
て
い
う
に
は
、「
法
師
よ
、遠
路
を
渡
っ
て
來
ら
れ
て
、

大
汗
を
か
か
れ
た
。
お
そ
ら
く
病
い
を
発
し
て
お
ら
れ
る
。
そ
こ
で
こ
れ
を
服
用

さ
せ
る
の
で
す
。
云
々
」
と
。
そ
の
後
に
身
は
涼
し
く
清
す
が
し
く
な
り
、
心
地

は
ど
ん
ど
ん
爽
快
に
な
っ
た
。
こ
の
経
験
か
ら
、（
丁
香
が
）
大
熱
の
時
は
涼
し

く
さ
せ
、
大
寒
の
時
は
溫
か
に
さ
せ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
こ
の
五
種
の
香
は
、
そ

の
内
の
丁
香
一
種
類
だ
け
で
も
、
こ
れ
だ
け
の
効
き
目
が
あ
る
の
で
あ
る
。
心
得

て
お
か
な
く
て
は
い
け
な
い
。

（
原
文
）
一
者　

青
木
香
。
一
兩
。

　

二
者　

沈
香
。
一
分
。

　

三
者　
※
丁
子（
香
）。
二
分
。

　

四
者　

薰
陸
香
。
一
分
。

　

五
者　

麝
香
。
少
。

　

右
五
種
各
別
末
、
後
和
合
。
每
服
一
錢
、
沸
湯
和
服
。
五
香
和
合
之
志
、
爲
令

治
心
藏
也
。
萬
病
起
於
心
故
也
。
五
種
皆
其
性
苦
、
辛
、
是
故
心
藏
妙
藥
也
。
榮

西
昔
在
唐
時
、
從
天
台
山
到
明
州
。
時
六
月
十
日
也
。
天
極
熱
、
人
皆
氣
絕
。
于

時
店
主
丁
子
一
升
水
一
升
半
許
、
久
煎
二
合
許
。
與
榮
西
令
服
之
、
而
言
、
法
師

遠
涉
路
來
、
汗
多
流
。
恐
發
病
歟
。
仍
令
服
之
也
。
云
々
。
其
後
身
涼
清
潔
、
心

地
彌
快
矣
。
以
知
大
熱
之
時
涼
、
大
寒
之
時
能
溫
也
。
此
五
種
隨
一
有
此
德
。
不

可
不
知
矣
。

※
再
治
本
（
史
本
）
は
「
子
」
を
「
香
」
に
作
る
。
こ
れ
に
従
う
。

（
訓
読
）
一
は
青せ

い

木も
く

香こ
う

。
一い
つ

兩り
よ
う

。

　

二
は
沈じ

ん

香こ
う

。
一い

ち

分ぶ

。

　

三
は
丁ち

よ
う

香こ
う

。
二
分
。

　

四
は
薰く

ん

陸ろ
く

香こ
う

。
一
分
。



　

五
者　

麝じ
や

香こ
う

。
少す

こ

し
。

　

右
の
五
種
は
各
お
の
別
に
末
し
、
後
に
和
合
す
。
每ま

い

服ふ
く

一い
つ

錢せ
ん

、
沸ふ
つ

湯と
う

も
て
和
し

て
服
す
。
五ご

香こ
う

和わ

合ご
う

の
志

こ
こ
ろ
ざ

し
は
、
心し

ん

の
藏
を
治な

お

さ
し
め
ん
が
爲た

め

な
り
。
萬
病
は
心

に
起
る
が
故
な
り
。
五
種
は
皆
其そ

の
性せ

い

は
苦く

、
辛し

ん

な
り
。
是こ

の
故ゆ

え

に
心
の
藏
の
妙

藥
な
り
。
榮
西　

昔　

唐
に
在
り
し
時
、
天て

ん

台だ
い

山さ
ん

從よ

り
明
州
に
到
る
。
時
に
六
月

十
日
な
り
。
天
極
め
て
熱
く
、
人
皆
氣き

絕ぜ
つ

す
。
時
に
于お

い
て
店
主　

丁ち
よ
う

子じ

一
升
に

水
一
升
半
許ば

か

り
を
、
久
し
く
煎
じ
て
二
合
許
り
と
す
。
榮
西
に
與あ
た

え
て
之こ

れ
を
服

せ
し
め
て
、
言
わ
く
、
法
師
よ
、
遠
く
路み

ち

を
涉わ
た

り
て
來き

た
り
、
汗
多
く
流
る
。
恐お
そ

ら
く
は
病
い
を
發は
つ

す
る
か
。
仍よ
り

て
之
れ
を
服
せ
し
む
る
な
り
。
云
々
、
と
。
其そ

の

後
、
身
は
涼
し
く
清
潔
に
し
て
、
心
地
彌い

よ

い
よ
快こ

こ
ち

よ
し
。
以
て
大
熱
の
時
は
涼
し

く
、
大
寒
の
時
は
能よ

く
溫
か
な
る
を
知
る
な
り
。
此
の
五
種
は
一い

つ

に
隨し

た
が

う
も
此こ

の

德
有
り
。
知
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

（
注
記
）（
一
）五
香
煎
：
こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
る「
五
香
煎
」と
同
じ
成
分
の
も
の
で
、

「
五
香
湯
」が
あ
る
。
唐
の
孫
思
邈
の『
千
金
翼
方
』巻
第
二
十
二
、瘡
癰
上
に
は「
五

香
湯
。
主
惡
氣
毒
腫
方
。
沈
香
、丁
香
、麝
香
（
湯
成
入
）、薰
陸
香
、青
木
香
（
各

壹
兩
）。
右
伍
味
、
切
、
以
水
伍
升
煮
取
貳
升
。
分
參
服
。
不
差
、
更
合
服
、
以

湯
滓
薄
腫
上
」
と
あ
る
。
仏
教
の
儀
式
で
も
「
五
香
」
の
名
で
香
料
が
用
い
ら
れ

る
。
そ
の
種
類
は
時
代
や
文
献
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
こ
こ
に
あ
げ
ら
れ
た
も
の

も
含
ま
れ
て
い
る
。

（
二
）
青
木
香
：
先
述
。
セ
イ
モ
ッ
コ
ウ
、
ウ
マ
ノ
ス
ズ
ク
サ
科
の
ウ
マ
ノ
ス
ズ

ク
サ
（
生
薬
名
は
バ
ト
ウ
レ
イ
（
馬
兜
鈴
）
と
も
い
う
）
乾
燥
し
た
根
を
「
セ
イ

モ
ッ
コ
ウ
」
と
い
う
。
五
味
は
辛
、
苦
、
五
性
は
寒
、
帰
経
は
肺
、
胃
。
根
に
は

解
毒
、
鎮
痛
、
鎮
静
、
消
炎
作
用
な
ど
の
効
果
が
あ
る
。

（
三
）
沈
香
：
ジ
ン
コ
ウ
。
ジ
ン
チ
ョ
ウ
ゲ
科
の
常
緑
高
木
。
そ
も
そ
も
は
イ
ン 

ド
、
東
南
ア
ジ
ア
な
ど
に
分
布
す
る
香
木
。
独
特
の
香
り
が
あ
る
が
、
生
薬
と
し

て
も
用
い
ら
れ
た
。
五
味
は
辛
、
苦
、
五
性
は
微
温
。
帰
経
は
脾
、
胃
、
腎
。
古

来
悪
気
を
去
り
、
五
臓
を
補
い
、
益
精
壮
陽
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
効
能
が
あ
る
と
さ

れ
た
。
ま
た
沈
香
と
は
水
に
そ
の
木
を
浮
か
べ
る
と
沈
む
こ
と
か
ら
名
付
け
ら
れ

た
と
い
わ
れ
る
。（「
藏
器
曰
、
沉
香
。
枝
、
葉
並
似
椿
。
云
似
橘
者
恐
未
是
也
。

其
枝
節
不
朽
、
沉
水
者
為
沉
香
。
其
肌
理
有
黑
脈
、
浮
者
為
煎
香
。
雞
骨
、
馬
蹄

皆
是
煎
香
、
並
無
別
功
、
止
可
熏
衣
去
臭
」『
本
草
綱
目
』
木
部
、
香
木
類
、沉
香
）

（
四
）
丁
香
：
チ
ョ
ウ
コ
ウ
。
フ
ト
モ
モ
科
の
チ
ョ
ウ
ジ
の
花
の
つ
ぼ
み
を
乾
燥

さ
せ
た
も
の
。（
上
の
二　

茶
樹
形
、
花
葉
形
の
項
に
「
丁
香
」
の
名
が
記
載
）。

五
味
は
辛
、
五
性
は
温
。
帰
経
は
脾
、
胃
、
腎
。
食
欲
増
進
、
芳
香
健
胃
、
殺
菌

鎮
静
な
ど
の
効
果
が
あ
る
。

（
五
）
薰
陸
香
：
ク
ン
ロ
ク
コ
ウ
。
こ
れ
は
乳
香
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
す
る
説
も

あ
る
。
香
木
が
土
中
で
樹
脂
に
な
っ
た
も
の
を
称
す
る
。
晋
の
陶
弘
景
『
名
醫
別 

録
』
上
品
、
巻
第
一
、
沉
香
に
は
薰
陸
香
を
、「
薰
陸
香
、
雞
舌
香
、
藿
香
、
詹
糖 

香
、
楓
香
並
微
溫
。
悉
治
風
水
毒
腫
、
去
惡
氣
。
薰
陸
、
詹
糖
伏
尸
。
雞
舌
藿
香

治
霍
亂
、
心
痛
。
楓
香
治
風
癮
疹
癢
毒
」
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
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（
六
）
麝
香
：
ジ
ャ
コ
ウ
。
中
国
に
生
息
す
る
ジ
ャ
コ
ウ
ジ
カ
（
麝
香
鹿
）
の
雄

の
性
腺
囊
中
の
分
泌
物
を
乾
燥
し
た
も
の
と
さ
れ
る
。
古
来
よ
り
貴
重
な
香
料
と

さ
れ
、
生
薬
と
し
て
も
珍
重
さ
れ
た
。
五
味
は
辛
、
五
性
は
温
、
帰
経
は
心
、
脾
。

中
風
、
種
々
の
悪
毒
、
心
腹
暴
痛
、
痰
厥
（
痰
の
咽
喉
の
つ
ま
り
）
な
ど
諸
々
の

病
い
に
対
す
る
効
能
が
記
さ
れ
る
。『
神
農
本
草
經
』
蟲
部
に
は
、「
麝
香
、
味
辛
、

溫
。
主
辟
惡
氣
、
殺
鬼
精
物
、
溫
瘧
、
蠱
毒
癇
痙
、
去
三
蟲
。
久
服
除
邪
、
不
夢

寤
魘
寐
。
生
川
谷
山
中
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
七
）
明
州
：
現
在
の
中
国
の
華
東
地
方
、
杭
州
湾
の
南
に
あ
る
寧
波
（
ニ
ン 

ポ
ー
）
の
古
名
。
唐
代
の
遣
唐
使
船
も
こ
こ
に
入
港
し
、
宋
代
に
も
貿
易
港
と
し

て
繁
栄
し
た
。
周
辺
の
山
岳
部
で
は
茶
の
栽
培
が
盛
ん
で
あ
る
。

（
八
）
天
台
山
：
浙
江
省
に
位
置
す
る
道
教
の
霊
山
と
し
て
古
く
よ
り
知
ら
れ
て

い
た
が
、
隋
代
に
天
台
大
師
智ち

顗ぎ

が
開
山
、
天
台
宗
を
開
き
、
仏
教
の
霊
山
と
も

称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

（
通
釈
）
以
上
は
末
世
に
か
な
っ
た
養
生
法
で
あ
る
。
い
さ
さ
か
感
応
す
る
こ
と

が
あ
っ
て
記
録
し
お
え
た
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
自
分
の
考
え
で
書
い
た
も
の
で

は
な
い
。（
中
国
で
学
ん
だ
）
こ
の
方
法
で
近
ご
ろ
の
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
を
治
療

す
れ
ば
、
間
違
い
は
な
い
。
い
ろ
ん
な
処
方
の
な
か
で
、
桑
に
よ
る
治
療
法
が
優

れ
て
い
る
。
そ
れ
は
桑
が
仙
人
の
薬
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

『
本
草
』
に
、「
桑
の
枝
を
煎
じ
て
服
用
す
る
と
、
水
気
等
に
よ
る
病
い
を
治 

す
。
云
々
」
と
あ
る
。
前
に
こ
れ
は
詳
述
し
た
。
要
点
だ
け
を
述
べ
る
と
、
茶
を

服
用
し
、
桑
を
服
用
し
た
後
に
、
諸
薬
を
服
用
す
る
と
、
か
な
ら
ず
効
き
目
あ
る
。

『
仙
経
』
の
文
は
先
に
す
べ
て
掲
出
し
た
。
こ
れ
ら
の
記
錄
は
、す
べ
て
中
国
（
宋

の
医
者
）
か
ら
伝
授
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
疑
う
者
が
い
れ
ば
、
中
国
に
渡
り
、

尋
ね
て
問
え
ば
、
偽
り
で
な
い
こ
と
が
分
か
ろ
う
。
い
ま
人
に
役
立
て
よ
う
と
思

う
が
た
め
に
、
つ
つ
し
ん
で
記
録
し
て
こ
れ
を
奉
る
の
で
あ
る
。
今
後
こ
れ
を
改

め
て
は
な
ら
ぬ
。

（
原
文
）
上
末
世
養
生
法
。
聊
得
感
應
記
錄
畢
。
是
皆
非
自
由
之
情
。
以
此
方
治

近
比
諸
病
、
無
相
違
乎
。
諸
方
中
、
桑
治
方
勝
。
是
因
爲
仙
藥
也
。

　

本
草
云
、
煎
桑
枝
服
、
療
水
氣
等
。
云
々
。
前
出
之
。
取
要
言
之
、
服
茶
、
服

桑
之
後
、
諸
藥
服
用
、
必
有
効
驗
。
仙
經
文
先
出
畢
。
此
等
記
錄
、
皆
有
稟
承
于

大
國
乎
。
若
不
審
之
輩
、
到
大
國
詢
問
無
隱
歟
。
今
、
爲
利
生
謹
錄
上
。
後
時
不

改
矣
。

（
訓
読
）
上う

え

は
末
世
の
養
生
法
な
り
。
聊い

さ

さ
か
感
應
を
得
て
記
錄
し
畢お

わ

ん
ぬ
。
是こ

れ
皆
自
由
の
情
に
非
ず
。
此こ

の
方
を
以
て
近ち

か

比ご
ろ

の
諸
病
を
治な

お

さ
ば
、
相
違
無
か
ら

ん
か
。
諸
方
の
中
、
桑
の
治
方
勝ま

さ

る
。
是
れ
仙
藥
爲た

る
に
因よ

れ
ば
な
り
。

　

本
草
に
云い

わ
く
、
桑
の
枝
を
煎
じ
て
服
さ
ば
、
水
氣
等
を
療い
や

す
。
云
々
、
と
。

前
に
之
れ
を
出い

だ
す
。
要
を
取
り
て
之こ

れ
を
言
わ
ば
、
茶
を
服
し
、
桑
を
服
す
る

の
後
に
、
諸
藥
を
ば
服
用
せ
ば
、
必
ず
効
驗
有
り
。
仙
經
の
文
は
先
に
出
し
畢
ん

ぬ
。
此
等
の
記
錄
は
、
皆
大
国
に
稟ひ

ん

承し
よ
う

す
る
こ
と
有
り
。
若も

し
不
審
の
輩や

か
ら

は
、
大



國
に
到
り
詢た

ず

ね
問
わ
ば
隱
る
る
こ
と
無
か
ら
ん
か
。
今
、
利
生
の
爲
に
謹
ん
で
錄ろ

く

し
て
上
た
て
ま
つ

る
。
後
の
時
改
め
ざ
れ
。

喫
茶
養
生
記
卷
之
下
終
（
喫
茶
養
生
記
卷
の
下
終
わ
り
）

（
通
釈
）
こ
れ
を
記
録
し
た
後
に
、
こ
ん
な
話
を
聞
い
た
。「
茶
を
喫
す
る
人
は

痩
せ
て
病
気
に
な
る
、
云
々
」
と
。
こ
ん
な
人
は
、
す
で
に
自
分
が
迷
っ
て
い
る

こ
と
に
気
づ
い
て
い
な
い
。
ど
う
し
て
薬
の
自
然
の
用
が
分
か
ろ
う
か
。
ま
た
ど

ん
な
国
の
、
ど
ん
な
人
が
、
茶
を
喫
し
て
病
気
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
も

し
そ
の
証
拠
が
な
け
れ
ば
、
そ
ん
な
こ
と
を
い
っ
て
も
、
空
っ
ぽ
の
口
に
風
を
吸

い
込
ん
で
、
い
た
ず
ら
に
茶
を
け
な
し
て
い
る
だ
け
で
、
何
の
足
し
に
も
な
ら
な

い
。

　

ま
た
、「
高
良
薑
は
熱
の
物
で
あ
る
。
云
々
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
ど
こ
の
誰
が

薬
を
飲
ん
で
熱
を
出
し
た
の
か
。
薬
の
こ
と
も
知
ら
ず
、
病
状
も
知
ら
ず
に
、
こ

と
の
善
し
悪
し
を
説
い
て
は
い
け
な
い
。

（
原
文
）
此
記
錄
後
聞
之
、
喫
茶
人
瘦
生
病
。
云
々
。
此
人
不
知
已
所
迷
。
豈
知

藥
性
自
然
用
哉
。
復
於
何
國
、
何
人
喫
茶
生
病
哉
。
若
無
其
證
者
、
其
發
詞
、
空

口
引
風
、
徒
毀
茶
也
。
無
半
錢
利
。

　

又
云
、
高
良
薑
熱
物
也
。
云
々
。
是
誰
人
咬
而
生
熱
哉
、
不
知
藥
性
、
不
識
病

相
。
莫
說
長
短
矣
。

（
訓
読
）
此
の
記
錄
の
後
に
之
れ
を
聞
く
、
茶
を
喫
す
る
人
は
痩
せ
て
病
い
を
生

ず
。
云
々
。
と
。
此
の
人　

已す
で

に
迷
う
所
を
知
ら
ず
。
豈
に
藥
性
の
自
然
の
用
を

知
ら
ん
や
。
復ま

た
何い

ず

れ
の
国
に
お
い
て
、
何い

ず

れ
の
人
か
茶
を
喫
し
て
病
い
を
生
ぜ

ん
や
。
若も

し
其そ

の
證し

よ
う

無
き
者
は
、
其
の
詞し

を
發は

つ

す
る
に
、
空く

う

口こ
う

に
風
を
引
き
て
、

徒い
た
ず

ら
に
茶
を
毀そ

し

る
。
半は

ん

錢せ
ん

の
利
無
し
。

　

又ま

た
云い

わ
く
、
高こ

う

良り
よ
う

薑き
よ
う

は
熱
の
物
な
り
。
云
々
、
と
。
是
れ
誰
の
人
か
咬か

み

て
熱
を
生
ぜ
ん
や
。藥
性
を
知
ら
ず
、病
相
を
識し

ら
ず
し
て
、長
短
を
説
く
莫な

か
れ
。

右
喫
茶
養
生
記
、
以
白
蓮
社
空
阿
藏
本
、
遂
一
校
畢

（
右
の
喫
茶
養
生
記
は
、
白
蓮
社
空
阿
藏
本
を
以
て
、
遂
一
校
し

畢お
わ

ん
ぬ
）二

．
栄
西
『
喫
茶
養
生
記
』
と
道
教
の
養
生

（
一
）
茶
と
桑
は
養
生
の
「
仙
薬
」
︱
道
教
の
養
生
と
の
関
連
性

　

栄
西
は
、
こ
の
書
の
冒
頭
で
、「
茶
は
養
生
の
仙
薬
な
り
。
延
齢
の
妙
術
な
り
」

と
述
べ
て
い
る
。
一
方
下
巻
の
「
桑
」
の
項
で
は
、「
是
れ
仙
術
な
り
。
信
ぜ
ざ

る
べ
か
ら
ず
」（
服
桑
木
法
）、「
仙
経
に
云
く
、
一
切
の
仙
薬
は
桑
煎
も
て
服
せ

ざ
る
を
得
ず
」（
桑
煎
法
）、「
夏
の
葉
、
冬
の
葉
、
等
分
し
て
、
秤
を
以
て
之
れ

を
計
る
。
是
れ
皆
仙
術
な
る
の
み
」（
服
桑
葉
法
）、「
諸
方
の
中
、
桑
の
治
方
勝 

65 栄西『喫茶養生記』全訳注



66

る
。
是
れ
仙
薬
為
る
に
因
れ
ば
な
り
」
と
あ
り
、
仙
薬
、
仙
術
と
い
う
言
葉
が
複

数
記
載
さ
れ
る
。

　

桑
の
項
で
は
仙
薬
と
関
連
し
た
記
述
を
五
つ
も
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
「
仙
薬
」

と
い
う
言
い
か
た
は
そ
も
そ
も
仏
教
に
は
な
い
。
仙
薬
と
は
仙
人
に
な
る
薬
で
あ

る
。
神
仙
思
想
を
集
大
成
し
た
『
抱
朴
子
』
な
ど
の
道
教
の
文
献
に
あ
り
、
そ
の

内
篇
に
は
、
仙
人
に
な
る
た
め
の
仙
薬
の
処
方
や
辟
穀
な
ど
の
食
事
法
が
示
さ
れ

て
い
る
。 

そ
れ
ら
が
本
草
書
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、『
喫
茶
養
生
記
』

で
も
引
い
て
い
る
、「
仙
経
に
云
く
、一
切
の
仙
薬
は
桑
煎
も
て
服
せ
ざ
る
を
得
ず
」

（
桑
煎
法
）
は
、『
証
類
本
草
』（
巻
第
四
）
に
記
載
が
あ
る
が
、
仙
経
は
道
教
と

関
連
す
る
。

　

つ
ま
り
栄
西
が
説
く
養
生
法
は
道
教
の
養
生
法
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

栄
西
は
本
文
の
随
所
で
、
こ
の
宋
の
医
者
か
ら
口
伝
を
受
け
た
養
生
法
を
習
得

し
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
が
、
古
来
、
道
士
で
本
草
を
研
究
し
、
伝
統
医
学
を

行
う
者
は
多
く
い
た
。
た
と
え
ば
、
南
北
朝
・
斉
・
梁
の
陶
弘
景
（
四
五
六
～

五
三
六
年
）
が
い
る
。
茅ぼ

う

山ざ
ん

派
道
教
の
大
成
者
で
あ
り
、『
真し

ん

誥こ
う

』『
養
生
延
命
録
』

な
ど
多
く
の
書
物
を
著
わ
し
、
当
時
伝
わ
る
『
神
農
本
草
経
』
を
も
と
に
『
本
草

経
集
注
』
を
編
纂
し
て
い
る
。

　

ま
た
栄
西
が
修
行
の
場
と
し
て
滞
在
し
た
の
が
天
台
山
の
万
年
寺
で
あ
る
。
天

台
山
は
も
と
も
と
道
教
の
聖
地
で
も
あ
っ
た
。の
ち
に
天
台
大
師
が
開
山
と
な
り
、

仏
教
の
聖
地
に
も
な
っ
た
。
そ
う
し
た
道
教
と
仏
教
の
聖
地
が
共
存
す
る
環
境
の

な
か
で
、
栄
西
も
道
教
的
な
思
考
を
自
然
に
吸
収
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
栄

西
が
い
う
医
者
は
、
道
士
だ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

（
二
）
陰
陽
五
行
に
お
け
る
『
喫
茶
養
生
記
』
と
道
教
の
養
生
書
、『
摂
生
消
息

論
』
と
の
共
通
性

　

二
〇
一
七
年
刊
行
の
『
人
文
学
論
集
』
で
は
、
元
初
頃
の
道
教
の
道
士
、
丘
処

機
の
『
攝
生
消
息
論
』
を
全
訳
注
し
た
。
こ
の
書
の
特
徴
は
、
陰
陽
五
行
学
説
に

も
と
づ
い
た
季
節
の
養
生
法
を
指
南
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。陰
陽
五
行
学
説
は
、

中
国
伝
統
医
学
の
基
盤
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
そ
の
古
典
で
あ
る
『
素
問
』『
霊 

枢
』
に
お
い
て
も
論
及
さ
れ
て
い
る
。

　

た
と
え
ば
、『
摂
生
消
息
論
』
で
は
、
季
節
の
春
を
木
、
夏
を
火
、
秋
を
金
、

冬
を
水
と
し
、
季
節
ご
と
の
五
臓
（
肝
は
木
、
心
は
火
、
脾
は
土
、
肺
は
金
、
腎

は
水
）
の
変
化
の
特
性
、
他
に
も
五
腑
（
六
腑
）、
五
華
、
五
官
な
ど
の
変
化
の

特
徴
を
挙
げ
、
そ
の
う
え
で
各
季
節
に
必
要
な
養
生
法
、
健
康
法
、
食
事
法
を
指

南
し
て
い
る
。

　

栄
西
の
『
喫
茶
養
生
記
』
に
も
、
そ
れ
と
同
様
に
、『
陰
陽
五
行
（
木
火
土
金 

水
）
説
に
も
と
づ
い
た
養
生
法
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
書
の
冒
頭
に
、「
第

一
五
藏
和
合
門
な
る
者
は
、
尊
勝
陀
羅
尼
破
地
獄
法
祕
鈔
に
云
く
、
一
に
肝
藏
は

酸
味
を
好
み
、
二
に
肺
藏
は
辛
味
を
好
み
、
三
に
心
藏
は
苦
味
を
好
み
、
四
に
脾

藏
は
甘
味
を
好
み
、
五
に
腎
藏
は
醎
味
を
好
む
。
又
五
藏
を
以
て
五
行
に
充
つ
。



木
火
土
金
水
な
り
。
又
五
方
に
充
つ
。
東
南
西
北
中
な
り
」
と
あ
り
、
つ
い
で
、

「
肝
は
東
な
り
、
春
な
り
、
木
な
り
、
青
な
り
、
魂
な
り
、
眼
な
り
」
と
あ
る
の
も
、

陰
陽
五
行
学
説
の
五
臓
、
五
季
、
五
色
、
五
官
、
五
神
な
ど
と
の
関
係
を
示
す
も

の
で
あ
る
。

　

栄
西
は
ま
た
「
心
藏
は
是
れ
五
藏
の
君
子
な
り
、茶
は
是
れ
苦
味
の
上
首
な
り
。

苦
味
は
是
れ
諸
味
の
上
首
な
り
。
兹
れ
に
因
り
て
心
藏
は
此
の
味
を
愛
す
。
心
藏

興
ん
な
れ
ば
則
ち
諸
藏
を
安
ず
る
な
り
」
と
す
る
の
も
、
陰
陽
五
行
学
説
に
よ
る

も
の
で
、
茶
は
五
味
の
火
で
あ
る
苦
味
で
あ
る
が
、
五
臓
の
火
は
心
臓
に
あ
た
り
、

よ
っ
て
苦
味
は
心
臓
に
よ
い
と
し
て
い
る
。

　

茶
は
ツ
バ
キ
科
の
常
緑
樹
の
葉
や
茎
を
加
工
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
近
年
、
現

代
医
学
に
お
い
て
も
、
そ
の
多
様
な
効
能
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
な
か
に 

は
、
動
脈
硬
化
に
よ
る
狭
心
症
、
心
筋
梗
塞
、
脳
梗
塞
の
発
症
の
予
防
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
て
い
る
。

　

栄
西
は
ま
た
こ
の
陰
陽
五
行
学
説
を
用
い
、
仏
教
の
仏
菩
薩
、
各
部
、
結
印
、

真
言
を
そ
れ
ぞ
れ
木
火
土
金
水
に
分
類
し
て
い
る
。

（
三
）「
桑
」
を
服
用
す
る
養
生
と
神
仙
思
想

　

栄
西
が
喫
茶
を
推
奨
し
た
の
は
、
茶
が
す
ぐ
れ
た
効
能
が
あ
る
と
い
う
だ
け
で

な
く
、
禅
の
修
行
と
茶
が
深
く
結
び
つ
い
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
趙

州
禅
師
の
「
喫
茶
去
（
茶
で
も
飲
ん
で
い
け
）」
の
言
葉
に
は
、
禅
と
茶
が
ご
く

自
然
に
よ
り
そ
っ
て
い
る
か
た
ち
が
う
か
が
え
る
。

　

栄
西
は
茶
に
よ
る
養
生
法
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
献
や
詩
文
を
引
用
し
て
、
文
化

史
的
な
側
面
を
お
さ
え
な
が
ら
説
い
て
い
る
。
一
方
、
桑
に
よ
る
養
生
法
は
、
具

体
的
で
実
践
的
な
養
生
を
多
く
記
す
と
と
も
に
、
桑
の
も
つ
神
仙
的
な
要
素
に
着

図：『喫茶養生記』にみる陰陽五行の配当図
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目
し
、
桑
を
「
仙
薬
の
筆
頭
」
と
称
し
、
そ
の
桑
に
よ
る
養
生
法
を
力
説
す
る
。

　

桑
は
ク
ワ
科
の
落
葉
樹
で
あ
る
。
蚕
が
そ
の
葉
を
食
べ
る
た
め
、
養
蚕
用
の
た

め
に
植
え
ら
れ
た
が
、
人
間
の
生
活
と
親
和
性
が
高
い
植
物
で
あ
っ
た
。

　

栄
西
は
、
宋
の
医
者
か
ら
口
伝
で
桑
の
養
生
法
を
教
わ
っ
た
と
い
う
。
当
時
、

桑
の
養
生
法
は
、
栄
西
の
滞
在
し
た
地
域
で
広
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

〈
註
〉

１ 

（
原
文
）
建
保
二
年
甲
戌
、
二
月
大
、
四
日
、
己
亥
の
条
。「
将
軍
家
聊
御
病

腦
。
諸
人
奔
走
。
但
垂
（
無
）
殊
御
事
。
是
若
去
夜
御
淵
醉
餘
氣
歟
。
爰
葉

上
僧
正
候
御
加
持
之
處
、
聞
此
事
、
禰
良
藥
、
自
本
寺
召
進
茶
一
盞
、
而
相

副
一
巻
書
、令
獻
之
。
所
譽
茶
德
之
書
也
。
将
軍
家
及
御
感
悦
」。
底
本
は『
新

刊
吾
妻
鏡
』、
慶
長
元
和
年
間
本
、
巻
第
二
十
二
、
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
。

２ 

塙
保
己
一
編『
群
書
類
從
』、續
群
書
類
從
完
成
会
、一
九
三
二
年
、第
十
九
輯
、

巻
第
三
百
六
十
八
、
飲
食
部
五
所
収
。

３ 

栄
西
著
、
諸
岡
存
校
註
『
喫
茶
養
生
記
』、
法
蔵
館
、
一
九
三
九
年
／
森
鹿

三
校
註
並
び
に
解
題
「
喫
茶
養
生
記
」、
千
宗
室
監
修
『
茶
道
古
典
全
集
』

第
二
巻
、
淡
交
新
社
、
一
九
五
六
年
／
多
賀
宗
隼
『
栄
西
』、
吉
川
弘
文

館
（
人
物
叢
書
）、
一
九
八
六
年
／
林
左
馬
衛
、
安
井
香
山
著
『
茶
經
：
喫

茶
養
生
記
』、
中
国
古
典
新
書
、
明
徳
出
版
社
、
一
九
七
五
年
／
栄
西
「
原

著
」、
古
田
紹
欽
全
訳
注
『
喫
茶
養
生
記
』、
講
談
社
学
術
文
庫
、
講
談
社
、

二
〇
〇
〇
年
／
熊
倉
功
夫
、
姚
国
坤
編
『
栄
西
『
喫
茶
養
生
記
』
の
研
究
』、

世
界
茶
文
化
学
術
研
究
叢
書
２
、
宮
帯
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
／
高
橋
忠
彦

『
茶
経
・
喫
茶
養
生
記
・
茶
録
・
茶
具
図
賛
―
現
代
語
で
さ
ら
り
と
読
む
茶

の
古
典
』、
淡
交
社
、
二
〇
一
三
年
／
「
訓
読　

喫
茶
養
生
記
」（
栄
西
著
、

藤
田
琢
司
編
『
栄
西
禅
師
集
』、
禅
文
化
研
究
所
、
二
〇
一
四
年
／
岩
間
眞

知
子
『
喫
茶
の
歴
史　

茶
薬
同
源
を
さ
ぐ
る
』、
大
修
館
書
店
、
二
〇
一
五

年
／
中
尾
良
信
、
瀧
瀬
尚
純
『
栄
西　

日
本
人
の
こ
こ
ろ
の
言
葉
』、
創
元 

社
、
二
〇
一
七
年

４ 

尾
崎
正
治
、
平
木
康
平
、
大
形
徹
著
『
抱
朴
子
・
列
仙
伝
』、
角
川
書
店
、

一
九
八
八
年
参
照
。

５ 

水
野
杏
紀
・
平
木
康
平
「
元
の
丘
処
機
『
攝
生
消
息
論
』
全
訳
注
：
今
に
活

き
る
「
春
夏
秋
冬
」
四
季
折
々
の
食
養
生
法
、
健
康
法
、
病
気
の
診
断
法
と

治
療
法
の
手
引
書
」、
人
文
学
論
集
三
十
五
、
二
〇
一
七
年



初
治
本
、
再
治
本
の
概
要

　

栄
西
は
『
喫
茶
養
生
記
』
を
承
元
五
年
（
一
二
一
一
）
正
月
三
日
、
七
十
一
歳

の
と
き
に
書
き
あ
げ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
三
年
後
、
栄
西
七
十
四
歳
、
建

保
二
年
（
一
二
一
四
）
に
最
初
の
書
に
加
筆
増
補
し
た
書
を
完
成
さ
せ
た
。
現
在
、

ど
ち
ら
の
書
も
栄
西
直
筆
は
残
っ
て
お
ら
ず
、
い
く
つ
か
の
写
本
、
あ
る
い
は
刊

本
が
現
存
す
る
。『
喫
茶
養
生
記
』
を
訳
注
す
る
う
え
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ら
を

ど
う
位
置
付
け
る
か
が
重
要
で
あ
り
、
本
稿
の
最
後
に
そ
れ
ら
の
特
徴
を
簡
潔
に

述
べ
、
そ
こ
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
日
本
の
喫
茶
文
化
、
そ
し
て
栄
西
が

抱
い
た
道
教
的
養
生
観
を
簡
略
に
触
れ
て
お
き
た
い
。

　

最
初
に
書
い
た
テ
キ
ス
ト
は
「
初
治
本
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　

「
初
治
本
」と
し
て
、ま
ず
壽
福
寺
本（
鎌
倉
の
壽
福
寺〈
臨
済
宗
建
長
寺
派
で
、

開
基
は
北
条
政
子
、
開
山
は
栄
西
〉
所
蔵
の
写
本
、
現
在
は
重
文
）
が
挙
げ
ら
れ 

る
。
巻
末
に
は
「
雪
下
山
等
覺
院
」
の
印
が
あ
る
。
等
覺
院
は
神
仏
習
合
の
頃
の

鶴
岡
八
幡
宮
寺
の
坊
の
ひ
と
つ
、
南
禅
坊
（
等
覺
院
）
で
あ
る
。
明
治
の
神
仏
分

離
令
ま
で
存
在
し
た
。
こ
の
写
本
は
古
く
、
鎌
倉
末
期
か
ら
南
北
朝
頃
の
書
写
と

い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
写
本
は
影
印
さ
れ
、
茶
業
組
合
中
央
會
議
所
編
纂
『
日
本

茶
業
史
』（
茶
業
組
合
中
央
會
議
所
、
一
九
一
四
年
）
に
收
載
さ
れ
て
い
る
。

　

「
初
治
本
」
は
、
他
に
多
和
文
庫
（
香
川
県
さ
ぬ
き
市
の
多
和
神
社
の
多
和
文 

庫
）
に
も
あ
る
。「
梅（
栂
）尾
閼
伽
井
坊
」
の
記
載
に
よ
り
、
も
と
は
栂
尾
高
山

寺
の
閼
伽
井
坊
の
所
蔵
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
発
見
に
よ
り
、
壽
福
寺

本
と
校
合
さ
れ
て
初
治
本
の
原
形
へ
の
考
察
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

「
再
治
本
」
は
、
ま
ず
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
本
が
挙
げ
ら
れ
る
。
史
料
編
纂

所
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
原
本
（
写
本
）
は
「
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
震
災
で

焼
失
か
」
と
あ
る
。
失
わ
れ
た
本
は
、
寛
喜
元
年
（
一
二
二
九
）
の
写
本
を
も
と

に
、
永
仁
五
年
（
一
二
九
七
）
に
磯
長
の
僧
坊
で
宗
明
と
い
う
人
物
が
書
き
写
し

た
も
の
で
あ
る
。
磯
長
山
は
現
在
の
大
阪
府
南
河
内
郡
太
子
町
の
叡
福
寺
の
山
号

で
、
聖
徳
太
子
の
墓
所
が
あ
る
、
太
子
ゆ
か
り
の
寺
で
あ
る
。
史
料
編
纂
所
で
現

在
所
蔵
さ
れ
る
の
は
、
一
九
一
七
年
頃
の
複
本
で
あ
る
。

　

「
再
治
本
」
に
は
、
他
に
建
仁
寺
本
（
両
足
院
蔵
板
本
）
が
あ
る
。
こ
れ
は
江

戸
時
代
の
刊
本
で
、
書
名
は
『
喫
茶
養
生
記
』、
著
者
は
榮
西
禅
師
、
巻
冊
は
二

巻
一
冊
、
発
行
年
は
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）、
兩
足
院
蔵
板
、
発
行
所
は
錢
屋

五
郎
兵
衞
〈
江
戸
〉、
錢
屋
四
郎
兵
衞
〈
京
都
〉。
両
足
院
は
建
仁
寺
の
塔
頭
で
、

こ
の
刊
本
の
頒
布
に
よ
り
、『
喫
茶
養
生
記
』
の
存
在
が
世
に
広
く
知
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
こ
の
書
に
関
連
し
て
小
川
多
左
衛
門
（
柳
枝
軒
）
刊
記
本
が
あ
る
。

　

「
再
治
本
」
は
、
他
に
も
群
書
類
従
本
が
あ
る
。『
群
書
類
従
』
は
江
戸
時
代

の
塙
保
己
一
（
延
享
三
年
（
一
七
四
六
）
～
文
政
四
年
（
一
八
二
一
））
が
中
心

［
附
録
］『
喫
茶
養
生
記
』
の
諸
本
と
養
生
に
つ
い
て
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と
な
り
編
纂
さ
れ
た
叢
書
で
あ
る
。
こ
の
『
喫
茶
養
生
記
』
の
最
後
に
は
「
右
喫

茶
養
生
記
以
白
蓮
社
空
阿
藏
本
書
寫
遂
一
校
畢
」
と
あ
り
、
白
蓮
社
空
阿
の
所
蔵

本
を
も
と
に
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
本
稿
の
底
本
は
、
こ
の
群
書
類
従
本
で

あ
る
。
群
書
類
従
は
明
治
以
降
に
活
字
本
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
建
仁
寺
本
と
著

者
名
、
序
文
の
日
付
な
ど
も
同
じ
で
あ
る
。

　

諸
岡
存
氏
は
、『
新
校
群
書
類
従
』
所
収
の
『
喫
茶
養
生
記
』
は
、
種
々
の
版

本
の
校
勘
に
よ
る
校
本
で
あ
り
、
塙
保
己
一
校
訂
本
と
は
異
な
る
こ
と
を
指
摘
す

る
。１

竹
笣
鏤
蔵
板
本
（
銭
屋
惣
四
郎
本
、
安
永
本
）
に
つ
い
て

　

こ
こ
で
江
戸
時
代
の
板
本
、
竹
笣
鏤
蔵
板
本
（
銭
屋
惣
四
郎
本
、
安
永
本
と
も

称
さ
れ
る
）
を
紹
介
す
る
。
こ
れ
は
再
治
本
に
分
類
さ
れ
る
が
、
他
書
と
は
異
な

る
特
徴
が
あ
る
。

　

書
名
は
『
喫
茶
養
生
記
』、
著
者
は
榮
西
禅
師
（
見
返
し
に
は
建
仁
千
光
祖
師

述
と
あ
る
）、
巻
冊
は
二
巻
一
冊
、
平
安
の
竹
笣
鏤
蔵
板
、
発
行
所
は
寺
町
通
本

能
寺
前
、
帝
都
の
銭
屋
惣
四
郎
と
あ
る
。
発
行
年
は
無
記
載
、
あ
る
い
は
文
化
四

年
（
一
八
〇
七
）
と
記
載
が
あ
る
も
の
も
あ
る
。
ち
な
み
に
竹
笣
鏤
は
老
舗
の
書

店
で
あ
り
、
現
在
も
竹
笣
書
楼
と
い
う
古
書
店
と
し
て
存
在
す
る
。

　

こ
の
板
本
は
、
冒
頭
に
「
喫
茶
養
生
記
序
」
の
項
を
設
け
、
最
初
の
「
茶
也
養

生
之
仙
藥
也
。
～
于
時
建
保
二
甲
戌
春
正
月
日
謹
敘
」
が
そ
の
後
に
あ
る
。
ま
た

「
入
唐
求
法
」
が
「
入
宋
求
法
」
に
な
っ
て
い
る
。
巻
下
に
あ
る
「
喫
茶
法
」
の
「
勸

孝
文
云
、
～
」
以
下
の
数
行
が
、
巻
上
の
「
三　

茶
功
能
」
に
あ
る
。
さ
ら
に
巻

上
の
三
、茶
効
能
の
「
補
受
領
」
に
つ
い
て
は
、日
本
の
国
司
の
意
味
で
あ
る
「
受

領
」
が
「
補
任
」
に
な
っ
て
い
る
。

　

先
行
研
究
に
よ
れ
ば
、
栄
西
の
原
本
を
復
元
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
の
板
本

を
校
勘
の
資
料
と
し
て
用
い
る
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。２
た
だ

し
、
こ
の
板
本
の
跋
文
（
無
記
名
）
は
、
日
本
の
茶
の
文
化
の
変
遷
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
資
料
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
こ
に
紹
介
す
る
。
こ
の
書
の
刊
行
が
文
化

四
年
頃
と
す
る
と
、
建
仁
本
が
で
て
百
年
以
上
経
っ
て
い
る
。

　

「
凡
そ
宇
治
の
茶
と
稱
す
る
者
、
本
は
建
仁
の
榮
西
禪
師
よ
り
出
づ
。
本
朝
の

仁
安
三
年
（
一
一
六
八
）
夏
四
月
、
南
宋
に
入
り
、
四
明
を
發た

ち
、
台
嶺
に
登
る
。

路　

茶
山
を
經
る
に
、
其
の
之
れ
を
貴
重
と
し
て
丕お

お
い

に
藥
驗
有
る
を
見
る
。
秋
の

１ 

前
掲　

栄
西
著
、
諸
岡
存
校
註
『
喫
茶
養
生
記
』。

２ 

前
掲　

栄
西
著
、
諸
岡
存
校
註
『
喫
茶
養
生
記
』、
森
鹿
三
校
註
並
び
に
解
題
「
喫
茶
養

生
記
」
な
ど
に
よ
る
。
こ
の
版
本
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
奥
付
が
異
な
る
も
の
の
存
在
が
指

摘
さ
れ
る
（
前
掲　

森
鹿
三
校
註
並
び
に
解
題
「
喫
茶
養
生
記
」）。
ま
た
古
田
紹
欽
氏
は
同

じ
板
木
本
が
そ
れ
以
前
に
刊
行
（
安
永
年
間
）
さ
れ
、
そ
れ
は
初
治
本
、
再
治
本
と
は
別
本

の
『
記
』
の
写
本
が
あ
り
、
そ
れ
に
も
と
づ
く
板
本
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
す
る
。（
前
掲 

栄
西
「
原
著
」、
古
田
紹
欽
全
訳
注
『
喫
茶
養
生
記
』）



九
月
、
歸き

檝し
ゆ
う

の
日
、
遂
に
茗め

い

實じ
つ

數す
う

顆か

を
齎さ

い

持じ

し
、
之
れ
を
久
世
郡
の
宇
治
縣
に
移

植
す
。
其
の
地
は
神
靈
、
肥ひ

饒じ
よ
う

な
る
を
以
て
す
。
宛あ
た
か

も
建
渓
、
惠
山
に
、
風
水
の

利
有
る
に
似
た
り
。
故
に
之
れ
を
播
殖
す
る
者
な
ら
ん
か
。
爾し

か

る
後
、
國
朝
の
官

民
、
大
と
無
く
小
と
無
く
、
之
れ
を
珍
愛
せ
ざ
る
無
し
。
近
代
の
茶
を
嗜
む
者
は
、

宇
治
を
以
て
第
一
と
爲
す
。
栂
山
は
之
れ
に
次
ぐ
。
且か

つ
諺

こ
と
わ
ざ

に
曰
く
、
宇
治
茶
に

至
り
て
は
清
音
有
り
、
餘
は
皆
濁
音
な
り
、
と
。
茶
に
別
稱
有
り
、
無
上
と
曰
い
、

別
義
と
曰
い
、
極
無
と
曰
う
、
と
。
其
の
餘
は
枚
舉
に
遑い

と
ま

あ
ら
ず
。
奇
な
る
か
な
。

明
庵
の
西
公
、
喫
茶
記
に
末
世
の
病
相
を
明
示
し
、
后こ

う

昆こ
ん

に
留
め
贈
る
。
以
て
是

れ
養
生
の
仙
藥
に
し
て
、
延
齢
の
妙
術
有
る
を
知
ら
し
め
ん
こ
と
を
要も

と

む
。
是
に

於
い
て
か
跋
と
す
」３

　

こ
の
跋
文
は
『
喫
茶
養
生
記
』
を
紹
介
し
な
が
ら
も
、
宇
治
の
茶
を
第
一
、
栂

山
は
こ
れ
に
次
ぐ
、
な
ど
宇
治
茶
を
讃
美
す
る
文
が
な
ら
ぶ
。
宇
治
の
茶
が
世
間

に
浸
透
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
が
、
宇
治
茶
を
推
奨
す
る
な
ん
ら
か
の
意
図
が

感
じ
ら
れ
る
。
栂
山
は
、
栂
尾
高
山
寺
の
閼
伽
井
坊
の
あ
っ
た
所
で
あ
る
。
こ
こ

に
「
近
代
の
茶
を
嗜
む
者
」
と
い
う
表
現
が
あ
る
が
、
一
般
に
喫
茶
の
習
慣
が
広

ま
り
、
こ
の
書
が
茶
の
生
産
や
人
々
の
喫
茶
の
習
慣
と
も
よ
り
そ
っ
て
読
ま
れ
て

き
た
こ
と
が
窺
え
る
。

栄
西
『
喫
茶
養
生
記
』
の
第
二
巻
の
重
要
性
と
は
︱
薬
効

の
あ
る
桑
の
「
湯
」「
粥
」
に
よ
る
養
生

　

栄
西
が
目
指
し
た
養
生
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
。

　

『
喫
茶
養
生
記
』
は
先
の
板
本
を
み
る
と
、
江
戸
時
代
に
は
第
一
巻
の
茶
に
よ

る
養
生
法
は
注
目
さ
れ
た
も
の
の
、
第
二
巻
に
つ
い
て
は
、
一
般
に
あ
ま
り
注
目

さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
よ
う
に
思
え
る
。４

　

第
二
巻
に
は
桑
を
中
心
に
、
桑
の
湯
（
薬
効
の
あ
る
湯
、
ス
ー
プ
）、
桑
や
黒

豆
を
入
れ
た
粥
、
あ
る
い
は
種
々
の
薬
効
を
含
む
五
香
煎
や
高
良
薑
の
湯
を
服
用

す
る
養
生
法
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
は
道
教
の
養
生
法
と
も
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
道
士
、
丘
処
機
の 

『
摂
生
消
息
論
』
で
も
、
種
々
の
薬
効
の
あ
る
生
薬
を
混
ぜ
た
湯
や
粥
を
用
い
る

３ 

竹
笣
鏤
蔵
版
本
『
喫
茶
養
生
記
』
跋　

（
原
文
）
凡
稱
宇
治
茶
者
、
本
出
自
建
仁
榮
西

禪
師
。
本
朝
仁
安
三
年
夏
四
月
、
入
南
宋
、
發
四
明
、
登
台
嶺
。
路
經
茶
山
、
見
其
貴
重
之

而
丕
有
藥
驗
。
秋
九
月
、
歸
檝
之
日
、
遂
齎
持
茗
實
數
顆
、
移
植
之
久
世
郡
宇
治
縣
。
以
其

地
神
靈
肥
饒
。
宛
似
建
渓
惠
山
、
有
風
水
之
利
。
故
播
殖
之
者
歟
。
爾
後
、
國
朝
官
民
、
無

大
無
小
、
無
不
珍
愛
之
。
近
代
嗜
茶
者
、
以
宇
治
爲
第
一
。
栂
山
次
之
。
且
諺
曰
、
至
宇
治

茶
有
清
音
、
餘
皆
濁
音
也
。
有
茶
之
別
稱
、
曰
無
上
、
曰
別
義
、
曰
極
無
。
其
餘
不
遑
枚
舉

焉
。
奇
哉
。
明
庵
西
公
、
喫
茶
記
明
示
末
世
病
相
、
留
贈
后
昆
。
以
要
令
知
是
養
生
之
仙
藥
、

有
延
齢
之
妙
術
也
矣
。
於
是
乎
跋
。（
句
読
点
は
適
宜
ほ
ど
こ
し
た
）

４ 

『
喫
茶
養
生
記
』
の
研
究
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
第
二
巻
の
桑
の
記
載
に
つ
い
て
、

そ
の
重
要
性
を
指
摘
す
る
論
考
が
み
ら
れ
る
。（
前
掲　

岩
間
眞
知
子
『
喫
茶
の
歴
史　

茶

薬
同
源
を
さ
ぐ
る
』
他
）。

71 栄西『喫茶養生記』全訳注
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道
教
の
養
生
法
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
第
二
巻
に
は
そ
れ
と
共
通
し
た
養
生
法

が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
栄
西
は
桑
に
よ
る
養
生
法
を
、
茶
に
お
と
ら
ず
重
視
し
て

い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

最
後
に
、
南
宋
の
臨
済
宗
虎
丘
派
の
高
僧
、
釋
咸
傑
が
径
山
茶
湯
会
（
径
山
茶

湯
会
首
求
頌
二
首
其
二
、『
全
宋
詩
』
第
二
十
部
所
収
）
に
寄
せ
た
詩
を
紹
介
す 

る
。５

　

こ
の
詩
の
な
か
に
、
栄
西
が
目
指
そ
う
と
し
た
養
生
法
と
の
共
通
性
が
あ
る
と

考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
の
詩
に
い
う
「
一
茶
一
湯
」
の
「
湯
」
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
薬
を
烹
煎
し

た
も
の
で
、こ
れ
を
禅
苑
の
茶
会
に
供
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
詩
に
見
る
よ
う
に
、

茶
と
湯
（
あ
る
い
は
粥
な
ど
）
を
併
せ
た
養
生
を
、
栄
西
は
目
指
そ
う
と
し
て
い

た
よ
う
に
思
え
る
。
そ
の
詩
に
い
う
。

有
智
大
丈
夫　

發
心
貴
真
實　
　

有
智
の
大
丈
夫　

發
心
し
て
真
實
を
貴
ぶ

心
真
萬
法
空　

處
處
無
踪
跡　
　

心
は
真
に
萬
法
は
空
に
し
て　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

處
處
踪
跡
無
し

所
謂
大
空
王　

顯
不
思
議
力　
　

所
謂
大
空
の
王　

不
思
議
の
力
を
顯
わ
す

況
復
念
世
間　

來
者
正
疲
極　
　

況
ん
や
復
た
世
間
の
念
う
を
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

來
る
者
正
に
疲
極
す

一
茶
一
湯
功
德
香　
　
　
　
　
　

一
茶
一
湯
の
功
德
香
ば
し

普
令
信
者
從
茲
入　
　
　
　
　
　

普
ね
く
信
ず
る
者
を
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

茲こ

れ
從よ

り
入
ら
し
む

５ 

呉
茂
棋
、
許
華
金
、
呉
歩
暢
「
径
山
茶
湯
会
首
求
頌
二
首
賞
析
」、『
中
国
茶
葉
加
工
』、

二
〇
一
五
年
参
照
。


